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プロローグ







　床ゆかには神の御み名なと四つの星が描えがきこまれた魔ま法ほう陣じんが二つ。

　手にはボロボロの魔導書グリモアと聖水の入ったガラスの小こ瓶びん。そして、周囲にはキノコのようににょきにょき乱立する蝋ろう燭そくと、青あお臭くさい煙けむりをくゆらせるガマガエルのような形の香こう炉ろが置いてある。

　ヨーロッパ大陸の片かた隅すみに存在する小国セント・リーヴル王国。その北西部に、緑深き湖こ畔はんの街バーミリアはあった。

　未いまだに妖よう精せい伝説の残るバーミリアの、更さらに中心部から外れた場所に立つ一いつ軒けん家や。

　すべての灯あかりを消したその薄うす暗ぐらい部屋の中で、怪あやしげな雰ふん囲い気きを漂ただよわす小道具に囲まれながら、黒衣をまとった少年は、床に描えがいた二つの魔法陣の片方に入って一心に呪じゆ文もんを唱えていた。絶対に間ま違ちがえないように、途と切ぎらせることのないようにとの緊きん張ちようが額に汗あせを滲にじませる。伸のび気ぎ味みの茶色い前まえ髪がみで隠かくれた水色の眸ひとみは不安で翳かげってどうにも冴さえなかった。

　少年の名はソナ・スタリーという。

　これは、彼かれにとって人生で初めての魔ま神じん召しよう喚かんであった。

　ソナは、幻まぼろしの言語とされるリーヴル古リンガ・クラシ典言語群カ・リーヴル――通称古典語クラシカに関する論文を書くことで生計を立てられるほどの言語学的才能に恵めぐまれていた。十六歳さいにしてすでにその名は新しん進しん気き鋭えいの研究者として世間に認にん知ちされている。

　しかし、召喚術と言えば、それは魔術マギアである。

　難解な言語を自由に操あやつる才能があったとしても、それが役立つのは古典語クラシカで綴つづられた魔導書グリモアを読み解くところまでだった。複雑な魔法陣を製図する技術や、魔神と渡わたり合あう話術について言えば、無論ただの素人しろうとでしかない。

　魔術マギアの中でも召喚術は正確性が物を言う技術である。

　魔法陣の描びよう線せんが一本歪ゆがんでいただけでも、魔神は現れないどころか、空間が地じ獄ごくと中ちゆう途と半はん端ぱに繋つながって召喚師の命が危あやうくなる。

　高い危険性ゆえに禁術に近く、本来ならば素人が手を出していいものではない。

　それでも、ソナには魔神を召喚しなければならない理由があった。どんな危険を冒おかしてでも叶かなえたい、否いや、叶えなければならない願いがあったのである。

（何か一つでも間違えたら終わりだ……）

　緊張で強こわ張ばったソナの顔を汗が伝い落ちていく。手には魔導書グリモアと聖水の小瓶があるため、拭ぬぐうこともかなわなかった。直立不動のまま、呪文を詠えい唱しようし続ける。

　数分後、長たらしい呪文もどうにか唱え終わった。ソナは恐おそる恐る息を吐はくと、かすかに震ふるえる唇くちびるを噛かみ締しめて、向かいにある空っぽの魔法陣を睨にらんだ。魔導書グリモアの通りに事が進んでいるのなら、そこに召喚した魔神が現れるはずなのだ。

　ソナが召喚したのは、アザゼルという魔神だった。

　魔導書グリモアによれば、アザゼルはとりたてて大きな功績のない中ちゆう堅けんどころの魔神である。

　山や羊ぎの姿をとるという点からして何となく弱そうだ。ソナとしても中堅の山羊型魔神よりもっと強力な高位魔神を呼びたいところだが、いかんせん実力と経験が足りなすぎる。もとより、失敗は許されない切せつ迫ぱくした状じよう況きよう下かにあって冒ぼう険けんをするわけにもいかない。

（中堅とはいっても、立派に魔神なんだし）

　自分に言い聞かせるようにソナは思った。人間の願いを叶えるには十分すぎるほどの力を持っているはずだ。古びた魔導書グリモアを腕うでに抱かかえながら半ば祈いのるように念じる。

（まかり間違っても人間を脅おどしたり、いたぶったりするのが趣しゆ味みの魔神ではありませんように。あと、こちらの声が小さかろうが、話が分かりにくかろうが、苛いら立だったり怒ど鳴なったりしないで辛しん抱ぼう強づよく付き合ってくれる親切で優やさしい人でありますように……）

　実のところ、飛び級を重ねて同年代の少年たちと馴なれ合あう暇ひまもなくグラマー・スクールを卒業したソナは、他人と付き合うことに不安を抱いだいていた。

　ただでさえ他人との接せつ触しよくが苦手だというのに、今回の相手は人ですらない。意思疎そ通つうが困難を極きわめることは想像に難かたくなかった。考えるほどに胃が痛くなる。

（それでも、やらないと）

　研究と読書にあけくれたせいで女子が羨うらやみそうな肌はだの白さを保っている顔を不安でしかめながら、ソナはアザゼルの出現を待った。

　その時である。ポン、とクラッカーでも鳴らしたかのようなどこか可愛かわいらしい爆ばく発はつ音おんが部屋に響ひびいた。同時に、ソナの向かいに描かれた魔神用の魔法陣から煙が軽く立ち上る。薄うすい煙えん幕まくからは何か影かげのようなものが透すけていた。

（来た……っ！）

　ソナは手汗で聖水の小瓶を落としそうになりながら、煙に霞かすむ何かの影を凝ぎよう視しした。緊張で研とぎ澄すまされた耳を、唐とう突とつに、弾はじけるような声が打つ。

「ごきげんよう、そしておまちどおさま。私はモールチェ・グレイ。由ゆい緒しよ正しきグレモリーの四十八代目よ。グレイ公こう爵しやくと人は呼ぶわ。――さてさて、初めましての召喚師さん。あなたの望みは何かしら」

　不気味な小道具の並んだ薄暗い部屋の中、不似合いに明るく、可愛らしささえ感じさせるような声だった。あっけらかんとしたその口上に、ソナの心臓は止まりかけた。
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（女の子の、声……？）

　驚おどろきのあまり悲鳴を上げることもできず、口をパクパクさせてソナは魔法陣の中にへたり込む。追おい詰つめられて気絶寸前のソナの鼻先を青臭い魔ま除よけの香こうとは違ちがう、爽さわやかな薄はつ荷かの香かおりがふわりと掠かすめていった。







１、地獄の姫ひめ君ぎみ、十七歳







「グレモリー」

　ソロモン七十二柱の魔神における序列五十六番目にして、二十六の軍団を率いる女公爵。駱らく駝だの背に乗り、頭には壮そう麗れいな公こう爵しやく冠かん。身にまとうのは金糸の縫ぬい取とりのある黒いベルベットの上着。艶えん然ぜんとした笑えみは慈じ母ぼのごとく優しい。


「イエローサフィニア超ちよう魔ま神じん原論～基き礎そ編へん～」






　数分後、煙はあとかたもなく晴れた。どうにか気絶せずに持ちこたえたソナは、澄んだ空気の中、向かいの魔神用の魔法陣から目を外せずにいた。

　地獄からの闖ちん入にゆう者しやは平然と落おち着つき払はらって魔法陣の中に立っていた。

　彼かの女じよは目の前に立つソナを見るとにこりと微笑ほほえんだ。右手に駱駝ともアルパカともつかぬ奇妙な意い匠しようの杖つえを持ち、空いた左手で豪ごう奢しやなドレスの裾すそをつまんで優ゆう雅がな礼をする。上流階級然とした育ちの良さを滲ませるその挨あい拶さつに、呆ぼう然ぜんとした顔でへたり込んでいたソナも訳が分からないままについ立ち上がってお辞じ儀ぎを返してしまった。

「まあ。礼れい儀ぎ正ただしいこと」

　少年召喚師のぎこちないお辞儀に、魔神はきゅっと口角を持ち上げて笑みを深めた。

　見ればその容よう貌ぼうは、豪奢なドレスと優雅な所作から想像される、冷たく整って気位の高そうなものとは違っていた。

　夕日のように温かな赤い色をした髪かみが、顔の横でふわりと揺ゆれる。

　サイドで高めに結んだ長い髪はゆるやかに巻かれていた。切りそろえた前髪の下からは好こう奇き心しんの強そうな丸い眸が覗のぞく。柔やわらかそうな肌は桜色で、早く喋しやべりたそうにうずうずしている唇は薄うす桃もも色いろだ。

　それはきつさがほとんどないため、見ている方も自然と笑え顔がおになってしまうような可か憐れんな顔立ちだった。開きはじめた花のつぼみのようにほんわかとした可愛らしさがある。

「……………………」

　ソナはその柔らかな雰囲気に引ひき込こまれて、ついぽかんと口を開けたまま魔神を見つめていた。珍めずらしいことに人見知りの症しよう状じようが出なかった。

（やばい。ぼんやりしてる場合じゃないだろ）

　しばらくしてから我に返ったソナは、間ま抜ぬけ面づらを浮うかべていたであろう自分を呪のろいながら、慌あわてて状況を整理した。

　そこで、はたと一番気にしなくてはいけないはずの重大事に思い当たる。

（アザゼルは――？）

　肝かん心じんなことを忘れていた自分にソナは愕がく然ぜんとした。

　ソナが呼び出したのは、山羊の姿で現れるという中堅魔神アザゼルだ。当然、召喚が成功しているならば、山羊もといアザゼルが現れることになる。そんな当たり前すぎる理り屈くつを念頭に置いて、ソナは目の前の魔神を改めて観察してみた。

　サイドテールにされた明るい赤色の髪。大きな丸い眸が可愛らしい、ほんわかとした顔。ほっそりしたその身に纏まとっているのは、フリルとレースがふんだんにあしらわれた赤いドレスだ。手に持っているのは、もふもふした草食動物を模かたどったブロンズの杖である。

　見るところ、十六、七歳くらいの少女のようであった。

（……地獄の山羊ってこういう姿をしてたり、……するか？）

　ソナは苦り切った顔をして、額に手を当てた。古今東西、ドレスを可愛らしく着こなした山羊というのは残念ながら聞いたことがない。その上、抱えている杖の意匠でさえ、山や羊ぎというよりは、駱駝か、もしくはアルパカ（もふもふ感からしてこちらかもしれない）に近い風ふう貌ぼうをしている。

　呼び出したのと違う魔神が、魔法陣に現れてしまった。

（それって、つまり……）

　途と端たん、脳のう裏りに浮かび上がってくる召喚失敗の文字にソナは戦せん慄りつした。

　召喚失敗の恐ろしさは、数々の書物に嫌いやになるほどたくさん書き綴られていた。呼び出した魔神に奴ど隷れいにされて死ぬまでこき使われる、一いつ瞬しゆんにして轢れき死し体たいと化す、地獄で人型キャンドルとして使われる、体中の血を目の前で噴ふん水すいのように抜ぬかれるなどなど。

　後から後から浮かんでくる先例の数々は、ソナの顔を真っ青にした。指先が冷たくなり、魔導書グリモアと聖水の小瓶を掻かき抱いだく手から力が抜けていく。

「ちょっとちょっと気を付けて！　ほら、それ！」

　そのとき突とつ然ぜん、魔神が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　興奮して甲かん高だかくなりながらもどこかふわりとした甘あまさの交じる、紛まぎれもない少女の声である。存外大きなその声に、ソナの意識は召喚失敗の惨さん劇げきから引ひき戻もどされた。

「それよ！　その瓶びん。落としたら割れちゃうわよっ！」

　ソナの手元を指差しながら、謎なぞの魔神である少女は魔法陣から飛び出さんばかりにぴょんぴょんと跳はねていた。揺れるドレスの裾から、見えていいのか悪いのか分からない白いレースが華はなやかにちらついた。

（えっ、なんだ？　瓶？　なんか手のところ指差してるけど――）

「うっわ……！」

　必死の訴うつたえを受けて、自分の手元を見たソナは聖水の小瓶が滑すべり落おちかけていることに気付いた。慌てて傍そばに据すえてあったテーブルに瓶を置く。

　今さらになって割れて床一面に散らばるガラスの破は片へんを想像して、ソナは肝きもを冷やした。中身は手製とはいえ一応聖水だ。この場でまき散らしたら何が起こるか分からない。

「危なかったわねぇ。割れたら片付けが大変だもの」

　小瓶の無事を見届けた少女は、言いながらソナに向けてふにゃっと頬ほおを緩ゆるめた。

　勢いよく飛び跳ねたせいで艶つややかな髪が少し乱れ、ドレスの裾も持ち上がったりしわになったりしている。登場時の上流階級然とした優雅さはもはやそこにはなかった。

　身構えていたソナは魔神の言葉にぽかんとした。

（片付けが大変って、魔神の心配することじゃないだろ……）

　人ひと懐なつっこい緩んだ表情に毒気を抜かれて、裾を直したり、髪を撫なでつけたりと身み繕づくろいをし始めた少女に恐る恐る尋たずねる。

「あの……、お名前、もう一回だけ伺うかがっても……？」

　スカートのフリルの形を整えていた少女は、ソナのおずおずとした声に顔を上げた。一瞬だけきょとんとした顔をした後で、ドレスの裾を軽くつまんでにこりと笑う。

「私の名前はモールチェ・グレイ。四十八代目のグレモリーで、今年で十七歳よ」

　どこか誇ほこらしげに名乗る少女の丸い眸は、鮮あざやかな瑠る璃り色いろをしていた。

　蝋燭の灯りを映して本物のラピスラズリ宝石のようにきらきらと光っているその眸を、ソナは驚きのあまり不ぶ躾しつけなくらいに凝視してしまった。

　あんぐり開いた口から言葉が漏もれる。

「嘘うそだろ、グレモリー……？　えっ、十七……っ？」

　ソナは愕然としたまま、魔法陣の中にぺたりと膝ひざをついた。立ち上がろうにも最も早はや足に力が入らなかった。再び、恐きよう怖ふのどん底に突つき落おとされる。

　今度の恐きよう慌こう状態は、ただ召喚が失敗したかもしれないと知った時のものより一段階上をいっていた。悲ひ惨さんさのグレードが格段にアップしている。

　一度読んだものを二度と忘れないという優すぐれた記き憶おく力りよくを持つソナは、グレモリーについての魔導書グリモアの記述をすぐに思い出すことができた。

　グレモリーとは、「ソロモン七十二柱」――数多あまたの魔術言語ロゴスを操った伝説の魔ま術じゆつ師しソロモンが使し役えきしたと言われる、強大な力を持つ七十二の魔神の一人である。

　その姿は黒いベルベットの上着をまとい、駱駝にまたがった美び貌ぼうの貴婦人であるという。七十二柱の中でも女性の姿で現れると言われる珍しい魔神であり、階級は二十六の軍団を率いる公爵だ。

　つまりは、地獄における貴族の最上位に君臨する者である。

　そこからいけば、非力な人間たるソナなど一瞬にして消し炭にできるほどの力を持っているであろうことはまず間違いなかった。

（もしかしたら消し炭どころか塵ちりも残らないかもしれない）

　ソナは震える指先で黒衣の裾を手た繰ぐりながら愕然とする。アザゼルの召喚を失敗した挙げ句に、なぜか、よりにもよってとんでもなく高位の魔神を呼び出してしまった。

（もうダメだ。奴隷か、轢死体か、キャンドルか、はたまた、血の噴水か……）

　召喚失敗の顛てん末まつ。その典型例が走そう馬ま灯とうのように頭の中を巡めぐる。

　初召喚で失敗してジ・エンド。あまりにも呆あつ気けない幕引きに、召喚などしなければよかったと今いま更さら後こう悔かいにもならない後悔をし始める。

　しかし、そんなふうにソナが自分の死にざまに思いを馳はせつつ絶望に沈しずみ込こんでいたその時、地獄の公爵たる魔神――グレモリーのモールチェ・グレイは、全く別のことに気を取られていた。

『嘘だろ、グレモリー……？　えっ、十七……っ？』

　彼女が気にしていたのは、先ほどソナが咄とつ嗟さに口走ったその言葉であった。

　自分が十七歳に見えないかもしれないなどということは、彼女にとって青せい天てんの霹へき靂れきもいいところだったのである。温かな赤色をした髪の毛先を落ち着かなげにちょいちょいと梳すくと、モールチェは心外そうな顔でおもむろに口を開いた。

「ねえ、召喚師さん。もしかして、私が十七歳に見えないって思っている？」

　強大な力を持つ高位魔神の言葉に、ソナは慌てて姿勢を直した。

「へ？」

　自分がどんな最さい期ごを迎むかえることになるのかと強張った顔で耳を澄ましていたが、いざ聞こえてきた内容のあまりの軽さに耳を疑う。

　恐怖のせいで無意識に現実逃とう避ひして、貴様を喰くろうてやるわ、という言葉を聞き違えたのだろうか。

　しかし驚いて顔を上げたソナの目に映ったのは、残ざん虐ぎやくそうに光る眸と牙きばを剥むいた口ではなく、そわそわと不安そうにしている瑠璃色の眸と、少し尖とがった薄桃色の唇であった。

　不満顔の魔神はアルパカの杖を横に置いて、自分もすとんと魔法陣の中に座すわり込こむと、ソナの目をじっと覗き込む。

「今までそんなふうに言われたことはないのだけれど。ねえ、私、十七より年下に見えるのかしら？　……それとも、年上？」

　強大な力を持つはずの地獄の公爵様は、機き嫌げんを損そこねてさえ可愛らしい顔をしていた。

　床に広がったふわふわしたフリルとレースを触さわりながら、彼女は小首を傾かしげてソナの返答を待っている。

　そんな様子を見ているうちに、ソナは絶望と恐きよう怖ふ心しんが消えていくのを感じた。

（おかしいな。なんだか、この人呑のん気きなことこの上ないぞ……）

　目の前にいるのは強大なる地獄の公爵グレモリーであるはずなのに、どうしてもこの先に自分が消し炭にされてしまう未来があるとは考えられなかった。

　その可憐な呑気さに、絶望も恐怖も危機感もすっかり溶とかされてしまう。

　心理的な防衛機能を身ぐるみはがされて、結局最後にソナの頭に残ったのは、魔神召喚の場にそぐわない至し極ごく平和な後悔であった。

　――同年代の女の子に十七には見えないと言ってしまった。

（多分、女の子にそんなこと言ったら気にするよな……？）

　女の子の気持ちなど分からないなりにソナはそう思った。

　そしてそっと見み遣やると、案の定モールチェはなかなか返ってこないソナの言葉に焦じらされて、眉まゆ尻じりを下げた不安そうな顔をし始めていた。にこにこと笑っていた女の子がそんな顔をしているのを見ると、どうにもいたたまれない気持ちになってくる。

　罪悪感に耐たえかねたソナは慌てて弁解に回った。

「あの、さっきのは嘘です。嘘っていうか、誤解で。その、見た目が十七歳に見えないとかそういう意味じゃなくって、全然っ、本当に全然見えるんですけど、魔神は二千歳とか三千歳とかだと思っていたので。何しろ創世の昔から生きているんだし……」

　どうにか言い終えて、ソナは軽く息を切らしながらモールチェの顔を窺うかがった。

　果たしてこれでもう一度笑ってくれるだろうかと心配になりながら瑠璃色の眸を見つめる。このまましょんぼりした顔をされ続けたりしたら、自分は極ごく悪あく人にんになってしまう気がした。

「まあ」

　モールチェは、ソナの勢いに驚いたように目を丸くして黙だまり込こんでいたが、しばらくするとふふっと小さな笑い声を漏らした。

　どうもソナが焦あせっている様子が面おも白しろかったらしい。

　口元に手を当てて笑う様子はやはり魔神の公爵というにはどうにもほんわかとし過ぎていたが、屈くつ託たくのないその微笑みを見てソナは安あん堵どした。

　しかし、これは恐怖で圧おし潰つぶすのとは別の方針を取った新手の攻せめ方かただろうか。そう勘かんぐってもいいくらいの威い力りよくがある。

（誘惑テンプテーシヨン……ってわけでもないし、一体何なんだかなあ）

　そんなふうにソナが複雑な気分で胸を撫で下ろしていると、すっかり機嫌を直したらしいモールチェがおもむろに魔法陣の描線ぎりぎりまで近づいてきた。

「えっ」

　大した近さではないながらも距きよ離りを詰められたソナは思わず怯ひるむ。

　モールチェは邪じや気きのない顔で値ね踏ぶみするようにソナを見ていた。近くで見るとまた十二分に可愛らしい顔に、やがてにっこりと花はな咲さくような笑みを浮かべて、口を開く。

「ねえ、召喚師さん、お名前は？」

　つやつやと光る少女の眸には妙みような引力があった。射すくめられるほど強くはないが、目を逸そらすことができない。宝石のようにきらきら光る青色に吸い込まれそうになる。

（なんだか、心臓に悪い）

　そんな場合ではないというのに、鮮やかな瑠璃色に心臓をどきどきさせながらソナは口を開いた。意識過か剰じようの悲しき条件反射である。

「えっと、ソナ・スタリーです……」

　モールチェはソナの名乗りにうんうんと頷うなずくと、至って軽い調子で言った。

「ソナね、もしかしなくても召喚初めてでしょう？」

「えっ……なんでそれを」

　召喚術において、経験不足を見抜かれるということはなかなかに危険なことである。言い当てられたソナは驚いてモールチェの顔を見る。

　問われたモールチェはさも当然のように答えた。

「だって、慣れていない感じがするし、魔神が三千歳とか言っているのだもの。あと、特に、名前を言っちゃうってところね」

　言いながら、指を振ふって強調する。

「名前はダメよ。ほいほい教えるものじゃないわ。召喚師は契けい約やくのときにだけ、本当に信用した魔神に名乗るのよ。そうしないと悪用されかねないもの。ソナは、真ま名なって知っているかしら。昔、名前はそれを知られると相手に支配されてしまうほど重要なものだったのよ。今の名前はそれほどの影えい響きよう力りよくはないけれど、それでも心して扱あつかわないとダメよ」

　それはまるで幼い弟を諭さとすような調子だった。

　人間を陥おとしいれようと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているはずの魔神でありながら、素人しろうと召喚師に召喚術を説く。敵に塩を送るようなことをしながら物知り顔をしているモールチェの前で、ソナは絶句した。

　他者に無む暗やみに名を教えてはならない。

　それは魔導書グリモアに書いてあった基き礎その基礎であった。

　魔導書グリモアによれば、神は、言葉によって世界の事物を生み出したという。

　ゆえに事物の本質は言葉と切れない繋がりがある。魔術マギアで使う呪文は、平たく言えばその「事物の本質と繋がりを持つ古代の言葉」なのである。

　モールチェが言うように、名前にもそこまで強力ではないものの、やはり個人の本質と繋がる言葉であるという側面がある。だから知られてしまうと本質を握にぎられてしまう可能性があるのだ。

（よく肝に銘めいじていたはずなのに。初歩の初歩もいいところなのに）

　ソナはあまりの情けなさに顔を覆おおいたい気持ちになった。

　うっかり失念していたのは、モールチェが当然のように名前を訊きいてきたせいだ。裏のなさそうな瑠璃色の眸にまんまと乗せられた。

「初召喚の魔神が私でソナはラッキーね」

　モールチェはそう言ってまたにこりと笑ってみせる。

　その軽い言葉に、ソナはにわかにぞくぞくと背筋が冷えていくのを感じた。

　この状況と目の前にいる魔神がイレギュラーすぎて、色々と正常な判断力が働かなくなってきているが、これは多分、わあラッキーだったなあと笑って済ませられることではないだろう。なにしろ間違えて呼び出したのがモールチェではなく他の魔神だったら、自分は今いま頃ごろキャンドルになっていたかもしれないのである。

（召喚するのが初めてでも分かる。こんな呑気な魔神は多分他にはいない）

　自分の幸運を自覚したソナは無意識に黒衣の裾を握りしめた。綱つな渡わたりでもしているような気分になってくる。

「あと、魔神が三千歳っていう話だけれども。高位魔神は代だい替がわりするの。だから三千歳なんていう魔神はいないのよ。私はグレモリーだけれど、四十八代目で、グレモリー歴はまだ三年よ」

　モールチェはくるんと巻かれたサイドテールを撫でつけながら、ついでのように言った。語り口はあくまでも軽く、おどろおどろしいはずの地獄の話をしているとは思えない。

「えっ」

　代替わり――突とつ如じよ出てきたその反則技のような理屈に、ソナは呆気にとられた。

　思わず、黒衣を握りしめていた手から力が抜ける。情じよう緒ちよが追いつかず、拒きよ否ひ反応を起こし損ねた脳が逆にすんなりとそのトンデモ理論を受け入れてしまう。

（代替わりがあるなら、十七歳の新米魔神もいるんだろうなあ。でも代替わりって発想がもう地獄っぽくないんだけどな……）

　人間が書物の中で語る地獄は、どうも実際の地獄とはかなり違うものであるらしい。そんな事実を初めて知ったソナはため息が出そうになった。

（考えてみれば、別に不思議じゃないよな。誰だれも地獄に行ったことがないんだし）

　グレモリーも、魔導書グリモアにはベルベットの上着をまとって駱駝に乗った美貌の貴婦人と書いてあったが、実際見てみるとアルパカの杖を持っているだけで駱駝はいないし、ベルベットの上着ではなく赤いドレスを着ている。可愛らしいので美貌はあながち間違っていないが、十七歳の女の子に貴婦人という言葉は仰ぎよう々ぎようし過ぎやしないかといった具合である。

（所しよ詮せん、人間の浅あさ知ぢ恵えってところなのか……）

　最も早はや驚おどろきも涸かれかけてきたソナを見て、モールチェはいたずらっぽく笑った。そして、こほん、と軽く咳せき払ばらいすると少しかしこまった言こと葉ば遣づかいで問うた。

「それで、召喚師さん。この四十八代目グレモリー正統モールチェ・グレイと契約なさいますか？」

　地獄の公爵たる魔神グレモリーは、床に広がっているドレスの裾をきちんと整え、ソナの顔を見遣る。小首を傾げるのに従って温かな赤色をしたサイドテールがふわりと揺れた。

「あ……っ」

　そう問われて初めて、この事態がはらむ可能性にソナは思い当たった。

（グレモリーと、契約ができるのか……！）

　グレモリーは、言うまでもなく呼び出そうと思っていたアザゼルよりもはるかに高位の魔神である。そして、叶えたい願いは、契約する魔神の力が強大なほど成じよう就じゆの確率が高くなる。そう考えれば、断る理由などどこにもない。

　ソナは、答えを待っている瑠璃色の丸い眸をそっと見つめ返した。

　地獄の公爵といういかめしい肩かた書がきにそぐわない、ドレスを着た可愛らしい少女を前にして、転がってきた幸運を逃のがさないように一音一音噛み締めるようにして言う。

「はい、……契約、します」

「よしよし、頑がん張ばったのね」

　モールチェは、ソナを宥なだめるように優しい声で言った。口角をきゅっと上げて、召喚という非日常行こう為いに疲つかれ切きった心に染しみるような、温かい表情をする。

「…………っ」

　渡りに船だと思って契約を決めたのに、予想外にねぎらわれたソナは、ついこの場に至るまでの苦労を回想してしまい、不覚にも涙なみだが出そうになった。

（魔導書グリモアの説明は結構不ふ明めい瞭りようでいい加減だったし、魔法陣は複ふく雑ざつ怪かい奇きな形をしていて描くのが大変だったし、用意しないといけない道具は変なものばっかりだったし……）

　星の数ほどあった苦労を心の中で数え上げながら、手て渡わたされた羊皮紙の契けい約やく書しよにソナは血判をポンと押おした。これで契約が成立する。願いの成就への大いなる一歩である。

　しみじみと感かん慨がい深ぶかく契約書に見入っていると、不意にモールチェが声をかけてきた。

「ねえ、ソナ」

　その声に契約書から顔を上げたソナは、途端、激しくむせた。

「へ……っ、な、なんっ――近っ、う、げほげほげほ……う、ぇ」

　いつの間にやらモールチェが魔法陣を抜け出し、鼻先が触ふれ合あいそうになるほど近くに座り込んでいた。今や、温かな赤色の髪が、桜色の柔らかそうな肌が、瑠璃色の丸い眸が考えられないほど近くにある。ダメ押しのように甘やかな吐と息いきがふわりと肌をくすぐった。

（なんでこんな近くにいるんだよ……っ！）

　ソナは発火しそうな勢いで赤面した。瞬またたく間まに指先まで真っ赤に染まる。十六年間の人生の中で、女の子とこんなにも接近したことは当然ながら初めてだった。

「私、喉のど渇かわいちゃったわ。お茶を用意して？」

　ソナの慌あわて振ぶりに構うことなく、モールチェはにこやかにせっついた。言いながらさりげなく手を伸ばして、ソナの伸び気味の前髪に触れようとする。

「ソナ、あなた、綺き麗れいな顔しているのに前髪で隠していたらもったいないわ」

　ソナを見つめる瑠璃色の丸い眸が柔らかに細められる。生えそろう長い睫まつ毛げが瞬まばたきに合わせて揺れる様子がなぜか驚くほどあでやかだった。

　こういう言葉にどう対応すればいいかなど知るはずもない。さらりと出てきた殺し文句に、ソナは口をパクパクさせて床を後ずさっていった。

　そして、ものの見事に後方不注意でテーブルの脚あしに頭をぶつけた。

　部屋に、ゴッ、と存外大きな音が響く。

「……痛っ」

　驚いたモールチェが丸い目を更に真ん丸にして見守る前で、じんじんと痛み出した頭を抱えてソナは悶もん絶ぜつした。

（何なんだろう、この状況）

　緊張感はないし、深刻さもない。

　女の子がすぐ近くにいて、自分はテーブルの脚に思い切り頭をぶつけていて。そんな悲しいほど呑気な現場にいると、何をしていたのかそろそろ分からなくなってくる。

　もう消えたいと力なく思いながら、ソナは頭のぶつけたところに手を遣やった。たんこぶになりそうな気配にどうにも憂ゆううつな気分になる。間抜けもいいところだった。

　そんな様子を見ていたモールチェが、あらら、大だい丈じよう夫ぶ？　とのほほんと問う。

　かくして、召喚の場とはとても思えない平和過ぎる空気の中、ソナとモールチェの契約はめでたく完かん了りようしたのであった。







２、姫君の狼マルコシアス







「マルコシアス」

　ソロモン七十二柱における序列三十五番目の魔神にして、三十の軍団を率いる地獄の大だい侯こう爵しやく。その姿はグリフォンの翼つばさと尾おを持つ狼おおかみであり、口から炎ほのおを吐く。召喚師の命令に応じて人の姿をとることもあり、そのときの彼は地獄でさえ比類なき屈くつ強きような戦士である。決して嘘を吐つくことはなく、自分に嘘を吐いた召喚師にも容よう赦しやをしない。


「イエローサフィニア超魔神原論～基礎編～」






　アザゼルを呼び出すつもりでグレモリーを呼んでしまった召喚初日。

　結局、契約を結んだ後、好物だというアールグレイの紅茶を存分に飲んでからモールチェは地獄へ帰っていった。

　何もせずに帰ることになったのは、召喚師であるソナが疲れ切ってしまったからである。人間の体力では高位魔神を長い時間繋ぎ止めておくことはできない。

　その翌日、ソナは再び黒衣をまとって魔ま法ほう陣じんの中に立っていた。

　伝説の魔術師ソロモンの昔から存在していたとされる魔神召喚術。それに則のつとれば、召喚師は、召しよう喚かん契けい約やくを交かわしてからは体力を消しよう耗もうせずに魔神を呼び出すことができるという。

　古びた魔導書グリモアのありがたい記述を思い返しながらソナは呪じゆ文もんを詠唱し始めた。

　叶えたい願いには、急がなくてはいけないわけがあった。

（――時間がかかればかかるほどに、あの子は……）

　ソナは古典語クラシカの呪文を紡つむぎ出しながら、今は離はなれ離ばなれになってしまった少女の姿を思い浮かべた。

　頭の中で、ソナが誰よりもよく知るその少女は静かに泣いていた。

　アイスグリーンの眸ひとみから、透とう明めいな雫しずくが幾いく筋すじも滑り落ちていく。

　柔らかい栗くり色いろの髪が垂れる細い肩かたは小さく震え、頼たよりなげに華きや奢しやな手足は恐怖に耐えかねるように縮こまっていた。小さな体で切ないほどに泣なき濡ぬれていながらも、その噛み締められた桃もも色いろの唇から嗚お咽えつが聞こえてくることはない。

　あまりにも痛ましいその姿に、ソナは心臓をわしづかみにされるような思いがした。

（絶対に、あの子を助け出す）

　そう誓ちかうと未熟な感情を振り切るように、眉み間けんにしわを刻んだ険しい表情で複雑な詠唱をこなした。一度読んだものを二度と忘れないという生来の優れた記憶力は、召喚に取り組み始めてから随ずい分ぶんと役に立ってくれている。

（今は、前だけを見ていないと）

　ソナは契約を交わした救世主に思いを馳せた。くるんと巻かれた赤い髪。丸くて大きな瑠璃色の眸。地じ獄ごくからやってきた十七歳さいの姫君が脳裏でにっこりと笑う。

　可憐で呑気なグレモリー。彼女こそが、この難局を打破してくれる唯ゆい一いつの存在だった。

　間ま違ちがうこともなく呪文を言い終わり、ソナは唇を噛み締めて自分の向かいに描えがかれている魔ま神じん用ようの魔法陣を見つめた。

　果たして昨日と同じ、ポン、という可愛らしい爆発音の後で、魔法陣に魔神が現れる。

「え……っ？」

　頭一つ分背の低いモールチェと目が合うだろう位置に視線を差し向けたソナは、ぽかんと口を開けた。二の句が継つげず、目を見開いたまま立たち尽つくす。宝石のようにきらきら光る瑠璃色の双そう眸ぼうがあるはずのそこには何もなかった。空間はからっぽであり、視界には見慣れた部屋の壁かべが映るのみである。

（おかしい……。手順は全部こなしたはずなのに）

　どくり、どくりと心臓がきしむように嫌な痛み方をする。思考停止状態のまま、ソナは視線を垂直に下ろしていった。

　そして、自分の胸の高さにまで下ろしてきたところで言葉を失う。

　見えたのは、温かな赤い色の髪をしたモールチェとは似ても似つかない銀ぎん髪ぱつの小さな頭だった。両手でつかめそうな小さな頭ず蓋がいに、ソナの胸までしかない背せ丈たけ。

　そこには、子供、更さらに言えば十歳くらいの少年が、立っていた。

　ソナは魔法陣の中の小さな姿を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　少年は、身み丈たけぴったりに仕立てられたモーニングコートを着ていた。布地は濃のう紺こんで銀ボタンのシングルブレスト、首元には赤いリボンタイが結ばれている。板についた着こなしは貴族の子し弟ていのようだ。

　徐じよ々じよに視線を上げていったソナはその顔に目を奪うばわれた。

　ソナに劣おとらず色白の肌に、銀髪のマッシュルームボブ。ざっくりと斜ななめに切られた前まえ髪がみの下から覗く大きな猫ねこ目めは、目の覚めるような橙だいだい色いろだ。

　奇き抜ばつな要素ばかりを集めた小さな顔はしかし、人形のように端たん整せいだった。

（なんか、怖こわいぐらいに整った顔だな……）

　そんな場合ではないというのに作り物じみたその造作にソナは見入った。年ねん齢れい相応の幼さが、文句のつけようのない目鼻立ちにあどけない甘さを添そえている。こちらに向けている仏ぶつ頂ちよう面づらが屈託のない笑顔であれば、まさに天使のように愛らしく見えることだろう。

　しかし、言うまでもなく魔法陣から天使が出てくるはずもない。目の前にいるのは天使のような魔神、もとい悪あく魔までしかありえないのだ。

（アザゼルだと思ったらグレモリー。グレモリーだと思ったら、また、想定外……）

　ソナは頭の中にじわじわと浮き上がってくる召喚失敗の文字を意地になって打ち消した。不安になってくる自分を叱しつ咤たするように、爪つめが食い込むほどにこぶしを強く握りしめる。

　召喚術は禁術にも等しい高等魔術テウルギアだ。それが成功しただけでも十二分に奇き跡せき的てきであるのに、今の状じよう況きようはその上を行っている。

　二十六の軍団を率いる強大なる地獄の公こう爵しやくグレモリーと召喚契約が成立しているのだ。

　ならば、奴隷化や轢死体化をみっともなく恐おそれている場合ではなかった。

（魔法陣にへたり込むような醜しゆう態たいをさらすのは一度で十分だ）

　ソナは冷静さを努めて保ちながら、召喚について何か間違いを犯おかさなかったかと一つ一つ確かく認にんしていった。

（呪文は間違えてなかった、と思う。魔法陣は昨日からの据すえ置おきだ）

　昨日ソナがアールグレイを優雅に飲んでいるモールチェにそれとなく訊いたところでは、魔法陣にミスはないとのことだった。アザゼル用に設しつらえておいたにもかかわらず、どうしてグレモリーが呼べる魔法陣が描けていたのかは全く分からないが、ともかくこれで魔法陣の製図ミスという可能性はない。呪文も記き憶おくは完かん璧ぺきであるし、噛かんでもいない。
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　ソナは顔を上げると、目の前に立つ少年の姿を凝ぎよう視しした。

　無論、アザゼルではない。そして、グレモリーでもない。

　では、この魔神は一体何者なのか。

　そこで、不意にソナは張はり巡めぐらせた思し索さくの糸に何か引っかかったのを感じた。

（そうだ。地獄の公爵グレモリーには、深い関かかわりを持つ魔神が、一人、いる）

　閃ひらめいた瞬しゆん間かん、その魔神の名をソナは叫さけびかけた。

「マルッ――……」

「これはまた、聞きしに勝まさるド素人しろうとですねえ」

　渾こん身しんの言葉は同時に口を開いた魔神に先んじられて掻かき消きえる。

　発言を遮さえぎられたソナは後を続けることもできず、ぽかりと口を開けたままで目をも見開いた。投げられた言葉が頭の中をぐるぐると回る。

　目の前の魔神は、そのふてぶてしい態度にしても操あやつる語ご彙いにしても、壮そう年ねんの男が少年の口を借りて喋っているかのようだった。声だけが少年らしく高いところも奇き妙みような感じがする。

（何なんだ、こいつ……）

　驚おどろいて黙り込むソナに、魔神はうんざりとため息を吐いた。大きな橙色の眸でぎょろりとソナを見つめると、舌打ちせんばかりの調子で言う。

「呆ほうけてないで、こっちに集中してくださいよ。まったく手のかかる」

　魔神は敬語を使っていながらも、どうにも上から目線だった。造作が整い過ぎているせいで、饒じよう舌ぜつに言葉を紡ぐ様子には人形が勝手に動いているのを見ているような不気味さがある。

　固まったままのソナを見て、自分と召喚師の状況理解に差があることを察したらしい魔神は面めん倒どうくさそうにぼそりと呟つぶやいた。

「説明もなしで放ほうり投なげですか。あの人も本当にどうしようもないですね」

　少年は首元のリボンタイを人差し指で無造作に引っ張り、上うわ目め遣づかいにソナを見る。

「ソナ・スタリーさん、でしたか。私はブランパジット・ロドルフス・マーナガルム・グリエルムス・クレメルヒェン・エーベライク・フェラン・バルバストル・ジンデル・プレスコット・バルシュミーデ。四十五代目マルコシアスです」

　呪文のように長い名前をつっかえもせず一息で言ってのける。

　耳に入ったのは最後の言葉のみだった。そこに至って、挑ちよう発はつでもしているのかと思うくらいにつまらなそうな顔をした魔神を、ソナは新たな思いで見つめた。

（――やっぱり、そうか）

　目の前にいる魔神は、マルコシアス。

　ソロモン七十二柱の一人で、三十の軍団を率いる大侯爵だ。その姿はグリフォンの翼と尾を持つ狼であるが、召喚師の望みに応じて人の姿にもなるという。

　そして、嘘を厭いとうという悪魔らしからぬその魔神は、グレモリーを主人として彼かの女じよに仕えているとされていた。

（マルコシアスは、グレモリーの臣下だ。つまりこの少年は、モールチェの臣下なんだ）

　そう確信を得たソナは胸を撫で下ろした。まだ願いの成就の可能性は潰ついえていない。召喚は、失敗していないのだ。

　しかし、そこで当然とも言うべき一つの疑問が浮うかび上あがってきた。

（なんでマルコシアスを寄よ越こしたんだ？）

　ソナは一応考えてみたものの、今度ばかりは何も分からなかった。

　魔神であるという以前に、ソナにはモールチェ個人の考えていることが分からない。十七歳に見えないということでむくれてしまう女の子のほわほわした思考は、言うまでもなく研究と読書が生きがいの十六歳男子ソナの専門外である。

　ともあれ、モールチェがやってこないことには願いを聞いてもらうことすらできないのである。うかうかしている時間はないというのに、これでは事態が進展しない。

（これはもう聞くしかないのか……？）

　ソナは意を決して、マルコシアスの眸をそっと見つめた。

　少年魔神は相変わらずのつまらなそうな顔でソナを見返していた。人当たりの良かったモールチェとは似ても似つかない無ぶ愛あい想そうな佇たたずまいにソナは内心で怯む。

　人見知りは他人の悪意に敏びん感かんである。少年のその仏頂面からは、敵意とはいかないまでも明らかに良い感情を抱いだいてないのが伝わってきて非常によろしくない。

　しかし背に腹は代えられない。こうしている間にも時間は過ぎていくのである。何だか話するの嫌だなと思いながらソナは恐る恐る口を開いた。

「……あ、あの。マルコシアス、さん？　モールチェさんはいつ来、ますか……？」

　視線を外してぼそぼそと問うソナに、魔神は苛いら々いらと目を細めた。軽く上げた靴くつ先さきを脅おどすようにガッと鳴らす。

「こっちが何のために名乗ったと思ってるんですか」

　睫毛の長さを見せつけるような優ゆう雅がな瞬きの後、切れ長の大きな猫目が怯んだソナを射い抜ぬいた。ぎらぎらと光る橙色は少年にあるまじき胆たん力りよくを備えていた。

　貴族の子弟のような恰かつ好こうをしているわりにはなかなかに過激な返答の仕方である。言葉の意図が読めなかったソナは若じやつ干かん逃にげ腰ごしになりながらも聞き返すべく口を開いた。

「え、え…っと……？」

「だから、人に物を尋ねるときは正式な名前を使えって言ってるんですよ」

（……正式な名前って、さっき長々と言っていたやつか）

　にべもなく言い捨てる少年にソナは恐れをなした。何だか凄すさまじく無礼なことをしたような気分になって、急いで聞き流した魔神の名前を思い出そうとする。

　しかし、あの時は極度の緊きん張ちよう状態だったため、ソナの耳に入ったのはマルコシアスという単語のみであった。いくら記憶力が優れていようとも、聞いていなかったものを思い出すのは難しい。

「あ、えっと、ブッ、ブランパジット――……？」

　確かこの十倍くらい長い名前だった気がするが、微み塵じんも覚えていなかった。引っ込みのつかないソナは視線を所在なくうろつかせた後に気まずく口ごもる。

「ブランパジット・ロドルフス・マーナガルム・グリエルムス・クレメルヒェン・エーベライク・フェラン・バルバストル・ジンデル・プレスコット・バルシュミーデ」

　淀よどみなく言いながらマルコシアスは人差し指でこめかみを突つついてみせた。

「召喚した魔神の名前まで忘れるなんてとんだ鳥頭ですねえ。念のためもう一度言っときましょうか？　遠えん慮りよすることないんですよ。三度繰くり返かえせばどんなバカでも大たい抵ていのことは覚えるって言うじゃないですか」

　形の良い唇くちびるがうっすらと微び妙みような弧こを描く。口角を上げるだけでどうして酷こく薄はくに見えるのかが不思議だった。おおよそ十歳前後の少年の浮かべる表情ではない。

「なっ……」

　ソナは驚き過ぎて、一いつ瞬しゆん自分が何を言われたのか分からなかった。瞬しゆん間かん的てきに開きかけた口が、返す言葉を失って半開きのままになる。

　ソナが感じたのは怒いかりではなく純じゆん粋すいな衝しよう撃げきだった。

　十六年間生きてきてソナはバカと揶や揄ゆされたことが一度もなかったのである。グラマー・スクールで、天才と認められたソナをけなす者は、皆みな、示し合わせたように「変人」や「つまらない奴やつ」という言葉を使った。

　初めて聞いたバカという言葉には、真正面から堂々と切り込んできたかのような感覚があった。正々堂々とした、誠実とも言える暴言である。

　しかし、さすがにそのまま雰ふん囲い気きに呑のまれるのには無理があった。

（鳥頭って、バカって……）

　初対面で十歳くらいの子供にそんな言葉を吐かれたのだと事態を認にん識しきし直すと、ソナは今いま更さらながらめちゃくちゃにむかついた。後おくれを取った悔くやしさと生来のプライドの高さも相まって、つい心の声が口からぽろりと漏もれる。

「十かそこらの、ガキのくせに……」

　正直極きわまりないその言葉は、普ふ通つうに聞き取れるくらいの大きさで部屋に響ひびいた。

　言ってしまった後でソナは慌あわてて口を押さえる。

（やばい……）

　我に返って青くなった。生意気なガキに見えたとしても、相手は地獄の大侯爵たる魔神なのだ。機嫌を損ねたら殺されるかもしれない。

　恐る恐る窺うと、少年は切れ長の目を細めて悪あつ鬼きそのものの笑えみを浮かべていた。

「へえ、人間風ふ情ぜいが言ってくれるじゃないですか。知ってますか、召喚師には二種類いるんですよ。自うぬ惚ぼれすぎて周りが見えないバカと、魔神にすがることしかできない役立たずのバカ。――おや、失礼。これでは、どちらもバカということで一種類ですねえ。まあ、でもバカは情けにすがるよりほかに能がないんですから、それ相応に礼を尽くすくらいはしてくれないと困りますよ。グレモリーの慈じ悲ひにすがりたいんでしょう？　ねえ、一人前に歳としは食っても召しよう喚かん魔ま神じんの名前も覚えられないご立派な召喚師さん？」

　怒ど涛とうのごとく降ふってきた罵ば倒とうにソナは息を詰つまらせた。

　尖った言葉が図星をえぐる。今度こそ紛まぎれもない怒りが決けつ壊かいぎりぎりに膨ふくれ上あがってこぶしを握にぎり締しめた。扱い慣れない感情にぞくぞくと皮ひ膚ふがそそけるのを感じる。

「おや、どうしました？　青い顔で黙り込んでしまって。十かそこらのガキ相手に遠慮なんてしなくていいんですよ。お情けを買いたいのならわかっているでしょう。満足いくまで存分にやってください？　――ほうら、三回まわってワン、ですよ」

　追い打ちをかけるようにマルコシアスは言う。

　詠うたうように軽かろやかな調子は面白いほどにソナの神経を逆なでした。勝かち誇ほこった嘲ちよう笑しようはあでやかで、清せい楚そに白い毒花のようだった。

「……黙れっ！」

　三回まわってワン。その揶揄を突つきつけられた途と端たん、とうとう内側でぷつりと音がした。肌はだがカッと熱を帯び、視界が一いつ瞬しゆん眩くらんだ。

　叫ぶと同時にソナは腕うでを振り上げていた。

　そして、踏ふみ出だした足先が魔神用の魔法陣の際に触れた瞬間、小こ憎にくらしく余よ裕ゆうぶった少年の顔、その双眸が、突如背後からにゅっと伸のびてきた白い手に覆われた。

「え……っ？」

　目の前に綺麗に並んだ桜色の爪に、ソナは間ま抜ぬけな声を漏らした。虚きよを突かれたマルコシアスがくぐもった声を出してのけ反る。

　そして次の瞬間、何事かと目を見開いて立ち止まったソナの目の前に、ぶわりと白い煙けむりが立ち上った。もうもうと視界が白むなか、鼻先を覚えのある薄はつ荷かの香かおりが掠かすめた。

「さあて、さて」

　明るく弾はずむ、少女の声こわ音ね。

　聞き覚えのある声にソナの心臓は大きく脈打った。

「ごきげんよう、ソナ。モールチェ・グレイ、ただいま参上つかまつりましたわ」

　つむじ風に吹ふかれるように、くるくると立ち込めた煙がほどけていく。澄すんだ空気のなか、ようやく白い手から解放され、うんざりした顔で乱れた髪かみを整えるマルコシアスの横で彼女は悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。

「お待ちどおさま」

　四十八代目にしてグレモリー歴三年の十七歳――モールチェ・グレイが、ようやく姿を現した。
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（なんだよ、もう……）

　ソナはへなりと腕をおろしてその視線を憎きマルコシアスから、ドレスの裾すそをつまんで優雅に礼をする、待ち望んだ姫ひめ君ぎみに移した。

　魔法陣に現れたモールチェは、ペールグリーンのミニドレスを着ていた。

　胸むな元もとにはオリーブグリーンのレースが連ねて縫ぬい付つけられ、中央に共色の小さな飾かざりボタンが縦に三つ並んでいる。丈たけの短い、丸く膨らんだスカートはフリルでこれでもかとばかりに縁ふちどられていた。

（ドレスだっていうのになんかスカートが短い……）

　ソナはモールチェの格好をまじまじと眺ながめながら怯んだ。

　ひざ上のスカートから覗のぞく丸い膝ひざ頭がしらが眩まぶしくて、直視するのが辛つらい。更にパフスリーブの袖そでから惜おしげもなく晒さらされる細い腕の白さも目に痛い。四六時中、本を相手に過ごしてきたため、悲しいかな、そんなことでソナは情けなくどきどきしきりになってしまう。

「ソナ？」

　そんなソナの沈ちん黙もくをモールチェは誤解したらしく、気づいたとばかりに言った。

「もしかして、マルティーにいじめられた？」

「……へ？」

　どきどきしながらドレスを眺めていたソナは、瑠る璃り色いろをした丸い眸に気き遣づかわしげに覗き込まれて、はたと我に返った。思わず赤面しつつ、慌ててその言葉の意味を考える。

（ん？　マルティー……？）

　ふわふわした小鳥に付けるような愛らしいその呼び名が、底意地が悪く可愛かわいげのかけらもないマルコシアスを指しているということを理解するまでに少しばかり時間を要した。

　しかし、理解した途端に、「いじめられた」という言葉がぐさりと胸に刺ささった。この屈くつ辱じよくを捨て置くわけにはいかないとソナは口を開く。

「違ちがいます。いじめられたんじゃなくて侮辱されたんです！」

　そんなソナの言葉を聞いたモールチェはへなりと眉まゆ尻じりを下げて呟いた。

「遅おそかったのね……」

　澄ました顔で横に立っているマルコシアスの細い肩に手を置いてそばに引き寄せ、モールチェは弱り切った調子で言った。

「マルティー、ダメよ。ソナは召喚師なのだから敬意を持って接しないと。分かっているでしょう？」

　魔導書グリモアによれば主従関係にあるということだが、その様子は姉が弟をたしなめているかのようだった。口調に厳しさはなく、主人が臣下に注意を与あたえるのとは根本的に違う。あまつさえマルコシアスはそんな主人の言葉に頷くどころか、鼻で笑った。

「敬意は払はらうに値あたいする者にだけ払うものですから」

　言いながら横目でソナを一いち瞥べつする。切れ長の眸は勝ち誇ったような色を浮かべていた。臣下にしては不ふ遜そんすぎるし、弟だと考えてもモールチェは舐なめられすぎだった。

「マルティー！　ソナを挑発しないの。それと、もっと愛想のある笑え顔がおはできないの？　場を和なごませるような顔をたまにはしなさいよ」

「あいすいませんね。主義に反するので」

　舐められ気味の姉は喧けん々けんと小言を繰り返していたが、当の弟は慣れた小言を聞き流す体ていで言った。類を見ない生意気さにソナはため息を漏らす。

「……なんで、こんなの連れて来たんですか」

　うらみがましくぼそりと呟くと、渋しぶい顔で小言を続けていたモールチェが目を丸くした。ソナを睨にらむマルコシアスを横目に、当たり前であるかのように彼女は言った。

「え、だって。三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵えって言うじゃない？」

　そうでしょう？　と邪じや気きのない笑顔で同意を求めてくる。瑠璃色をした眸が星でも浮かんでいるかのごとくにきらきらと輝かがやいた。臣下の迷めい惑わく顔がおに頓とん着ちやくすることもない。

（モンジュって、何だろう……？）

　知らない単語にソナは首を傾かしげた。セント・リーヴル王国にはない言葉である。

　察するに地獄の英えい雄ゆうか何かだろうか。にこにこと笑っているモールチェを見て、どう反応したものかと困る。通じると信じて疑わないその自信は何なのか。そもそも、そんなよく分からない理由で臣下を引っ張ってきてしまうことからして何とも言えずズレている。

（――ズレてる……ああ、この人天然なんだ）

　召喚二回目にして初めてソナはそう気づく。その発見ですべてが腑ふに落ちた。

　つかみどころがないほどにふわふわとしたテンションは天然の為なせる業わざなのだろう。十七歳の女の子である上に、理り屈くつの通じない天然とくれば、そう簡単に理解などできないのも無理はない。

（ていうか、召喚した魔神が天然って……）

　それは喜ぶべきなのか、悲しむべきなのか。

　魔導書グリモアには残念ながらこの場合の対処法は書かれていなかった。

　ソナは悩なやんだが、考えて答えの出ることではない。そして無論、少女魔神はソナの複雑な胸中を察してくれたりはしない。

「テーブルを出して頂ちよう戴だい。作戦会議よ。ソナの願いを叶かなえましょう」

　あっけらかんとした笑顔でそう言うと、さわさわと衣きぬ擦ずれの音を立てて魔法陣を出る。

　こうして人見知りの少年召喚師と十七歳にして天然の少女魔神、そして生意気さ青あお天てん井じようの少年魔神の世にも奇妙な茶会が幕を開けた。
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「私は、今日もアールグレイ。マルティーはダージリンしか飲まないからダージリンね」

　いそいそとテーブルについたモールチェが嬉うれしそうに言う。

　白いテーブルクロスが敷かれたテーブルには所ところ狭せましと物が置かれていた。

　アールグレイの青いティーポットにダージリンの黄緑のティーポット。銀の蓋ふたがついた角砂糖のガラス壜びん。ずんぐりと丸いミルクピッチャー。そして中央にはなぜかモールチェが持参してきた山盛りのマカロン。

（マカロンってこんな山盛りにするようなものなのか？）

　マカロンというのは細工物みたいな菓か子しで、もっと気取ったふうに皿に並べられるものじゃないのだろうか。洒しや落れた菓子をあまり食べる機会もないソナは、聞きかじりの知識でぼんやりと不思議に思う。

「どれにするんです？」

　マルコシアスがトングを持って面倒くさそうにモールチェに尋たずねた。

「じゃあ、フランボワーズとモカとアプリコットと……あと、バニラ！」

　小皿を渡わたしてわくわくと答えるモールチェにマルコシアスは容赦なく釘くぎを刺した。

「太りますよ」

「うっ……おやつはゼロ換かん算さんだもの」

　痛いところを突かれたらしいモールチェはマカロンの積まれた皿を受け取りながら、苦しい言い訳をした。

「まあ、いいです。自己責任ですから」

　フランボワーズのピンク色にうっとりするモールチェにそう素っ気なく言い放ち、マルコシアスはダージリンに口をつける。自分のマカロンを取ることはなかった。

（なんか執しつ事じみたいだなあ……）

　やり取りを見ながらソナは彼かれらが姉し弟ていではなく主従関係にあるのだと思い直した。互たがいに給きゆう仕じをされることにもすることにも慣れている感じがする。姉弟の間あいだ柄がらでは給仕はしまい。

　しばらくの間、マカロンに夢中になっていたモールチェは、皿に盛ったそれらがあらかた消きえ失うせたところでようやく口を開いた。

「ねえ、それでソナの願いは何なのかしら？　憧あこがれの君との恋れん愛あい成じよう就じゆとか？」

　さらりとした口調で言うモールチェは特に笑ってもいない真顔だった。当たり前のことを訊きいているかのごとく、瑠璃色の眸は曇くもりないままソナを見つめている。

　素人の召喚師をからかって言っているようには見えなかった。

　しかし、その言葉にソナはアールグレイを噴ふき出だしかけた。わずかに飛び散った雫を見て、嫌いやそうに目を細めるマルコシアスにも構わず額に手を当てて考える。

　禁術に等しい高等魔術テウルギアまで持ち出して色いろ恋こいの願いを叶えようという輩やからがどこにいるというのか。

（そんなくだらない理由で魔神を呼ぶわけないだろ……っ！　いや、落ち着け。相手は天然だ。天然だ、天然、天然……）

　頭の中で呪文のごとく天然と唱え、ソナはあまりの事態にまかり間違えて湧わいてきてしまいそうな怒りを抑おさえつけた。大体モールチェはこちらの事情も知らないし、悪気もない。こんなことで怒おこるのはお門かど違ちがいもいいところだった。

　どんな形になってもどんな犠ぎ牲せいを払っても、あの子を――ニーナを、助け出さなければならない。そう考えれば、こんなところで怒っている場合ではなかった。

　強しいて感情を殺した表情で、何よりも大切な願いをソナは口にした。

「誘ゆう拐かいされた妹を、助けてください」

　刹せつ那な、場の空気がシンと静まり返る。モールチェは、その言葉を聞いた瞬間、瑠璃色の丸い眸を大きく見開いた。

「……誘拐された妹、ね」

　薄うす桃もも色いろの唇からほろりと言葉がこぼれる。瑠璃色の眸は戸と惑まどうように揺ゆれていた。驚きのにじむ表情のまま、マルコシアスを見み遣やる。

「まあ、なかなかに予想外ですね」

　視線を受けたマルコシアスはモールチェの戸惑いを代弁するように言った。言いながらも顔は相変わらず飄ひよう々ひようとしている。無む駄だに整ったその顔は何を考えているか読めない。

　やがて、少年は抑よく揚ようのない声で言った。

「あなた、グレモリーがどんな魔神か本当に分かってます？」

（……どういう、ことだ）

　質問が分からないままにソナが瞬きをすると、マルコシアスは心底面倒くさそうに舌打ちをした。

「間抜けとはいえ、まさか魔導書グリモアくらいは読んでますよねえ。そこに書いてありませんでしたか。グレモリーは過去や未来、財宝の在あり処かを教える。そして、女性の愛を与える力を持つ、と。つまり、あなたの願いは専門外なんですよ」

　言いながらマルコシアスはティースプーンでソナを指した挙げ句、馬ば鹿かにするようにそれを上下に振ふってみせる。ソナは言葉を失ってモールチェを見上げた。

　モールチェはソナの顔を見て頷うなずきながら、至って真ま面じ目めに言ってのけた。

「そう、普通は恋愛関係が多いのよ。世界一の美女を我わが物ものにしたいとか、ファム・ファタルと身を滅ほろぼす恋こいがしたいとか、王の寵ちよう姫きをオトしたいとか、親友の恋こい人びとを奪いたいとか……あとはどういうのがあったかしら？」

（ちょっと待て、何だそれ。え、本気で言ってる……？）

　思いながらソナは驚いた顔をするのが精いっぱいだった。

　美女にファム・ファタルに王の寵姫その他。興味が全くなくはないが、確実に自分と無む縁えんである単語たちに眩暈めまいがする。

（つまり、僕ぼくは、ニーナを助けてもらうために恋愛関係専門の魔神を呼んだのか……？）

　そもそもグレモリーが召喚できたのは幸運なるイレギュラーなので、意図とは関わりなしに状況が進んで行ってしまっている部分もあった。しかし、思い描いていた展開とここまでズレていたのかとソナは愕がく然ぜんとする。

（いや、魔導書グリモアに書いてあるにはあったけど。だって、魔神って万ばん能のうじゃないのか。願いの分業制が成立しているとか、役所でもあるまいに。ああ、もう……代だい替がわりといい、なんでこう変に実際的なんだよ）

　どうにか落ち着こうと紅茶に口をつけ、舌先をやけどする。

　そんなソナを放置したまま、魔神二人は容赦なく話を進めていった。

「あとは幼おさな馴な染じみと恋こい仲なかになりたいとか敵国の姫ひめと添そい遂とげたいとか、そんなもんですね」

　モールチェに水を向けられたマルコシアスがお得意の無表情で応じる。色恋など馬鹿にしそうな性格のくせに律りち儀ぎに答えているのがおかしかった。

「……あったわね、幼馴染み。可愛い恋かと思ったら、この上なくドロドロだったわ」

　言いながら思い出したのかモールチェは苦い顔をする。随分と嫌な思い出らしく眉間にしわが寄っていた。やれやれと首を振った後、気を取り直したようにソナを見る。

「ソナ」

　まっすぐに視線を合わせてくるその眸にソナはどきりとした。

　大きな眸は、真しん剣けんな色を宿している。思えば、モールチェは最初にソナの願いを聞いた時からずっと真剣な顔をしていた。ほんわかとした笑顔の多い彼女のそんな顔は妙みように鮮あざやかな印象を残す。

「私は恋愛に関する願いばかりを聞いてきたから、誘拐された妹を助けてほしいっていう願いは初めてなの。でも、他ならぬ契けい約やくを結んだ召喚師の願いだもの。安心して頂戴、ちゃんとやり遂げるわ」

　モールチェの声は温かく、誠実さがにじんでいた。魔神だというのに、人間よりも人間らしい。薄桃色の唇は決意を示すようにきゅっと引き結ばれていた。
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　しかし、そんな言葉を受けながらもソナはうまく返事をすることができなかった。どうにか小さく頷いて、膝ひざに視線を落とす。

　どうしても心の底から安心することができなかったのである。

（恋愛関係専門の魔神だというならば、どこまでその力が通用するのだろう）

　失敗はできないのだと声には出さずにソナは呟く。あの子を、ニーナを取とり戻もどせなければ意味はないのだ。失敗したら最後、ニーナは捕とらわれたまま永遠に戻ってこない。それはどんなことよりも恐ろしいことだった。

　切れ長のアイスグリーンの眸も、ふわふわと柔やわらかい栗色の髪も、もう二度と見ることがない。耳に馴な染じんだアルトの声も、二度と聞くことはない。

　そう考えるだけで、指先が、冷えていく。

（失敗は、できない。絶対にできないんだ……）

　そんなふうにモールチェグレモリーに対するわずかな不信感を隠かくし切きれず黙だまったソナを、その時まで無表情で話の推移を見ていたマルコシアスが睨みつけた。

（何だ……？）

　突とつ然ぜん空間に滲にじみ出だした異様な怒ど気きに、うつむけた視線を上げて、ソナはマルコシアスを見た。しかし、見たものを認識できずに、瞬まばたきをする。

　険のある猫目はまなじりが裂さけそうにつり上がり、煙けむる睫まつ毛げの合間から絶対零れい度どの橙色がソナを睥へい睨げいしていた。左右に引っ張られて口元は奇くしくも笑みを刷はいたように歪ゆがんでいる。そこまで造作を歪めても悪人面にならないあたり、凄せい絶ぜつなまでの美形ぶりが恐ろしい。

（これ、殺気立ってないか）

　絶頂感あふれるマルコシアスの不ふ機き嫌げんにソナもさすがに怯ひるんだ。目を逸そらせないまま小さく息を呑む。

　やがて凶きよう悪あくな表情を保ったまま、マルコシアスは口を開いた。

「青ガキの、頭の悪い思い込みも大たい概がいにしてくださいよ。見ているだけで気分が悪い」

　優雅なくらいにゆっくりと紡がれた声には、底冷えするような軽けい蔑べつが籠こもっていた。少年のまだ低くなる兆きざしもない無む邪じや気きな声音が、ぞっとするほどの威い圧あつ感かんを発してくる。

　得体の知れないその迫はく力りよくに気け圧おされてソナは一瞬息が止まった。

（あ、青ガキ……ッ？）

　我に返り、聞き慣れないその言葉に絶句する。

　衝撃のあまり年下にガキと呼ばれた筋すじ違ちがいにも気づかなかった。

　ようやくじわじわと怒りを溜ため始はじめたソナを、マルコシアスは挑発の労も惜しむように冷めた声で切きり伏ふせた。

「どうせ色恋を司つかさどる魔神は甘あまくて手ぬるいとでも思っているんでしょう？　惰だ弱じやくなクズに侮あなどられるとは、知らないうちにグレモリーの威い信しんも堕おちたものだ。これからは思い上がったクズを見るたびに潰つぶせということなんですかね。死んでも治らないバカを殺してもこちらが何一つ得をしないので遠慮したいんですが。まあ、でもグレモリーこの人と違って私が名に冠かんするのは『慈悲』ではないので、そのクズっぷりをまた披ひ露ろうされたら骨折り損になっても仕方がないですね。羽虫クズを払うのも臣下の務めですし」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、ソナに向けている眸ひとみを半月の形に細めた。口角が引き上げられている唇と相まって、その表情は笑みを浮かべているかのようだった。

　その美しい造形と、醸かもす殺気の異様な差異は、見る者の意識を無条件に戦せん慄りつさせる。

　やがて、陶とう器きの白さの肌の中でそこだけほの赤く色づいた薄うすい唇をゆっくりと開き、マルコシアスは続きの言葉を紡つむぎだした。

「お願いしますよ、羽虫召喚師さん。私も下らない仕事にさく時間と手間は惜しい」

　次は、殺す。マルコシアスの表情はそう言っていた。橙色の眸の中で冷たく燃える矜きよう持じに、反はん駁ばくの言葉はソナの喉のど元もとでわだかまった。鳥とり肌はだが立つようなその威圧に、マルコシアスがなぜ怒っているのかを知る。

（僕がさっき、モールチェを侮ったからだ）

　思い返せば、モールチェは真しん摯しに契約を守っていた。

　召しよう喚かん師しの願いを尋ねるときの表情は真剣で、それが専門外だと分かった後も嫌な顔一つしなかった。決して、契約の拘こう束そく力りよくのせいで渋しぶ々しぶと耳を貸したという風情ではない。その瑠璃色の眸は、まっすぐにソナを捉とらえていた。

（それはお人ひと好よしだとか天然だからじゃない。力を持つ者の誠実さだ）

　契約を重んじるそれはグレモリーの品位であり、貴族の名に恥はじぬ本当の気高さだった。

　対する自分は何をしたのか、とソナは消えてしまいたい気持ちになる。願いを叶えたいばかりに、モールチェの誠意を踏みにじったのではなかったか。

　グレモリーの臣下にして侯こう爵しやくたるマルコシアスは、貴族に仕える貴族である。

　主人の品位を傷つける者は、すなわち、自らの品位を傷つける者に等しい。だから、ソナに噛みついたのだ。

　そこまで理解したところでソナは自己嫌けん悪おに苛さいなまれ、膝に視線を落とした。マルコシアスが追い打ちをかけるように忌いま々いましげな舌打ちをする。

　どんよりと暗く静まり返った部屋に、不意にどうにも呑のん気きな声が響いた。

「マルティー、綺き麗れいな子は怖こわい表情したらダメって前から言っているじゃない。その顔、本当に怖いのよ。舌打ちもダメ。ソナがトラウマになっちゃうわ」

「え……？」

　ソナが恐る恐る顔を上げると、モールチェがわずかに眉尻を下げた困り顔でマルコシアスをたしなめていた。ティーカップを持ち上げながら、言うことを聞かない臣下にため息を吐く。気まずげな顔をしたソナと目が合うと、少し気弱な笑みを浮かべて言った。

「全然言うこと聞いてくれないのだもの。頑がん固こで困っちゃうわ」

　それは見覚えのある、弟に舐められ切った姉のような笑顔だった。人ひと懐なつっこい柔らかな表情に、罪悪感に凝こり固かたまった心が溶とけていく。しかし、そこで安心するわけにはいかなかった。瑠璃色の丸い眸を瞬くモールチェについて大きな疑問が残っている。

（いやいや、どうしてそうなる。なんで怒らないんだ……？）

　ソナはモールチェのネジの飛び具合に呆あつ気けにとられた。

　見み損そこなったと睨まれるか、侮辱するなと怒ど鳴なりつけられるか、契約解除を警告されるか。そのどれかだと思っていたのに、彼女の反応は予想の斜ななめ上うえをぶっ飛んでいく。やっぱりさすがは天然だった。思考回路が計り知れない。

　マルコシアスが話の通じない主人に苛々と目を細めて言った。

「何を悠ゆう長ちように意味不明なことを言ってるんですか。そもそも貴女あなたも悪いんですよ。そうやって甘いせいでこういう度どし難がたいバカがつけあがるんです」

　バカと言われながらも、その言い分はもっともだとソナは思った。

　マルコシアスにしてみれば、甲か斐いがないのもいいところだ。当の主人がこれでは、何のためにわざわざソナに噛みついたのか分からない。

　最高に不機嫌な顔のマルコシアスに、モールチェはますます弱り切った調子で言った。

「あああ、もう。そういうことも言っちゃダメって前から言っているじゃない」

　ダメだったらダメなのよ、とよく分からない謎なぞの念ねん押おしをする。

　そして、ティーカップにミルクをたっぷり注そそぎ込こんでマイペースを見せつけると、緊張感に欠けた声で言った。

「ねえ、マルティー。ソナはね、召喚は初めてなのよ。不安なのは当然。色々分からないのも当然。地じ獄ごくにただ一人の慈悲の女公爵グレモリーがそんなことに怒ったりしたら名前を返上しなきゃいけなくなるわ。それに、ソナは私と契約した暫ざん定てい最年少の召喚師よ。少しくらい贔ひい屓きしてあげたいじゃない。なんだか弟みたいなのだもの」

　その言葉を聞いたソナはぽかんと口を開けた。

　おおよそ地獄の公爵が契約を交かわした相手に対して考えることではない。

（そんなマシュマロみたいに甘くてふにゃふにゃの理屈が通ると思っているのか）

　かばわれているにもかかわらず、品よく紅茶に口を付けるモールチェにそれでいいのかと突っ込みたくなった。

「少しは公爵の自覚を持ってくださいよ。貴女がそんなだからこういうバカがひっきりなしに湧いてくるんですよ。潰しても潰してもきりがない」

　怒鳴るのを我が慢まんしたらしい物ぶつ騒そうな声でマルコシアスが言った。モールチェを見つめる白磁の顔には見事な青筋が立っている。追い打ちをかけるようにして、マルコシアスの手元にある紅茶が沸ふつ騰とうでもするかのように波打ち出した。カップの縁ふちぎりぎりの水位を保ちながら、今にも零こぼれそうに荒あらぶる。

（え、触さわってもいないのに……？）

　物理現象を伴ともなった少年魔ま神じんの苛いら立だちオーラに、ソナは背筋が寒くなった。

　部屋の空気がマルコシアスの絶大なる苛立ちにぴりつき始めるなか、ティーカップを置いたモールチェがけろりとした顔で言った。

「でも、マルティー。ソナは妹さんが心配で余裕がなかっただけでしょう。そんなに心配しなくても、相手が本当に無礼だったら私だってちゃんと怒っているわよ。危険なことだって見み抜ぬけるし」

　公爵の自覚などどこ吹く風の佇まいだった。

（なんでこの人はこんなふうなんだよ……）

　その能天気な調子にソナは胸を押おさえた。マルコシアスの細い忍にん耐たいの糸をなぜそんなにのほほんと引き千切れるのか。天然とは怖いもの知らずの別べつ称しようであったことを今はじめて知る。

　その時、ジュワッ、と液体が沸騰するような音が響いた。

「うわ……っ」

　何事かと目を上げて、ソナは絶句した。マルコシアスのカップから、ダージリン色の水柱が派手に噴き上がっていた。その紅茶だったらしい液体は天てん井じようすれすれまで伸び上がり、照明にきらきらと輝く。無数の水玉が水柱を取り巻いて虚こ空くうに躍おどった。

（紅茶がっ、カップから噴いてる……っ！）

　ソナは反射的に椅い子すを引き、危あやうく背中から椅子ごと倒たおれそうになった。カップと虚空とを交こう互ごに見遣り、前衛的なオブジェのごとき水柱に言葉を失う。昇のぼり竜りゆうを彷ほう彿ふつとさせる、躍やく動どう感かんあふれる流水演武が目の前で展開された。

　やがて、ダージリンは一滴てきの雫しずくも散らすことなく元のカップに納まった。

　手元を一いつ顧こだにしないマルコシアスの秀しゆう麗れいな顔は、お得意の無表情をそこだけ被かぶり損そこねたらしく口元が引きつっている。アプリコットのマカロンを持ってきょとんとしているモールチェを見遣って、彼は怒りのあまりに抑揚の消えた声をぞろりと漏らした。

「……貴女に、危機感を期待したのが間ま違ちがいでした。いいでしょう。これについてはもう好きにしてください。のさばるバカは、これからは完全にこちらの裁量で潰します」

（恐きよう怖ふ政治だ……！）

　あたかも護国ロード・プ卿ロテクターのごとき宣告をするマルコシアスに、民たみ草くさたるソナはがくがくと震ふるえた。次にバカをやったと見なされた瞬しゆん間かんにそれこそ潰されてしまう。

　マルコシアス護国卿の過激な専制宣言に、モールチェ女王陛下はきょとんとしたまま小首を傾げた。とりあえずマカロンを皿に置いて、臣下の言葉の真意を理解しようと瞬きを繰り返す。しばらくしてから、はたと気づいたように言った。

「マルティー、潰すとか言ったらダメよ」

（また、それか……っ）

　どうしようもなくズレたその言葉に、ソナは何だか泣きそうになりながらモールチェの顔を見つめた。

　くるんと巻かれた赤い髪、桜色の肌に大きな瑠璃色の眸。目の前にいるのは、今日はペールグリーンのミニドレスをお召めしになっている十七歳さいの可愛いお嬢じようさんだ。

　そして、そんな姿に顕けん現げんするのは、震えのくる魔神の威い厳げんなどではなく無敵の天然根こん性じようであった。どんなに言葉を尽つくしても、はたまた紅茶が勝手に噴き上がるような苛立ちを突きつけても、すべては大宇宙の理ことわりのごとく「ダメったらダメよぉ」に帰結してしまう。

（うわあ。なんかそれ、すごく怖い……）

　ソナが感じたことのない恐怖におののき始めた横で、マルコシアスは限界を超ちよう越えつした苛立ちで麗うるわしのかんばせを燦さん然ぜんと染め上げた。おもむろに視線を動かしてソナを睨む。切れ上がった猫ねこ目めが殺気立ってぎらぎらと光っていた。

（僕のせいじゃないだろ……）

　お前のせいでこうなったと言わんばかりの表情にソナはぐったりとする。

　確かに事の発ほつ端たんはグレモリーの力を侮った自分にあるかもしれないが、状じよう況きようがこうなったのはモールチェの天然のせい以外の何物でもない。不ふ可か抗こう力りよくだ。そんなに睨まれても困る。

　黄緑のティーポットを隔へだててじろじろと視線を交わし合う（実のところソナが一方的に睨まれていただけなのだが）マルコシアスとソナに、おもむろにモールチェが言った。

「それより、ソナの妹さんのことを話しましょう。さっきから脱だつ線せんし過ぎよ、私たち」

　ナプキンでそっと口元を押さえ、指先も綺麗に拭ぬぐう。マカロンもすべて食べ終えて、彼かの女じよはようやく本格的に話を聞く態勢に入っていた。大きな眸をぱちぱちと瞬く。

「……貴女が、それを言いますか」

　話をややこしくした張本人のモールチェに脱線などと言われたことで、マルコシアスは苛立ちのメーターが振り切れたらしい。白磁の顔が不ふ穏おんな影かげにじわじわと侵しん食しよくされていた。

　マルコシアスの隣となりに座すわっているソナは命の危機を感じ始めた。怒りのオーラが肌に刺さってくる気がする。

　しかし、天然気質の公爵様は全くその影えい響きようを受けていないようだった。主従関係であるからこういう状況にも慣れているのかもしれない。

　そして彼女は、あろうことか、けろりとした顔をして口を開いた。

「そういえば、あの紅茶の噴ふん水すい。あんまり面おも白しろくないからやめたほうがいいわよ、マルティー」

　モールチェがそう言った瞬間、ソナはぷっつんと何かが切れる音が聞こえた気がした。どこから聞こえたかは言わずもがなだ。暗黒のオーラを放射するマルコシアスの顔が怖くて見られない。

　このしわよせも全部こちらにくるのだと思うと眩暈がしそうだった。

「さあ、ソナ。遠慮なく話して頂戴」

　最強の苛立ちと無敵の天然が壮そう絶ぜつな戦いを繰り広げるなか、モールチェがにっこりと笑って言った。隣ではマルコシアスが人を殺せそうな目をしてソナを睨んでいる。

　ソナは状況の過激さに参ってきた神経を奮い立たせるようにして口を開いた。

「妹が――ニーナが、ハンバート・ブーランという魔ま術じゆつ師しに誘拐されたんです」
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　地獄からやってきた魔神二人に、何から話していいか分からなかったソナは思いつくままに、自分を取り巻く環かん境きようとニーナについて喋しやべり始はじめた。

　ソナが暮らすセント・リーヴル王国は、小国ながらヨーロッパ大陸有数の長い歴史を持つ国だった。そして、その長い歴史の五分の一ほどの間を鎖さ国こく気味なままで経へてきたために、他国に類を見ない奇き天て烈れつな文化が伝統として未いまだに残っていた。

　その一つが、「魔術マギア」である。

　セント・リーヴル王国では、昔から魔術マギアの存在が信じられてきた。その信しん仰こうは至って真面目なものであり、三百年前までは王を補ほ佐さする魔術師の役職が公的に存在したほどである。

　とはいえ、折しもイギリスでは新時代の動力源である蒸気機関が使われ始めた時分である。ヨーロッパ大陸の片かた隅すみの、時流に取り残されがちな小国でも、魔術マギアの実用性はすでに信じられなくなって久しかった。

　過去の遺物になるはずだった魔術マギアはしかし、捨て去られはしなかった。

　膨ぼう大だいな数が現存する魔術マギアの文ぶん献けんは、その全すべてがリーヴル古リンガ・クラシ典言語群カ・リーヴルという自国原産の数種の古典言語で記されていた。すでに話されることのない、古い学術言語に価値を見いだしたセント・リーヴル王国は、その研究者に論文の褒ほう賞しようとして生計を立てられるだけの金額を与えて厚こう遇ぐうした。

　こうしてセント・リーヴル王国で魔術マギアは民俗学フオークロアの研究分野として生き残ったのである。

　ソナの父親であるエリファス・スタリーも古典語クラシカの研究者であり、高名とまではいかないもののそれなりに名の知れた学者であった。ゆえに暮らしぶりは安定していて、ソナは幼い頃ころから金銭的な不自由を感じたことはなかった。

　ニーナは、研究のせいで家を空けることが多かったエリファスが、ソナが五歳になった時に家に連れてきた少女であった。そのため、ソナと血の繋つながりはない。

　エリファスがニーナを連れてきた時、すでにソナの母親は病びよう没ぼつしていた。

　母親はおらず、父親は家を空けがちな上に研究に没ぼつ頭とうしてろくに構ってくれない。

　そんな状態で日々を寂さびしく過ごしていた幼いソナは、新しくできた二歳年下の妹とすぐに仲良くなった。

　ニーナと初めて会った時、ソナは幼いながらに驚おどろいた。

　新しくできた小さな妹は、まるで絵本に出てくる妖よう精せいのようだった。

　その切れ長の眸は、ミントのソーダのように淡あわく透すき通とおった緑色をしていた。髪は緩ゆるいウェーブのかかった栗くり色いろで、見た目通りにふわふわと柔らかだった。

　繊せん細さいに整った目鼻立ちは涼すずやかで、実際整い過ぎの感すらあったが、花びらを据すえ置おいたような桃もも色いろの唇くちびるがそこに可か憐れんさを足していた。

　そんな儚はかなげにさえ見えるニーナは、見た目に反して物もの怖おじしない勝ち気な少女であった。幼少期から少し内向的だったソナとは正反対の性格であったと言っていい。

　しかし、その正反対が上う手まく働いて兄きよう妹だい仲なかはいつも良かった。

　ニーナに至っては少々ブラコン気味だったとも言える。どこへ行くにも兄の後を子ガモのように付いていく。お兄ちゃんお兄ちゃんと何をするにもソナを呼ぶので、兄心を刺し激げきされたソナはついつい必要以上に世話を焼いた。

　ソナが十二歳になった頃から、エリファスは長く家に帰らないことが増えた。仕送りだけは来るのだが、居場所が定まらないため手紙も書けない。

　結果的に、ソナとニーナは、肩かたを寄せ合うようにして二人きりで暮らすことになった。子供の二人暮らしに困ることも辛いこともあるにはあったが、父親の仕送りはそれなりの額だったし、遠方に住んでいる叔父おじも多た忙ぼうの合間を縫って様子を見に来てくれた。

　――ほんの少し不安は残るものの、それなりに満ち足りた平和な日常。

　そんな生活に変化が訪おとずれたのは、ソナがグラマー・スクールに通い始めてからだった。

　近所の学校で一通りの基き礎そ教育を終えたソナが、高等教育機関であるグラマー・スクールに通うことを決めた理由は二つあった。

　エリファスの集めた古典語クラシカの研究書を読むようになっていたソナは、十三の時に初めて書いた論文で褒ほう賞しよう金きんを得た。国立の専門教育機関でその才能を伸のばしたかったというのが、まず一つ目の理由である。

　そして、もう一つ、本命と言ってもいい理由があった。

　それは、幼い頃に見た「謎の本」の正体を突つき止とめるためという理由であった。

　ソナがその本を見つけたのは、ようやく物心もつくかという三、四歳――ニーナがまだ家に来ていない頃だった。

　――その日、エリファスが出かけた隙すきをついて幼いソナは書しよ斎さいに入り込んでいた。

　研究者である父親の書斎は四方の壁かべが無数の書物に覆おおい尽つくされ、まるで異空間のようであった。面白いほどに色とりどりの背表紙に囲まれてはしゃいでいたソナは、そんな中でも一ひと際きわ異い彩さいを放つ赤い本に手を伸ばした。

　書き物机の上に置かれたその本は、赤い革張りの豪ごう華かな装そう丁ていをしていた。

　いかにも手て触ざわりの良さそうな赤い表紙に惹ひかれ、分厚い本を手に取ったソナは中を開いて驚いた。立派な装丁に反して、そのページは全て真っ白だったのである。その先をいくらめくっても白紙のページが続くばかりだった。

　ページに何も書いていない本など聞いたこともない。

　首をひねり、全ページを確かく認にんしようとしたソナはしかし、勢い余って紙の角で指先を切ってしまった。そして幼いソナが痛みに泣きべそをかく間に、傷口に膨ふくれ上あがった血の玉はするりと指先を滑すべって本の真っ白なページに垂れた。

　その瞬間である。ページにソナの血が染しみこむや否いなや、白紙だった紙面に赤く輝く文字が現れた。

　現れた赤い文字列は瞬またたく間まにびっしりとページを埋うめ尽つくし、燦然と光った。ソナに何かを呼びかけるかのごとくその光を揺らめかせる。

　その奇き妙みような光景にソナはあらんかぎりの悲鳴を上げた。普ふ段だん泣くことも少ない大人しいソナの凄すさまじい悲鳴に、丁度家に帰ってきていたエリファスが書斎まで飛んできた。

「――――先祖返り、か」

　玄げん関かんから駆かけつけたエリファスは状況を見て取ると、難しい顔でそう言ってソナを書斎から追い出した。しばらくの入室禁止が申もうし渡わたされ、ソナは途と方ほうに暮れてドアの前に立っていた。赤く光る謎の文字列と、先祖返りという言葉が小さな頭の中をぐるぐると巡めぐっていた。

　結局、事が治まってからもエリファスはソナに一言も説明をしてくれることはなかった。食い下がろうにもソナは幼すぎたし、丁度ニーナが家に連れてこられたのと時期が重なったこともあり、謎の赤い本についてはうやむやなままになった。

　しかし、ソナは謎の赤い本を忘れ去りはしなかった。一度読んだものを二度と忘れない優ゆう秀しゆうな脳内には、赤く光る文字列の記き憶おくがしっかりと残っていたのである。

　おかしなことに、十三歳になり論文を書けるほどに古典語クラシカに精通しても、ソナはその赤く光る文字列を解読できるようにはならなかった。たいていの文献は読めたというのに、記憶に残るそれだけが読めないのである。そこから、ソナは赤く光った文字列を構成していたのは未み確かく認にんの古典語クラシカではないかと踏ふんでいた。

　国立専門教育機関グラマー・スクールでならばその正体を突き止めることができるかもしれない。

　その探究心がグラマー・スクールへ通う一番の理由となったのであった。
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「グラマー・スクール……」

　その言葉を口にしたソナは唇を噛かんだ。自己嫌悪が意識の底から湧き上がってきた。ニーナの失しつ踪そうの遠因もそこに繋がっている。そんなところに行こうと思わなければ、そして、自分がもっと強ければ、こんなことは起こらなかった。

「……ソナ？」

　途と切ぎれてしまった話に、聞いていたモールチェが心配そうに目を上げる。

　ソナが白くなるほどきつく唇を噛んでいるのを見遣ると、彼女はポットを手に取って空になっていたソナのティーカップにアールグレイを注ぎ込んだ。ついでに、角砂糖を十個とミルクをたっぷり投入し、ぐるぐると混ぜる。

「ほら、これを飲んで」

　ソナは特に紅茶を飲みたい気分でもなかったが、もう拒きよ否ひする気力もなかった。瑠る璃り色いろの眸に促うながされるままに、差し出された特製ミルクティーを何も考えずにあおる。

「……うえ、甘っ」

　途と端たん、歯に沁しみるような強きよう烈れつな甘さにソナは思わず呻うめいた。

「そんな劇物、よく飲めますね」

　一部始終を見ていたマルコシアスが、眉まゆをひそめて言った。言外にバカにしているのは明らかであった。呆あきれた顔でダージリンを飲んでいるのを見ると怒いかりすら湧いてくる。

（分かってたなら何で言わないんだよ）

　ソナは戻ってくる後味に耐たえかねて口を押さえた。モールチェは毎回こんな物を飲んでいるのかと気が遠くなったが、思い返せば彼女はマルコシアスがティーカップに注いだアールグレイにミルクだけを足した物を飲んでいた。

（じゃあ、なんでわざわざこんなに砂糖入れたんだ……）

　ソナが意図をはかりかねて見つめると、モールチェはいたずらっぽく笑ってみせた。薄桃色の唇を指先でつつきながら言う。

「ショック療りよう法ほうよ。あと、そんなにきつく噛んでいたら唇切れちゃうもの」

　軽くそう言われてソナはぽかんとした。モールチェはそんなソナを見て、また面白そうにころころと笑う。余分に用意してあったティーカップを手に取ると今度はアールグレイだけを注ぎ、お口直し、と言ってソナの前に置いた。

　そしてソナがどうにか劇物ミルクティーのダメージから回復したのを見て取ると、わずかに真剣さを含ふくんだ調子で穏おだやかに言葉を紡いだ。

「あのね、ソナは少し考え過ぎよ。辛つらい思いは一人で抱かかえ込こむと身動きが取れなくなるわ。特に後こう悔かいは重いでしょう？」

　瑠璃色の眸は優やさしげな色を宿してゆっくりと瞬く。モールチェは一旦言葉を切ってソナの目を見つめると、話に追いついていることを確認して続けた。

「だから、私たちがいるでしょうって言いたかったの。ソナは召しよう喚かん契けい約やくを結んだのだから、何でも自分一人だけのこととして考えたらダメよ。後悔で動けなくなりそうだったら私たちを見て。これからは何でも一いつ緒しよに考えましょう」

　胸むな元もとに手を置いたモールチェは決然とした表情をしていた。

　まなじりはきりりとしていたが、可憐な顔立ちが作る表情はどうやっても柔らかく、勇ゆう猛もうや屈くつ強きようとは程ほど遠とおい。白はく刃じんのような鋭するどさや戦車のような破は壊かい力りよくは彼女にはなかった。

　しかし、その代わりにしなやかな強さが秘ひめられていることをソナは知った。

　モールチェは心しん配ぱい性しようで優しくはあっても、弱々しいものを愛あい玩がんするように甘やかしはしない。彼女から差し出される手はソナを可か哀わいそうと撫なでるためのものではなく、崖がけ下したから引っ張り上げるためのものだった。

　地獄の公爵グレモリーは、甘くて柔らかいだけのマシュマロのような姫ひめ君ぎみとは違ちがうのだ。

（こんな人、いるんだ……）

　可憐でありながらに凛りんとしたモールチェの顔を見つめて、ソナは思った。

　――私たちがいるでしょうって言いたかったの。

　言葉の波は紋もんがじわじわと広がり、喉のどの奥おくがほの温かくなる。

　放っておくと何か口走ってしまいそうで、ソナは思わずそっと唇を噛んだ。警けい戒かいで凝り固まった心のうちにするりと侵しん入にゆうされるような感覚に、少しモールチェが怖くなる。

　その言葉はあまりに自然で、お前に何が分かる、と言う暇ひまさえなかったのだ。きらきら光る瑠璃色の眸は、その不思議な力で、ソナのささくれた思いを有う無むを言わさずに溶かしてしまう。

「ほら、また」

　モールチェがきゅっと目を細めて、唇を指す。真剣な顔はそこで呆気なく崩くずれ、マカロンに目がない十七歳相応の少女の顔に戻ってしまう。

　薄うつすらと痛む唇を拭って、ソナはもう一度口を開いた。意識に巣くう自己嫌悪は未だ消えないものの、紡ぎ出す言葉はもうわだかまって喉に詰つまることもなかった。
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　グラマー・スクールは、ソナが思おもい描えがいていたような場所ではなかった。

　古典語クラシカの研究者になれば厚遇が受けられるセント・リーヴル王国において、国立専門グラマー・教育機関スクールはエリートを目指す若者が互たがいを蹴け落おとし合あう場に他ならなかったのである。

　陰いん鬱うつな灰色をした巨きよ大だいな校舎には、野心のかたまりのような学生たちが集っていた。

　彼かれらは才能を認められているソナにバカとは言わない代わりに、一挙手一投足を見張ってあら探しをした。少しでも変わった点を見つければ、すぐさま「変人」とレッテルを貼る。入学するときに抱いだいていた期待はすぐに後悔に変わった。粘ねばりつくような敵意が充じゆう満まんした学校生活は息苦しく辛いものでしかなかった。

　幸い、飛び級が認められ、その息苦しさを長く味わわずにはすんだ。

　しかし、疎うとましげな視線に囲まれ、嫉しつ妬との毒を吐はかれ続つづけた記憶は、ソナの心にしっかりと人間不信を植えつけた。

　グラマー・スクールを卒業した後、ソナは書斎に籠もりがちになった。外出することはほとんどなくなり、研究と読書に没頭してニーナを構ってやることも少なくなった。

　価値観を否定され、性格をけなされたソナに残ったのは、古典語クラシカの才能だけだった。

　唯ゆい一いつ残されたそれにすがるように、ソナはがむしゃらに古典語クラシカの研究に打ち込んだ。生来の才能と、そして努力の甲斐もあって、次々と上げた論文はどれも高く評価された。

　皮肉なことに、評価をされればされるほどソナ・ス新進気鋭のタリー天才研究者の名は実際の自分と乖かい離りしていった。

　呼ばれるその名は、書斎に引きこもる自分を見てはいなかった。自分が古典語クラシカだけの空っぽの存在になったようで苦しかったが、古典語クラシカを手放せば生きている意味さえ見失う気がした。

　考えるほどに、意識が、思考が、どんどんばらばらになってしまう。砂を噛むような心地で毎日を過ごすソナには、自分の外に目を向ける余よ裕ゆうがなかった。

　だから、ニーナが心配そうに自分を見ていたことなど気づかなかった。

　書斎に二人分の飲み物を持ったニーナがやってきても、本に突つっ伏ぷして寝ねているところをらしくない気き遣づかわしげな声で起こされても、明るく勝ち気で笑え顔がおが似合うはずのニーナが不安な顔をしていることにさえ気づかなかったのである。

　いなくなってしまった日のニーナの言葉を、ソナはよく覚えていない。

　友達と街で買い物をしてくると彼女は言わなかっただろうか。でも、何度思い返してみてもその友達の名前が出てこなかった。街のどこへ行ったのか。何を買いに行ったのか。何時に帰ると言ったのか。……何も、思い出せないのだ。

　その日も窓辺の薄はく暮ぼに、ソナは一日が終わりかけていることに気づいた。

　書斎に閉じこもるようになってから時間の経過はひどく曖あい昧まいで緩かん慢まんで、物事はすべて自分に関係ないかのようだった。たとえそれがニーナのことであっても例外ではありえなかったのだ。

　夕暮れが宵よい闇やみに変わり、とっぷりとした夜闇になって、作ったシチューが火の消えた鍋なべのなかで冷え切って。それでもニーナの声が聞こえてこない。

　ぞくりとしたのはそのときになってからだった。

　ドアを蹴け破やぶる勢いで外に出てソナは走った。深々と夜が更ふけていくなか、道々でニーナのことを尋たずねて回った。そして、何人もの話を聞くうちに、ディアボルース山の青あお髭ひげ――ハンバート・ブーランの名が出てきた。


＊



「そのハンバート・ブーランというのは何者ですか？」

　ようやく核かく心しんに近づいてきた話に目を細め、マルコシアスが言った。モールチェと違い、その橙だいだい色いろの眸はソナへの感情など微み塵じんも映していない。端たん整せいな無表情からは清すが々すがしいほどの無関心が窺うかがえた。

「バーミリアの南部にあるディアボルース山に居城を構える、魔術師です。三年前からバーミリアに住みつきました。青髭というのは呼び名で……」

　のしかかってくる後悔を払はらいのけ、沸騰しかける感情を抑おさえ込こんで、ソナは倒すべき敵について努めて冷静に説明をした。

　頷うなずきながら話を聞いていたモールチェが「青髭」という名前にピンときたらしく口を開く。

「もしかして美女を城に連れ去っていくの？　お嫁よめさんにして殺すのかしら……？」

　青髭とは市し井せいに流る布ふする童話の題名にして、その登場人物の名前だった。

　物語の筋立ては至って単純である。青色のあごひげを生やしていた男は、青髭と呼ばれて恐おそれられていた。大きな城に住むその男は過去に何人もの女をめとっていたが、その全てが行方ゆくえ不明になっていた。実は、青髭は殺さつ人じん狂きようであり、妻たちを殺していたのであった。物語では最後にめとった美人姉妹に正体を見み抜ぬかれて倒されてしまう。

　その残ざん酷こくさゆえに子供たちには好まれない、よくある「怖い童話」の一つである。

　魔神というのは人間界の童話も知っているものなのかとソナは少し驚いた。モールチェの言葉を多少訂てい正せいするように言う。

「美女じゃなくて……ハンバート・ブーランは、その、……少女を、連れ去るんです」

　自分で言いながら、ソナは背筋に悪お寒かんが走るのを感じた。

　ソナの家から馬車で四時間の距きよ離りにあるディアボルース山に住み着いた男は紛まぎれもない変態嗜し好こうの持ち主であった。麓ふもとの村では、片手では足りない数の少女が姿を消したという。ニーナがそんな奴やつに捕つかまっていると思うと気が気でなくなる。

「ああ、つまりロリコンなんですね」

　マルコシアスはティーカップを持ち上げながら、ソナには言いにくかった言葉をさらりと言った。見かけだけはあどけない十一歳の少年の口からその単語が出てくるさまには、なかなか破壊力がある。横ではモールチェが、まあ気持ち悪い、と顔をしかめていた。

「それで、その変態は強いんですか」

　御おん年とし十一歳の少年はロリコンだろうがなんだろうが構わないといった調子だった。そのブレない姿勢に一いつ瞬しゆん尊敬の念を抱きかけながらソナは答えた。

「一度、王都から討とう伐ばつ隊たいが出たんですけど、全ぜん滅めつしたんです。……全員が焼き殺されて」

　ソナは二年前のその惨さん劇げきをよく覚えていた。ディアボルース山の頂上にある、これ見よがしに大きな青髭の居城に乗り込んでいった百人の兵士たちは、一人として戻もどってくることはなかった。突とつ入にゆうの瞬間、遠目からでも分かるほどの巨大な青い円えん陣じんが上空に展開され、そこから打ち出された炎ほのおによってすべてが灰かい塵じんに帰したのである。

　――百人を焼き殺したその力は、何なのか。

　偶ぐう然ぜん落ちてきた雷かみなりを炎と見み間ま違ちがえたのだろうか。

　十八世紀後半、イギリスで蒸気機関が使われ始めた工業化の時分である。バーミリアの誰だれもが科学的に説明できない怪かい現げん象しように恐れをなした。王都から討伐隊が出ることは二度となかった。

　しかし、今は廃すたれし古典語クラシカの研究者であるソナにはその力の正体が分かっていた。

　リーヴル古リンガ・クラシ典言語群カ・リーヴルは民俗学フオークロアの一分野「魔術マギア」の文献に使われる古典言語である。無論、その研究者は人じん智ちを超こえた力については誰よりも詳くわしい。

　空に浮うかび上あがった青い円陣と、百人の兵士を焼き殺した炎。それはソナが研究に用いてきた文献の中にしか存在しないはずの魔術マギアの業わざだった。

　――ディアボルース山の青髭、ハンバート・ブーランは魔術師マグスである。

　それが分かった時から、ソナは父親の書斎で見つけた魔導書グリモアを使い、高等魔術テウルギアである召喚術の習得に乗り出した。地獄の魔神を呼び出す。それこそが古典語クラシカしか取とり柄えのない自分に残された唯一の方法だったのである。

「まあ、敵ではないと言うほど弱くはなくて良かったです。そんなことになったら無む駄だ足あしもいいところですからね」

　ソナの説明を聞き終えたマルコシアスは恐れるでもなく言った。紅茶ダージリンにも飽あきたのかティーカップに口をつけるでもなくスプーンを指先でもてあそんでいる。

（ハンバートデイアボルー・ブーランス山の青髭だって人間だ。魔神には敵かなわないに決まってる……）

　ソナはその余裕のある言葉にはとりあえず安心したが、何となく落ち着かない気分でいた。魔神としては当然の反応なのかもしれないが、銀ぎん髪ぱつの華きや奢しやな少年がそう言うのにはやはり違い和わ感かんがある。なにしろ手首などはニーナよりも細そうなのだ。

「戦せん闘とうはマルティーの十八番おはこだもの。これで、安心ね」

　隣でモールチェが胸を撫で下ろしたように言う。

　その言葉にはマルコシアスへの絶対の信しん頼らいが感じられた。十一歳の臣下を最強と信じているらしい瑠璃色の眸ひとみには不安が見当たらない。

　グレモリーがそう言うからにはマルコシアスは確かに強いのだろう。ソナは、グレモリーの品位を守るために凄すごまれたことと紅茶噴水事件を思い出しながら、自分を納なつ得とくさせた。

（この天てん井じよう知しらずの生意気さだって、誰にも鼻っ柱を折られたことがないという強さの証あかしかもしれないしな）

　多少恨うらみがましくそんなことを思いながら、アールグレイで喉を湿しめす。

「ただ、ニーナ人質がいるというところが気になりますね」

　モールチェとソナ、どちらの思いも気にすることなく、マルコシアスは飄ひよう々ひようと言った。

　無機質の鮮あざやかさを湛たたえた橙色の猫目は、戦闘をシミュレートするように虚空を眺ながめていた。そして不意に、もてあそんでいたスプーンでソナを指すと無造作に口を開く。

「ああ、あなた自分の身は自分で守ってくださいよ。私はこの人だけで手て一いつ杯ぱいなんで」

「え……っ」

　出てきた言葉は死し刑けい宣告にも等しかった。ソナは、百人の兵士を塵ちりにした魔術師と対たい峙じする自分の姿を思い描き、とりあえず言葉を失った。

「それは無む茶ちやよ、マルティー」

　瑠璃色の眸を丸くして、モールチェがすぐさま言った。ないないと手を振ふる。

　その言い方は軽く、あっさりとしていて、他意がないのは明らかだった。しかし、ソナのプライドは少しばかり傷ついた。

（「弱いから」って言われてるようなものだよな、これ……）

　事実ではある。しかし、だからといって何もできないようなことにされるのは本意ではない。ソナは何やらもやもやした思いを抱えて、眉まゆ根ねを寄せる。

「別に、そのまま変態魔術師ロリコンの前に放ほうり出だすつもりはないですよ。そんなことをして死んだら貴女の召喚契約が果たせないでしょう。だから、鍛えてやるって言ってるんですよ。――ねえ、ひ弱な羽虫召喚師さん？」

　ソナを心配するモールチェを軽くいなして、マルコシアスは言った。ほの赤い唇がにやりと挑ちよう発はつ的てきな笑えみを刷く。細工物のような造作は興がるような表情を浮かべていた。

（……なんだよ、それ）

　ソナは展開についていけず、瞬まばたきをした。どこか捕ほ食しよく動物じみたマルコシアスの眸に不安を覚える。解説を求めて思わずモールチェを見た。

　そんなソナの不安が通じたのか、目くばせをしながらモールチェは口を開いた。

「ちょっと、マルティー。それ、どこでやるの？」

（いや、そこじゃないだろ）

　ピントのズレたモールチェの言葉に、ソナは額に手を当てた。果たしてここで考えなくてはいけないのは場所の問題なのか。無敵の天然気質はいかんなくその力を発揮している。

　そして、ソナが突っ込むタイミングを逸いつしたせいで話はそのまま進んでいた。

「王宮ですかね。闘とう技ぎ場じようがありますから」

　場所を問われたマルコシアスがさらりと答える。モールチェのせいで目立たないが、マルコシアスの無む軌き道どうっぷりもなかなかのものであった。

　それは一体どこの王宮なのか。大体、闘技場で何をするつもりなのか。嫌いやな予感がしてきたソナがそう問う間もなく、モールチェが言う。

「そうね。それなら安心。私、ここでやるつもりなのかと思ったわ」

　疑問が解決したらしく、ほっと息を吐く。そしてソナに向き直ると、モールチェは小さくこぶしを握にぎり力強く言った。

「じゃあ、ソナ。明日は魔王宮殿パレスの闘技場に行くわよ。一刻も早くニーナちゃんを助けなくちゃ。絶対に長引かせるわけにはいかないわ。これは短期決戦よ。修しゆ業ぎよう、頑がん張ばりましょうね。魔術師の城への潜せん入にゆう作戦は私がちゃんと練っておくから任せて頂ちよう戴だい」

　――一刻も早くニーナちゃんを助けなくちゃ。

　その言葉に不意を突かれて、ソナは心臓が大きく脈打つのを感じた。

　モールチェの瑠璃色の眸には、会ったこともないニーナへの思いが確かに籠こもっていた。きらきらと宝石のように光るその眸には決意と誠意が息づいている。伝わってくるのは同情ではなく、同じ立場に立った者の強い共感だった。紛れもない味方の存在に、ソナは驚くほど心強い気分になる。

　しかし、一つだけどうしても引っかかることがあった。

　頭の片隅で存在感を増し続けるその疑問をソナは恐る恐る吐き出した。

「あの、魔王宮殿ってどこにあるんですか……？」

　ここまできてしまったら、修業はもう仕方がないような気がした。何をするのか分からないが、最低限死ななければもうどうでもいい。それより何より場所が気になった。薄うす々うすどころかもう知っているも同然だったが、予想が外れているという一いち縷るの可能性を信じてみる。

　緊きん張ちようの面おも持もちで返答を待つソナを、鼻で笑うようにマルコシアスが言った。

「そんなの、地じ獄ごく以外のどこだっていうんですか」

（やっぱり、そうか……）

　生きている人間が地獄に行ったことってあるのだろうか。感覚が麻ま痺ひしたソナは半ば他ひ人と事ごとのようにそう考えていた。人類の快挙と言えなくもないなあ、と現実逃とう避ひ気味に思う。

　こうして打だ倒とうハンバート・ブーランのための修業、もとい、ソナの地獄行きがあっさりと決定したのであった。







３、地獄ワンダーランド







　なんでこんなもので地獄に行けてしまうんだろう。

　自宅の壁と向き合ったソナはその疑問を早々に封ふう印いんした。それを考え始めたが最後、この状況に対して似たような疑問が次々と噴出してきてしまうのは明らかだった。そんなことになればきりがない。

　魔術マギアを学びだした時点で神や奇き跡せきは存在することになっているのである。

「空間直結穴トンネルを抜ければはね、バアルおじさまが作っている魔ま道どう具ぐなのよ」

　モールチェによれば、ソナの家の壁に出現することとなった謎なぞのドアノブは、地獄ではそれなりに一いつ般ぱん的てきなアイテムらしい。マルコシアスが退たい屈くつそうに見ている横でモールチェは喜々としてソナに説明をしていた。

「このドアノブを目的地と現在地に付けておけば空間を繋ぐことができるの。今回はソナの家の壁と、魔王宮殿パレスの門を繋いだのよ。空間直結穴トンネルを抜ければは、制限があって高位にしか使えないけれど、異世界移動でも手続きがいらない優すぐれものなのよ」

　モールチェはなぜか今日、金糸の刺し繍しゆうがされた黒いベルベットの上着を着ていた。長い赤の髪かみはいつものようにサイドテールにしてあったが、頭には小さな金色の冠かんむりが載のっている。

　グレモリーの正装だ、とソナは気づいた。魔導書グリモアに記された通りの出いで立たちである。裾すその長い黒の上着は色の白さを際きわ立だたせるようだった。少し大人びて見える。

（王宮に行くからってことなのか）

　何とはなしにそう思いながら、ソナはふと気になったことをモールチェに尋ねた。

「あの、バアルおじさまって、もしかしてソロモン七十二柱の一人で、六十六の軍団を率いる大だい公こう爵しやくのバアルですか……？」

　もしそうならまたとんでもない高位魔ま神じんの助力を受けてしまったことになる。ソナは空そら恐おそろしい思いで、何の変へん哲てつもなく見える黒いドアノブを見つめた。

「まあ、ソナ。よく知っているわね」

　見事大正解だったらしく、モールチェが感心したように言った。

「バアルおじさまは、私の親友のリリィちゃんの後見人をしていて、そういう縁えんで親しくしてもらっているのよ。とても頼たよりになるおじさまなの」

（――いやいやいや。なんか知り合いのおじさんみたいに話してるけど、バアルって大公爵だぞ。かつては天空を総すべる嵐あらしの神だったとか、東方を支配する王だとか、魔神の真名を集めた禁書の持ち主だとか……）

　ソナはそこまで考えて、自分が大いなる前提を忘れていることに気づいた。

　そもそもモールチェ本人が地獄の公爵たるグレモリーなのである。そこから考えれば、付き合いのある相手が地獄の王おう侯こうクラスなのも当然だ。一応これも確かめておこうと口を開く。

「あの、リリィちゃんって……？」

　親友について訊きかれたモールチェはにこりと笑って答えた。

「現リリスよ。魔ま王おう妃ひね。フルネームだとリリアンヌ・エウデリーチェ・フィオレミナ。学校アカデミーの同期で、ルームメイトだったの。あ、リリィちゃんがリリスを継ついだのと私がグレモリーを継いだのは同じ年なのよ」

（まさかの魔王妃リリスだよ……リリィちゃんって呼び方、軽過ぎるだろ！　そもそも、グレモリーとリリスが通う学校ってどんなだ。同期とかルームメイトとか、なんかもう色々普ふ通つう過ぎて怖こわい）

　驚きで固まっているソナに、モールチェが指を振って付け加える。

「魔性の女リリスの称しよう号ごうに違たがわぬ美少女よ。自じ慢まんの親友なの」

　十七歳さいの公爵様は可憐に笑っている。……地獄には普通に学校が存在していて、同期でルームメイトの親友は魔王妃リリス。ギャップが大き過ぎてソナは頭が混乱してくる。

「良い、お友達をお持ちで……」

　やっとのことでそう言うと、隣となりで見ていたマルコシアスが舌打ちをした。

「ほら、もうごちゃごちゃ言ってないで行きますよ。短期決戦なんでしょうが」


＊



　こうして連れていかれた魔王宮殿は毒気を抜かれるほどに、ただの壮そう麗れいな宮きゆう殿でんだった。

　地獄の総本山という雰ふん囲い気きは微塵もない。王が住まうのにふさわしい豪華さと巨大さを備えているのみである。

　四頭立ての馬車を模した大きな噴ふん水すいにぽかんと口を開けてアプローチを抜け、白はく亜あの宮殿の中に入ると、磨みがきこまれたチェス盤ばんのような総大理石の床ゆかに深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれていた。天てん井じようには燦さん然ぜんと輝かがやく大小様々なシャンデリアが設しつらえられ、壁かべ際ぎわには艶なまめかしいサキュバスの彫ちよう像ぞうが飾かざられている。一部の隙もなく贅ぜいが尽つくされた佇たたずまいに、最も早はやため息しか出ない。

（本当に来ちゃったんだなあ……）

　魔王宮殿の広い広いエントランスホール。その別世界のような（実際にそうなのだが）雰囲気に、ソナはただひたすらに圧あつ倒とうされていた。はぐれないでくださいよ、とマルコシアスに容よう赦しやなく釘くぎを刺さされる。

　歩いていくと、エントランスホールの隅すみで調度の一部のように控ひかえていた燕えん尾び服ふくの男がモールチェの姿を認めて、うやうやしく礼をした。本物の執しつ事じを見たのが初めてだったソナは、思わずじっとその姿に見入ってしまった。

（いるところにはいるんだなあ。しかし、地獄の魔王宮殿の執事か……）

　ソナの一いつ般ぱん人じんらしい感かん慨がいをよそに、礼に答えてモールチェがのほほんとした調子で挨あい拶さつを返した。

「こんにちは、アブドゥバリエフさん。お邪じや魔まします。今日は、魔王閣下はお留守よね？」

　アブドゥバリエフ――何やら面めん倒どうくさい名前の執事はかしこまった顔でよどみなく答えた。

「グレモリー公爵様とマルコシアス侯こう爵しやく様、ようこそお越こしくださいました。ルシファー様はいらっしゃいますよ、お呼び致いたしましょうか？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、モールチェが表情を変えた。愕がく然ぜんとした顔で目を見開く。

「……うそ、でしょう。あ、ううん。何でもないの。呼ばなくて大だい丈じよう夫ぶよ！　本当に大丈夫だからお仕事に戻って頂戴」

　慌あわてたようにそう言ってアブドゥバリエフ氏をその場から遠ざけると、くるりと向き直ってマルコシアスに言った。

「マルティー！　すぐリリィちゃんを連れてきて！　いい？　すぐよ、すぐ！」

　緊きん急きゆう事態の発生に瑠璃色の眸を光らせるモールチェに、マルコシアスは即そく座ざに応じた。

「御ぎよ意い。可か及きゆう的てき速すみやかにお連れします」

（え、何だこの緊張感……）

　あの生意気なマルコシアスが珍めずらしく従順な言葉を口にした後、異様な早足で駆け去ったのを見て、都会に出てきた田舎いなか者ものよろしく呆ほうけていたソナは、ようやく何か異常事態が発生したことを悟さとった。

　そして訳が分からないままに、だだっ広いエントランスホールに立ち尽くしていると、モールチェがいきなりソナの背後に回り込んだ。

「ええええっ、何ですかどうしたんですか……っ」

　驚おどろいたソナが舌を噛まんばかりに問うと、モールチェは自分より背の高いソナにくっついて身を隠かくすようにしながら呻いた。

「今日は留守って言っていたのに、何でいるのよぅ……っ！」

　それは、いつも穏やかにのほほんと話すモールチェらしからぬ切せつ迫ぱくした口調だった。肩に添そえられた手に力がこもり、ソナは意味も分からないままどぎまぎする羽目になる。

「何が、いるんですか？」

　ふわりとしがみついてくるモールチェの微び妙みような体温に、速くなる心臓の鼓こ動どうを持て余しながらソナは問うた。温かな赤色の前まえ髪がみが首筋をくすぐってくるのが恐ろしかった。なにせ振り返れば可愛かわいらしいつむじしか見えないのである。

「……阿呆閣下が来るの。あの人、神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのよ。同じ空間に居合わせたら、ものの一分で絡からみに来るの。だからわざわざ留守の日を選んだのに」

　顔を隠すようにうつむけたまま苦り切った声でモールチェが言った。怖がっているというよりは嫌がっているようなその素そ振ぶりに、ソナは首を傾かしげた。

「ちょっと待ってください。阿呆閣下って誰ですか……？」

　問い返すと、すべてを諦あきらめた小声でモールチェは呟つぶやいた。

「アルバ・サハル・オルフェウス――現ルシファー魔王閣下、よ」

（――ルシファー？）

　言わずと知れた地獄の王の名にソナは思考が停止する。そして、丁度その時、目の前から声がした。

「――やっと来たか。待ちかねたぞ」

　噂うわさの魔王は本当に一分で襲しゆう来らいしてきた。逃にげ隠かくれする暇もない。足音すらしなかったのに至近距離から聞こえたその声にぞくりとする。モールチェがしがみつく肩かた口ぐちから視線を逸そらせないまま、ソナは背筋が冷えるのを感じた。

（地獄を総べる王が、目の前にいる……）

「一体私に何の御ご用ようですの？　魔王閣下」

　目の前を見られず固まるソナの視線の先で、モールチェがついに顔を上げて言った。

　瑠璃色の丸い眸は目の前にいる人物をキッと睨にらんでいる。ソナの肩をつかむ手にはますます力が入った。

「俺おれのことはアルバと呼べ、モールチェ。ハハ、用などと……これはまたつれないことを言うものだ。お前のその愛らしい声が聞こえたせいで、居ても立ってもいられずに誘さそい出だされてしまったというのに。焦こがれる俺の気持ちを知らないと言わせないぞ」

　つっけんどんなモールチェの言葉に答えたのは、軟なん派ぱに相手を誘う青年の低い声だった。言葉の内容も内容で、どうも地獄の最強と言うには色々と浮うわついた感じがする。

（このパターンってもしかして……）

　グレモリー、マルコシアス、と魔導書グリモアの説明に裏切られてきたソナは、この状じよう況きように既き視し感かんを覚えた。確か地獄には代替わりがあるのである。だからグレモリーは十七歳の女の子だし、マルコシアスは十一歳の子供だ。ならばルシファーはどうなのか。

　目を上げると、件くだんの魔王は白い開かい襟きんシャツに群ぐん青じようのタイを引っかけて、裏地が深緑の黒いローブをしどけなくまとっていた。

（ああ、なるほど。こうきたか……）

　免めん疫えきがついてきたのか、ソナは驚くよりも何やら感かん慨がい深ぶかい気持ちになった。

　目に前に立つ地獄の魔王ルシファー閣下は、二十五歳くらいの青年だった。

　それなりに高身長であるソナよりも、なお背は高いが、偉い丈じよう夫ふという雰囲気はない。それは、その容よう貌ぼうが整い過ぎていることに起因していた。切れ長の二重に、流りゆう麗れいな鼻び梁りよう、口元は官能的でありながらも下品にならない微妙な均きん衡こうをものにしている。

　しかし、整い過ぎといっても、マルコシアスなどとは違ってそこに凄みはなかった。襟えり足あしを伸のばした黒くろ髪かみがよく似合ってしまう軟派な表情がそうさせるのか、いかにも人好きのしそうな美形ぶりである。そこはかとなく「引く手あまた」な感じがあった。

「……見境なしのタラシ大魔王」

　ソナにしがみついたままでいるモールチェがぼそりと呟いた。どうやらその軟派な雰囲気が嫌きらいらしい。可か憐れんな顔を懸けん命めいにしかめているのが気の毒である。

　地獄の王たる美青年はモールチェが嫌がるのも折りこみ済みなのか、それともからかうことこそが狙ねらいなのか、モールチェの威い嚇かくをものともせずに近づいてくる。

「それで、これが姫君の新しい騎き士し殿どのか？　ほう。面は及きゆう第だい点てんだが、随ずい分ぶんと線の細いのを連れて来たなあ。モールチェはこういうのが好みか」

　すぐ前まで来て、じろじろとソナを値ね踏ぶみして言うルシファーにソナが不快感を抱くより早く、モールチェが噛かみついた。

「もちろん、魔王閣下よりずうっと好みですわっ」

（え……っ、それってどういう……？）

　ソナは心臓が跳はねるのを感じた。ルシファーを言い負かそうとするモールチェは真しん剣けんで、それが言葉のあやだと分かっていてもあらぬことを考えてしまう。肩にしがみつく力は未いまだに強いままでそろそろ痛いくらいだった。

　ソナの肩かた越ごしに睨んでくるモールチェを見てルシファーは言った。

「おやおや、これはご機き嫌げん斜ななめにさせてしまったな」

　困ったように肩をすくめると、口元にだけ笑みを刷はいた誘ゆう惑わくの表情でするりと手を伸ばしてきた。びくりとするソナには全く構わず、ソナ越しにその肩口にしがみついているモールチェの髪をすくい上げる。

「モールチェのご機嫌を取り結ぶのは難しいな。笑った顔が見たいというのに、いつでもふくれ面つらばかりだ。――まあ、それでも十分に愛らしいが」

　言葉の途と中ちゆうで声を低め、巧こう妙みようにほろ苦い甘あまさを滲にじませる。そしてあろうことか、すくい上げた髪に手慣れた動作で口づけをした。

（これは、ダメだろ……っ）

　その瞬間、モールチェが声にならない悲鳴を上げるのを感じて、ソナは思わずルシファーの手からモールチェの髪を取り上げた。魔王であろうと何だろうとモールチェが嫌がることをさせるわけにはいかない。

「ソナ！」

　よくやったとばかりにモールチェが今度は首にぎゅっとしがみついた。

　途と端たん、甘やかな香かおりがほのかに立ち上る。いっそう近づいた距離に頬ほおを紅潮させる暇もなく、首が絞しまってソナは目を白黒させた。柔やわらかい腕うでの感かん触しよくやら動どう悸きやら息苦しさやらでそろそろ身がもたなくなってくる。

（ちょっ、これ苦しいっていうか、もう訳が分かんないぞ……）

　魔王は目を細めてソナを見み遣やると、流麗な口元を歪ゆがませた。

「……ふうん、ひょろく見えてなかなか骨があるな、お前。魔王に逆らうか」

「なっ、ひょろくって……えぇっ？」

　脅おどしをかけるようでありながら、どこか面おも白しろがっている低い声に、ソナは現実に引き戻された。整い過ぎの造作は近くで見るといっそう完かん璧ぺきさが際立ち、迫はく力りよくがある。

（……これ、魔王ルシフアーに喧けん嘩かを売ったことになるのか）

　命の危機を感じたソナが少しだけ後こう悔かいしかけたその時、マルコシアスがエントランスホールに姿を現した。三人の姿を認めるや、行きと同じ異様な早足で駆かけ寄よってくる。急いでいたせいか銀髪が軽く乱れていた。

「マルティー！」

　ソナの首に腕を回しているモールチェが声を上げた。それに応じるようにマルコシアスは素す早ばやくソナとルシファーの間に割り込んだ。そして、橙色の猫ねこ目めで状況を見て取ると、何も言わずにルシファーの腹にえぐるように鋭い突つきを喰くらわせた。

「ぐっは」

　美形らしからぬ残念な呻うめき声ごえをあげ、ルシファーが背中を丸めて後方に吹ふっ飛とぶ。

（うっわ、痛そう……）

　至近距離でそれを見ていたソナは、思わず痛くもない自分の腹を押おさえた。内臓がこぶしの形にへこみそうな、容赦ない一いち撃げきであった。しかも何気なく裏うら拳けんだ。世にも恐ろしい十一歳である。

「……げほ、げほっ。マルコシアス、またやったな」

「毎度手て荒あらい制止になってしまってすみませんねえ。でも、続きは奥おく方がた様に言ったらどうです、閣下？」

　軽く十歩分は飛んで床に倒れかかるルシファーに向かって、澄すました顔でマルコシアスは言った。とどめを刺すようなその言葉にルシファーが凍こおりつく。

　やがて、その言葉通りにマルコシアスの後ろからパタパタと軽い足音が聞こえて来た。

「リリィちゃん……っ！　良かった、来てくれたぁ」

　モールチェがほっとしたように言う。首から腕が外れ、ソナも息を吐いた。若じやつ干かんの名な残ごり惜おしさを覚えながら首をさすり、駆けてきた小こ柄がらな少女を見遣る。

（リリィちゃんって確か……）

「モールチェ！　遅おそくなってごめんねえ。無事ぃっ？」

　息を弾はずませた魔王妃リリスは、言うやいなやアグレッシブに助走をつけてモールチェに飛びついた。ひゃあ、と素すっ頓とん狂きような声を上げたモールチェがよろめいて、咄とつ嗟さに近くにいたソナの服をつかむ。

「うわ」

　バランスを崩したモールチェに引きずられるようにして、ソナはモールチェに抱き着いたリリスの顔を覗のぞき込こむことになった。

　そして目まの当あたりにしたその容貌に、息を呑のむ。

　抜けるような白い肌はだに、エメラルドグリーンの眸。

　まっすぐな髪は精せい錬れんした金のようなハニーブロンドだった。輪りん郭かくから額の形、鼻梁の線まで完璧に整った土台の上に、長い睫まつ毛げに縁ふちどられるたれ目気味の大きな眸、小ぶりですっと高い鼻、ふっくりとした艶つやめく朱しゆ唇しんがそれしかありえないという絶ぜつ妙みようの配置をされている。

　たとえ究極の理想を形にしても実現しえないだろうと思えるような美少女であった。

（これが、リリス……）

　黒いレースがふんだんにあしらわれたダークブルーのドレスに、至高の細工物のように美び麗れいで繊せん細さいな容姿が恐ろしいほど映はえる。意識する前に目が釘くぎ付づけになってしまう。

「あれ？　この子、だあれ？」

　耳じ朶だをくすぐるように甘く高い声でリリスが言った。モールチェに抱き着いたまま、引っ張られて中ちゆう腰ごしになったソナを上うわ目め遣づかいに眺めている。

「ソナよ。私の契けい約やく召しよう喚かん師しなの」

　モールチェはどうにかバランスを立て直すと言った。親友を前にして安心したのか、ふにゃりと表情を緩ゆるめて笑っている。相変わらずほんわかと花はな咲さくような笑みだった。

「……ブラウンの髪に、眸は水色ね。へえ、いいじゃなぁい。綺き麗れいな顔だし、なんか優やさしそう。深窓の少年さんって感じがするわぁ」

　白い指先でソナの髪をつまむとリリスは笑った。モールチェが可憐であるというなら、リリスは魔性だった。未だあどけなくありながら、その表情は見る者の視線を惹ひきつけ、酔よわす。恐ろしいことに理性を麻痺させるような危あやういオーラをごく自然に発散している。

（本当にリリス魔性の女って感じだな）

　髪に伸ばされるか細い指先と蠱こ惑わく的てきな笑みに戸と惑まどいながらもソナは思った。

「リリィちゃんが言うとなんか危ない感じがする……」

　モールチェが冗じよう談だんと本気が半分ずつになった警けい戒かいの表情で言った。リリスの美び貌ぼうに圧倒されるソナを見て、戻ってきてというようにくいくいと袖そでを引く。我に返ったソナが慌てて振り向くと、安心したようにその肩をポンポンと叩たたいた。

「やあだ。大丈夫よお。あたし、浮うわ気きはしないもの。――誰かさんと違ちがってねぇ？」

　リリスはきゃらきゃらと笑ってモールチェから腕を解ほどくと、ゆっくりと振り返った。眩まばゆいばかりの蠱惑の笑みで、視線を泳がせて委縮しているルシファーを見遣る。

「……ねえ、そうでしょう。あなたぁ？」
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　この瞬間、空気は完全に修しゆ羅ら場ばのそれと化した。咲さき誇ほこるように笑むリリスの後ろから凄せい絶ぜつに殺気立った般はん若にやが出現する。

（これ、マルコシアスの殺気と同等かそれ以上だぞ……）

　リリスの名は伊達だてではない、とソナは戦せん慄りつした。

　――その後、三十分ほどルシファーをこってりと絞しぼり上あげると、どうやら気が済んだらしいリリスは最後の仕上げとばかりに甘い声で爆ばく弾だんを投下した。

「じゃあ、全部バアルおじさまに言っておくから、覚かく悟ごしといてねぇ。あ・な・たぁ」

　結局、完全勝利に輝くリリスとその足元で土下座するルシファーという先行き不安な地獄の現実を見せつけられて、ソナたちは図書室へ向かうことになったのであった。


＊



「バアルおじさまはリリィちゃんのことをとても可愛がっているのよ。一人きりの孫まご娘むすめを猫ねこ可愛かわいがりするお金持ちのおじいさまって感じね」

　図書室への道中、モールチェは上じよう機き嫌げんで語っていた。宮殿登城のための正装と思われたベルベットの上着と冠もあっさりと通りがかったアブドゥバリエフ氏に預けてしまった。どうやら対ルシファーのためのモールチェなりの武装であったらしい。

　そこから見てもかなり嫌な思い出があるのだろうとソナは察した。

「現魔王閣下とバアル東王元げん帥すいは格が違いますからね。東王元帥のお気に入りたる魔王妃に逆らえないのは道理です」

　クリームイエローのドレスで足取り弾むモールチェの横でマルコシアスが言う。端たん整せいな仏ぶつ頂ちよう面づらには、目上の者に対する尊敬の念は全く感じられなかった。しかし、その不ふ遜そんさもルシファータラシ大魔王に向けられていると思えば好ましく感じられるから不思議である。

　しばらくしてたどりついた王宮の図書室はやはり別格だった。

「すごい……」

　内装にこだわらない父親の乱雑な書しよ斎さいとバーミリアのしがない地域図書館、そしてグラマー・スクールの機能性重視の図書室しか知らなかったソナは、桁けた違ちがいのその威い風ふうに脱だつ帽ぼうした。

　しっとりとつやめく白い大理石の柱で支えられた天井は果てなく高く、はめ込まれた優美な絵画を黄金の装そう飾しよくが縁どっていた。四方の壁かべに作りつけられた書しよ架かは飴あめ色いろの光こう沢たくをたたえ、おびただしい数の本の背表紙で埋うめられている。広大な空間には静せい謐ひつさが息づく図書室独特の空気が立ち込めていた。

「こっちへ来てください」

　マルコシアスが言って、適当な机までソナを先導する。ソナは天井の絵画やら石せつ膏こうの彫像やら、本の背表紙やらをそわそわと眺めながらマルコシアスの後に続いた。

　ソナが机につくとマルコシアスは書架に歩み寄り、何冊かの本を無造作に引ひっ掴つかんで机に戻るとソナの前にばさりと置いた。それを何度も繰くり返かえし、ぽかんとしているソナの前に小高い本の山を作っていく。そんな様子を見届けたモールチェは、途中でにこにこと手を振ると、自分も何か探し物があるのか別の書架を見に行ってしまった。

　やがて分厚い本が二十冊ほど集まったところで、マルコシアスは言った。

「まあ、このくらいでいいですかね。それでは、魔術マギアによる武力攻こう撃げきの習得訓練を始めますか。召喚師なんて手合いはどうせ他力本願な理論しか知らないでしょうから、面倒この上ないですが、説明から入って差し上げますよ。感謝してください」

　バカは手がかかって困ると言わんばかりに白銀の睫毛を揺ゆらしてソナを見遣ると、向かいの席に座すわって本を開く。そこに至ってソナはようやく図書室に連れてこられたわけを知った。

（鍛えてやるって、やっぱり武力攻撃の習得訓練なのか……）

　マルコシアスの言葉を思い出したソナは、今いま更さらながらに危機感を覚えた。書斎が定位置の古典語クラシカ研究者――根っからの文科系を自負する自分にはどうにも荷が重い。地獄の魔王ルシフアーを殴なぐり飛とばす十一歳を前にして、自分は生きて地獄から帰ってこられるだろうかとソナは一いつ瞬しゆん遠い目になった。少しばかり人間界が恋こいしくなる。

「そのアホ面づらやめてください。程度の低さが知れて教える気が失うせます」

　マルコシアスはソナの心配顔を一いち瞥べつすると、にべもなく言い捨てた。橙だいだい色いろの猫目はひんやりした色を宿していた。

（……相変わらず言ってくれるな、こいつ）

　ソナは表情を引き締めると、眉根を寄せてマルコシアスを睨んだ。最初に会ってこのかた罵ば倒とうされた覚えしかない気がする。何だってこんなに口が悪いのか。

　恨みがましいソナの視線などどこ吹く風の佇まいで、マルコシアスはずっしりと重じゆう厚こうな本のページを繰り始めていた。開いたページの二重の円の図を細い指先で示してソナを見る。

「あなた、まさか魔ま法ほう陣じんぐらいは知ってますよねえ」

「……知ってますよ、それくらい」

　ソナはむっとしながら答えた。魔導書グリモアを読んでいて魔法陣を知らないわけがない。そもそも魔ま神じん召しよう喚かんをする時点で魔法陣を使っているのである。知らなければ魔神も呼べないのだ。いくら何でもそこまで無知ではない。

　ソナが魔法陣を知っていることを確かく認にんしたマルコシアスは、飄々とした口ぶりで話し始めた。

「では、基本から行きますよ。魔術マギアは『言葉』の力を出力するものです。本来『言葉』自体が力なので、それを発語するだけで出力はできます。しかし魔神とは違って人間は非力な存在なので、発語だけでは力を具現化できない。そこで出力の補助をするために『言葉』を引き延ばした呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、更さらにアナロジーの力を利用して補助機能を担になわせるという方法を取っているというわけです」

　魔導書グリモアによれば、神は言葉によって世界の事物を生み出したという。マルコシアスが言う『言葉』は、その事物の本質と繋つながる神の言葉を指すのだろう。

（魔術マギアの観念は、地獄でも同じなんだな）

　古典語クラシカの知識を使って読み解いてきた文ぶん献けんと、マルコシアスの言うことの基本は同じであった。ソナはそれを知って不思議と安心がないまぜになった気持ちになった。

　マルコシアスの言葉を整理していく。

　――魔神は、『言葉』を発語するだけで出力ができるが、人間は、『言葉』を呪文にして詠唱し、アナロジーの力を借りなくては出力ができない。

（アナロジーっていうと、複雑なものを同じ特とく徴ちようを持つ簡素なものになぞらえて代用することだ。魔術ではよく使う。火を赤いもので表したり、数字に意味を持たせてみたり）

　どうにか追いついてきたらしいソナに向かって、マルコシアスは本のページを指差しながら言った。

「そのアナロジーの役目を果たすのが、魔法陣です。この二重の円や五芒星ペンタグラムなどの紋もん様ようが出力の補助をします。非力であるなりに人間もなかなかよく考えるものですね」

　そこまできて、ようやくソナにもマルコシアスの言いたいことが分かってきた。頭の中で考えが完全にまとまるのを待って口を開く。

「じゃあ、呪文と魔法陣があれば魔術マギアは成立する、と」

　ソナの言葉にマルコシアスは片かた眉まゆを上げた。すこぶる意外そうな顔をしてソナを見る。照明灯に照らされたその端整な顔は珍しく十一歳相応に見えた。

「――へえ。存外理解が早くて良かったです」

（……こいつ、本当に僕ぼくのことバカだと思ってるな）

　ソナはため息を吐ついた。素でそう思われているのだから始末に負えない。

「では、ここからは実じつ践せんに移りますよ。そこに集めたのは、人間や中級魔神向きの攻こう撃げき呪じゆ文もん・魔法陣集です。攻撃を構成する呪文と魔法陣について書いてあるので覚えてください――今から三十分で」

　言い知れぬ敗北感を覚えるソナに、マルコシアスは言った。

「……は？　三十分っ？」

　ソナは思わず素っ頓狂な声を出してしまった。机の上をもう一度確認する。

　積み上がった本の山は二十冊ほどで構成されている。しかも、一冊一冊の厚さが百科事典サイズであった。いくらソナの記き憶おく力りよくが優れていようとも、その全すべてを三十分で覚えるのは到とう底てい無理に思えた。そもそも三十分では全部読むこともできない。

（無む茶ちやぶりにもほどがあるだろうが）

　抗こう議ぎの視線を送るソナに、マルコシアスは言った。

「この後は闘技場に行くんですから早くしてくださいよ。おや、まさかできないなんて言いませんよねえ？　――一度読んだものは二度と忘れない人間界の天才研究者さん？」

　品よく頬ほお杖づえをつきながら口元をにやりと歪める。橙色の猫目を挑ちよう発はつ的てきに細めてソナを見遣るその姿は人形のように端たん整せいで、それがまたこの上なく神経に障さわった。

（くそう、さっきまで程度が低いとか言ってたくせに……！）

　乗せられているという自覚は十分にあったものの、結局それなりに高いプライドを引きずっていたソナは、ひいひい言いながら三十分で二十冊分の呪文と魔法陣を覚えることになった。いつの間にか、お目当てだったらしい本を一冊抱かかえて戻もどってきたモールチェが向かいに座って、頑張ってー、とのほほんとしたエールを送っていた。


＊



　魔ま王おう宮きゆう殿でんの闘とう技ぎ場じようは、傲ごう然ぜんとそそり立つ巨きよ大だいな白い石壁に取り囲まれた広大な円形の空間だった。石壁には等とう間かん隔かくに柱が置かれ、その柱頭には華はなやかな装飾が施ほどこされている。

　四方には猛たける三頭犬ケルベロスの像が据すえられ、侵しん入にゆう者しやを睨んでいた。掲かかげられた深紅の垂れ幕に描えがかれる剣けんと獅し子しの紋もん章しようを蝋ろう燭そくの炎ほのおが照らしている。

　ソナは無理やり詰つめ込こんだ呪文と魔法陣が脳のう裏りから消えて行ってしまわないように眉まゆ根ねを寄せて反はん芻すうしながらその重厚な扉とびらをくぐった。モールチェは入って早々、作り付けの二階の観覧席に行ってしまい、まさに闘とう技ぎが行われるのであろう中央でマルコシアスと対たい峙じすることになる。

　向かい合うと同時にマルコシアスは口火を切った。

「今から、覚えた呪文と魔法陣を使って私を攻撃してください。それが武力攻撃として通用するレベルに達していると判断できるまで続けてもらいます」

　その端整な無表情とこともなげな口調にソナは目を見開いた。ソナの胸までしかない身長の十一歳は、威い圧あつ的てきな闘技場の空気の中でふてぶてしいほどに堂々としていた。さあ、始めろと言わんばかりの佇まいに、慌てて言う。

「あの、チョークとかは……」

　呪文はまだしも、魔法陣は空手では描えがけない。しかし、うろたえるソナの言葉をマルコシアスは鼻で笑った。赤いリボンタイをか細い指先で引っ張りながら言う。

「戦せん闘とう時じにチョークで優ゆう雅がに描びよう画がしてるバカがいたら、私であればそこですぐに潰つぶしますね。魔法陣は自力で具現化するに決まって――ああ、そうか。それも教えないとできませんかね」

　そこで初めて気づいたというようにマルコシアスはため息を吐いた。しばらく考えた末に、面倒くさそうに眉をひそめて言った。

「とりあえずは体得してくださいよ。今から私が適当に攻撃するんで、それを避よけながら魔法陣をイメージしてください。どうあれ召喚術が使えているんですから魔術回路サーキツトはあるでしょうし、集中すればそのうち具現化しますから」

　説明を言い終わらないうちにパチパチと家鳴りのような音が聞こえ始めた。音の出どころを見つけたソナは背筋が冷えるのを感じた。錯さつ覚かくを疑って瞬まばたきをする。

（嘘うそだろ……）

　視線の先で、紺こん色いろの袖そで口ぐちから覗くマルコシアスの華きや奢しやな右手が、蒼あお白じろく帯電していた。厳げん粛しゆくさを醸かもす色合いの中で弾はじけ散ちる蒼白い火花はあまりにも鮮せん烈れつで、警けい鐘しようが鳴り出した脳裏に焼きつくようだった。

「魔神の攻撃にタイムラグはないですから、死にたくなければ心して避けてください」

　白銀に煙けむる睫毛の間から橙色の猫目がソナを捕とらえる。暖色であるはずの橙色は硬こう質しつの冷たさで照準を合わせていた。ほの赤い唇くちびるが少年の無む垢くな声でもって引き金を引く。

「《白絶冽花ロンズデーの棘針ル・ソーン》」

　――戦闘が、始まった。

　発語の瞬間、引き絞られた弓の弦げんを金属の爪つめで弾いたような、甲かん高だかくあえかな風切り音が空間に鳴なり響ひびいた。反応速度を凌りよう駕がする神速で疾しつ駆くするのは、水すい晶しようでこしらえたかのように透すき通とおる刃やいばだった。

（……来る！）

　蒼白く光る切っ先を視界に捉とらえた瞬間、避ける間もなくソナの肩口は裂さかれた。衝しよう撃げきを感じるより前に、飛び散った血が頬に跳ねる。

　軌き道どうはほとんど見えなかった。ソナは奥おく歯ばを噛んで肩を押さえた。

　焼けるような痛みで一いつ瞬しゆん視界が暗む。その一撃は、ソナに格の違いを痛感させるのに十分だった。たちまち本能的な恐きよう怖ふが湧わき上あがる。よろけてたたらを踏ふみ、どうにか顔を上げてマルコシアスの顔を窺うかがった。

　騒さわがしく存在を主張する右手を軽く振ふり上あげ、戦せん闘とう狂きようの少年魔神はあでやかに笑っていた。蒼白く帯電する右手をゆらりと振り上げながら、ほの赤い唇を笑えみの形に緩ませて言う。

「もっと死しに物もの狂ぐるいになってくださいよ、――それとも、お得意の逃げ足までもすくんでしまいましたか、臆おく病びよう者ものの召喚師羽虫さん？」

　その挑ちよう発はつの言葉は、中ちゆう途と半はん端ぱに高いソナのプライドを痛いほどに突いた。

（……言ったな）

　痛みの脈打つ肩口から手を離はなすと、ソナは橙色の眸ひとみを睨んだ。湧き上がった怒いかりで立ち込めていた恐怖が薄うすらいだ。そもそもこれは魔術マギアによる武力攻撃の習得訓練なのだ。逃げるより先にすべきことがあったのを思い出す。

　しかし、脳裏に魔法陣を思おもい浮うかべたその瞬間、マルコシアスの手から放たれた透とう明めいな刃が一いつ斉せいに虚こ空くうを舞まった。風切り音と共に、蒼白い閃せん光こうが空間を満たす。

「――――――……っ」

　底冷えする空気の中、ぽたぽたと垂れ落ちる血が地面に水玉模様を描き出した。

　神速で乱みだれ撃うつ刃に痛めつけられ、シャツの袖は見る影かげもなく血みどろになった。ベストは肩も胴どうも布地がぼろぼろになり、最早用をなしていない。それでもマルコシアスの一応の手加減のおかげなのか、ソナは満まん身しん創そう痍いになりながらも倒れずに立っていた。

（…………あと、少しだ。あと少しで、完成する）

　頬に負った傷から垂れてくる血を拭ぬぐい、ソナは向かい立つマルコシアスを凝ぎよう視しした。痛みにきしむ右手を上げ、その掌てのひらをマルコシアスに向けて開く。

　並外れた集中力と記憶力は研究者のお家芸である。ソナは痛みにすくむ体を懸命に叱しつ咤たして、二重の円と五芒星ペンタグラム、そしてその間を無む尽じんに走る古典語クラシカの帯を脳裏に描き出した。意識を極限まで研とぎ澄すまし、どこまでも明めい晰せきに思念イメージを突き詰める。

　そして、透明になった意識と五感が直接繋がったかのような心地ここちがした瞬間。

　ヴォン、と鋼鉄の羽が奏かなでるかのような重低音がソナの指先からほとばしった。陽炎かげろうが立つかのごとく空気が目まぐるしく揺らぎ始める。

「……どうしてなかなか、呑み込みだけは悪くないですね」

　その光景に目を細めたマルコシアスは、独り言のようにぼそりと呟いた。下ろしていた右手を構え、もう一度照準を合わせる。

　ソナの傷だらけの右手の先には、青い燐りん光こうで形作られた魔法陣が出現していた。

　円えん環かんは回転しながら瞬またたく間まに大きく広がっていく。噴ふき上あがる風が前髪をぶわりと舞い上げた。放射される絶大な魔力エナジー呼応して右手は小刻みに震ふるえていた。骨に響くような振しん動どうが体全体を駆かけ抜ぬけていく。

（……魔法陣が、出た。あとは呪文を詠唱すれば魔術マギアが完成する）

　絶大な魔力エナジーの放射を支えるために、体中からあらん限りの力が絞られているかのようだった。肩を震わせて荒あらい息を吐きながら、ソナは頭に叩き込んだはずの呪文を紡つむぎ出だした。

「《その高きに在ありて赫かく然ぜんと照らすもの、その底に在りて灼しやく爛らんと焦がすもの。永えい劫ごう不ふ滅めつにして、定形なき無限の支配者――古いにしえの深紅をまといし火炎の精霊サラマンドラよ。その力を以もつて、我に向かい立つ不ふ浄じようを灰かい塵じんとなせ》」

　それは、世界を構成する四大元素の一つ、「火炎の精霊サラマンドラ」の呪文だった。

　詠えい唱しよう終しゆう了りようと同時に、回転を続けていた魔法陣は固定されるように動きを止めた。

　紋様を描く青い燐光が一層の輝きを放ち、その中央から虚空を赤く染め上げる紅ぐ蓮れんの炎を放つ。

　幾いく多たの蝋燭で照らされた闘技場の中でも圧あつ倒とう的てきな存在感を誇る、深紅の光源。その炎を見て、自分が出したにもかかわらずソナは息を呑んだ。

　魔法陣からほとばしり出た炎えん熱ねつの蛇へびは傲然とうなりを上げてマルコシアスに肉にく薄はくした。

　少年魔ま神じんの小柄な体を、その紅蓮の赤であまりにも軽々と塗ぬり潰つぶす。

　刹せつ那な、噴き上がる熱風がソナの前髪を跳ね上げた。

（――やっと、一いつ矢し報むくいた、）

　しかしそう思った瞬間、ソナは強きよう烈れつな眩暈めまいを覚えた。魔法陣が音もなく手の先から掻かき消きえる。燃え盛る炎に赤く染まった視界がぐにゃりと歪み、全身から力が抜けた。

（やばい……）

　立っていられなくなって、地面に膝ひざをつく。書斎に引きこもっている文科系に、満身創痍になってなお立っていられる体力などあるはずもない。魔法陣に吸すい尽つくされたのか意識を保てる最低限の力すら微み塵じんも残っていなかった。

（こんなことなら、普ふ段だんから少しくらい鍛きたえておくんだったなあ）

　ソナは日ひ頃ごろの反省をしながら、なすすべもなくぱたりと地面に倒たおれた。気を失う寸前に、ソナ！　と慌てたように名前を呼ぶ声が遠くから聞こえた気がした。
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　気を失って戦線離り脱だつしたソナの意識が戻ったのは、三十分ほど経たった後だった。

　重い瞼まぶたをどうにか持ち上げたソナは、視界に映った白い石壁を眺ながめて自分が闘技場にいることを知った。そして状況を把は握あくすべく寝ね転ころんだまま周囲を見回そうとした瞬間、上から降ふってきた謎なぞの白い物体にべちゃっと目を覆おおわれた。

「うええええ……っ？」

　意識を取り戻したばかりのぼんやりした頭の中が一体何事かとパニックになりかける。恐きよう慌こうに陥おちいったその時、柔らかな声がかかった。

「ソナ！　良かったわ。目が覚めたのね」

　その言葉と共に、湿しめった物体が額に移動させられる。ようやくクリアになった視界に現れたモールチェが、タオル落としちゃってごめんね、と言いながら瞬きをした。

（なんかヒトデとか、そういう軟なん体たい生物でも降って来たかと思った）

　ありえないとは思いつつも肝きもを冷やしたソナは目の周りを触さわって、息を吐いた。温かな赤色の髪かみがかかりそうなほどの距きよ離りで覗き込んでくるモールチェに、どうにか尋たずねる。

「……あの、ここは？」

「闘技場の観覧席よ。それより、ソナ、調子はどう？　どこか痛かったりしないかしら。マルティーが大分暴れちゃったから、怖こわい思いをしたでしょう……？」

　辺りを見回せば、モールチェの言葉の通りに客席が並んでいた。ソナは自分が何席か使って横たえられていたことに気づく。

（ていうか、大分暴れちゃったからって、何なんだその可愛らしい表現……）

　心配しながらもどこかのほほんとズレているモールチェの言葉に、ソナはまた何とも言えない気持ちになった。ゆっくりと身を起こしてみれば、幸運なことに重傷の範はん疇ちゆうに入るような傷はない。とりあえず死なないで済んでよかったと心の底から思った。

「こちらとしては手加減を褒ほめてほしいくらいなんですがね」

　その言葉と共に横からマルコシアスが顔を出した。軟なん弱じやく者ものめと言わんばかりの端整な顔が腹立たしい。体の節々に痛みを抱えて恨うらみがましくマルコシアスを見るうちに、ソナはふと気づいた。

（炎に呑み込まれたのにマルコシアスは当たり前のように無事だ）

　衣服に焦こげ跡あと一つないその佇たたずまいを見て、信じられない気持ちになる。あの至近距離で炎の直ちよく撃げきを受けて一体どうして無傷なのか。

「そんな呆ほうけた顔をされても、人間ごときの魔術マギアでは、普ふ通つうは魔神を殺すどころか害することだってできませんから」

　ソナの唖あ然ぜんとした顔を、マルコシアスは鼻で笑った。

（つまりは格が違うってことだ。確かにそうだ。そうだけど……）

　それは相手が魔神であると考えれば当然のことであった。地じ獄ごくでさえ比類なき実力をうたわれる有翼の魔狼マルコシアスであればなおのことである。

　しかし、銀ぎん髪ぱつのマッシュルームボブに橙色の猫目の十一歳さいに言われたと思うと、何やらもやもやとした悔くやしさが残る。仕方ないと分かっていながらもソナは唇を真一文字に引き結んでむすっとしていた。

　その時、ソナの額からはがれ落ちたタオルを拾ってモールチェが言った。

「マルティー、人間ごときって言い方は失礼よ。初代七十二柱を統すべたソロモン王だって人間だもの。人間をバカにしたら私たちソロモン七十二柱に返ってきちゃうわ」

　言いながら、喜々としてタオルをたらいに浸ひたす。手当てが楽しいのか瑠る璃り色いろの眸はきらきらと輝かがやいていた。そんなモールチェを見てため息を吐いた後、マルコシアスが冷めた声で言った。

「ソロモン王もアッピンの赤い本も遥はるかに大昔の話でしょうが。今更そんなことを言っても何も始まらないですよ」

「ソロモン王と、……アッピンの赤い本？」

　再び額にタオルをはりつけられながら、ソナはその聞き慣れない単語に首をひねった。

　ソロモン王は分かるが、「アッピンの赤い本」というのは聞いたことがない。何とはなしに研究者の探究心が煽あおられた。

　ソナの疑問に答えるように、モールチェがのほほんとした調子で説明を始めた。

「ソナもソロモン王は知っているでしょう？　私たちの始祖である初代七十二柱を統とう率そつした大だい魔ま術じゆつ師しよ。魔神に勝まさる力を持った唯ゆい一いつの人間で、いくつもの魔術言語ロゴスを操あやつった天才さん」

　ソナはモールチェの言葉に頷うなずきながらも、少しばかり驚おどろいた。

（ソロモンって実在だったのか。魔導書グリモアですら伝説扱あつかいだからな、あの人。しかも、そこからいくと初代七十二柱を統べたってことは、モールチェやマルコシアスにとっては先祖の上司みたいな存在か……）

　伝説の大魔術師ソロモンは、続くモールチェの説明で徐じよ々じよに具体性を帯びてきた。

「ソロモン王は高位魔神の真名を集めて一冊の本を作ったの。それが『アッピンの赤い本』ね。真名には知られると支配されてしまうという力があるでしょう？　だからソロモン王はアッピンの赤い本を持つことによって七十二柱をも統率できたのよ」

　真名とは、魂たましいの本質と繋がると言われる本当の名前である。魔導書グリモアには、それを呼ばれた者は呼んだ者に従わざるを得なくなるとある。

（高位魔神の真名集！　ソロモンってそんな恐おそろしい物持ってたのか……っ）

　つまりは、一人の人間が地獄を統べていたようなものである。結構な衝撃を受けたソナはつい小声になりながらモールチェに尋ねた。

「そんな大変なもの、今はどこにあるんですか……？」

　その問いにモールチェは、むむう、とうなって難しい顔をした。くるんと巻かれた赤いサイドテールを撫なでつけながら言う。

「それがね、分からないのよ。歴史書によればソロモン王は最さい期ごを迎むかえる前に、ソロモン七十二柱の序列一番である初代バアルにアッピンの赤い本を託たくしたのだけれど……」

（バアルと本って何か聞いたことのある話だな……）

　バアルとは、七十二柱の一人にして六十六の軍団を率いる大だい公こう爵しやく。かつては天空を総すべる嵐あらしの神であり、東方を支配する王。更に、魔神の真名を集めた禁書の持ち主である。

　魔導書グリモアの説明を思い出したソナは思わず声を上げた。

「じゃあもしかして、バアルが持っている魔神の真名を集めた禁書って……」

　その言葉に瑠璃色の眸を瞬かせて、モールチェはあっさりと頷く。

「そうね、それがアッピンの赤い本。でもね、当時、厳重封印対象ブラツク・データとして初代バアルの元で保管されていたアッピンの赤い本は何者かに奪うばい去さられてしまったの。だから、今は所在不明なのよ」

「えええええっ」

　あまりにも頼たよりないその答えにソナはつい大声を出した。

（所在不明って……それでいいのか？　真名集だろ……？）

　高位魔神の――ひいては地獄の存亡の危機だというのに、モールチェからはなぜか何としても取り戻そうという気き概がいが感じられなかった。微び妙みような齟そ齬ごにもやもやしているソナを見て、マルコシアスがため息を吐いて言った。

「アッピンの赤い本紛ふん失しつで真名の外部流出が危き惧ぐされたせいで、初代高位魔神は代だい替がわりを余よ儀ぎなくされ、二代目以降からは真名の付ふ与よが禁止されました。そうして真名を持たなくなった高位魔神は存在の力が弱まり、地獄に代替わりが定着したというわけです。――つまりこの話は全て、代替わりすら存在していない大昔の話なんですよ。当代我々にとっては最も早はや歴史上の出来事です」

　面めん倒どうくさそうに話すマルコシアスの言葉を、はがれ落ちてくるタオルを押さえながらソナはどうにか整理した。どうやら、アッピンの赤い本がなくなったせいで代替わりが定着して今の魔神には真名がない、ということらしい。

（確かモールチェはグレモリーの四十八代目、マルコシアスは四十五代目って言ってたな）

　考えてみれば、自分も古典語クラシカ関連の事象を除けば、四十代さかのぼった先祖の時代のことなど知る由よしもなかった。

　アッピンの赤い本だろうが真名だろうが関係ないと言ってしまうのも当然か、とソナはモールチェののほほんとした顔を眺めながら思い直した。

　その時、うんざりした顔でマルコシアスが言った。

「そんなことより、いつまでここでぼんやりしてるつもりなんです？　心臓をぶち抜かれたのでもあるまいし、もう立てるでしょうが。さっさと戻りますよ。時間が無む駄だになります」

　もとより期待などしてはいないが、その言葉には優しさや労いたわりが微塵もない。ソナは橙色の猫目を睨にらみながら、地味に痛む体を引きずって立ち上がることになった。そしてその後、延々と修しゆ業ぎようを続けること小一時間、ようやく武力攻撃として通用するという判定をもらったのであった。

「そう言えば、貴女あなたは図書室で何の本を借りていたんです？」

　闘技場から引ひき揚あげる途と中ちゆう、ふと思い出したらしいマルコシアスがモールチェに尋ねた。

「シャルル・ペローの『青あお髭ひげ』よ。参考になるかと思って」

　問われたモールチェは歩きながら手に持っていた本を掲げて言った。

（ああ、シャルル・ペローって確かフランスの……って人間界の本じゃないか。何でもあるな、王宮図書室！）

　ソナは、人間界の童話すら網もう羅らする地獄の王宮図書室の蔵書に衝撃を受けた。

　さすがは王宮と言うほかはない。そんなことを思っていると、本を抱だきしめながらモールチェが言った。

「ふふ。これでばっちり計画が立てられたから、楽しみにしていて頂ちよう戴だいね」

　可か憐れんな造作に浮かぶのは満面の笑みであった。花咲くようなその笑みになぜか不安を覚えてソナは首をひねった。隣となりでは同じようになぜか謎の不安を覚えたらしいマルコシアスが、無言で背表紙に刻まれた「青髭」の文字をじっと見ていた。

　こうして一いち抹まつの不安を残しつつも、魔術マギアによる武力攻撃を習得したソナはどうにか無事に魔王宮殿を辞することになったのであった。







４、三人の令れい嬢じょうと「なんちゃってハニートラップ」







　――シャルル・ペローの童話によれば、山に住む青髭は美人姉妹をめとったことにより正体がばれ、倒されてしまうのであった。

「ということで、今回の作戦は『なんちゃってハニートラップ色仕掛け』よ。政略結けつ婚こんを迫せまられて家出した貧びん乏ぼう貴族の美人三姉妹のふりをして、青髭城に潜せん入にゆうするの。ハニートラップでニーナちゃんを取り戻したら、二度とこんなことができないようにブーランを粛しゆく清せいしましょう。粛清は任せて頂戴ね。ぺしゃんこにしてやるわ」

　モールチェが意い気き揚よう々ようとそう言ったのは、ディアボルース山の青髭、もとい、魔術師ハンバート・ブーランの居城に向かう馬車の中でだった。

（ハニートラップ……ああ、これ、そういうことだったのか――……）

　馬車に揺られながらソナは思った。色々な意味で消しよう耗もうしていて、もう驚く気力もなかった。

　その日、朝一で魔法陣に現れたモールチェは大小さまざまな衣装箱を山のように抱えていた。後から現れたマルコシアスに至ってはトランクをカートに大量にのせている。作戦について何も聞かされていないソナはこの時点で嫌いやな予感がした。

　最初、荷物に阻はばまれて二人の姿をちゃんと見ることはできなかった。モールチェが衣装箱を床ゆかに下ろし、マルコシアスがトランクの山の後ろから出てきたところで、ソナはようやく二人の出いで立たちを見ることになった。

「……は？」

　見たものが信じられず、ソナは口を開けたまま固まった。ぽかんと開いた口に空気が入り、また出ていく。間ま抜ぬけな顔のままそれを数回繰り返すと、モールチェがくすくす笑って言った。

「ソナってば、驚き過ぎよ」

　ソナの視線の先には、モールチェともう一人、見知らぬ少女がいた。

（ちょっと待て。え……？　誰だれだこれ）

　ソナは理解が追いつかず、呆ぼう然ぜんと瞬きをした。

　少女は、縁ふちにフリルがあしらわれた淡あわいピンクのリボンで銀髪をツインテールに結んでいた。つややかな髪は肩かたを過ぎ、腰こしのあたりまで伸のびている。着ているのはレースとフリルをこれでもかと多用したミニドレスで、髪のリボンと共色のその布地に銀糸のような髪が零こぼれるさまは、眩まぶしいくらいに鮮烈なインパクトがあった。

　その容よう貌ぼうは、悪あく趣しゆ味みなくらいに美しかった。

　目鼻立ちは、最上の均整を保ったままその小さな顔におさまっていた。長い睫まつ毛げに囲まれた橙色の大きな眸は、切れ上がる目じりが気まぐれな子こ猫ねこを思わせた。肌はだは雪のように白く、頬ほおのあたりが桜色にほんのりと上気している。小ぶりな唇は匂におい立たつような桃もも色いろで、化け粧しようを施したようには見えないにもかかわらず妙みようにつややかだった。

　小さな顔には幼い可憐さと共に未成熟ゆえの蠱こ惑わくがあった。無垢と表ひよう裏りをなすあでやかさが、見ているだけで背徳感を煽る。迫はく力りよくに圧おされるようにソナは黙だまり込こんだ。

「私の自信作よ。マルティーは素材がいいから腕うでが鳴ったわぁ。ちなみに参考元はリリィちゃんなの。魔ま性しようの美少女って感じでしょう？」

　モールチェが腰に手を当てて得意げに言う。そこまで言われても、ソナは少女がマルコシアスだと信じられなかった。あまりの化けっぷりに怖こわ々ごわと見つめることしかできない。

　そんなソナの視線を受けた少女は、舌打ちを一つして言った。

「じろじろとけったいな人ですね。文明を知らない未開人でもあるまいに」

　憎にくまれ口ぐちでさえいつも以上に外見と合がつ致ちせず空そら恐おそろしい。

　それでもその舌打ちと口の悪さで、これは本当にマルコシアスだとソナはようやく認にん識しきし始めた。見れば造作もマルコシアスのものと重ならないことはない。しかしあの清せい冽れつで作り物めいた容姿が、どうしたらこんなふうに色いろ香かがほの隠かくれする蠱惑的なものになるのか。女子の技術とは恐ろしいものだと実感した。

「ふふ。もうどんなロリコンさんもイチコロでしょう。ソナも惚ほれちゃった？」

　ニヤニヤしながらモールチェは言って、マルコシアスの髪をくるくると指に巻きつけた。

「いえ」

　美少女の中身を知っているソナが即そく答とうすると、モールチェは、なぁんだ、とつまらなそうな顔をした。唇を尖とがらせるその顔を見るうちに、ソナはあることに気づいて言った。

「モールチェさんも何だかいつもと違ちがいます、ね……？」

「まあ……！　分かる？　さすがねソナ」

　嬉うれしそうに言うと、モールチェはソナの前でふわりと一回転してみせた。

　彼かの女じよは赤いドレスを着ていた。しかし、その色は赤ではあってもいつもの十七歳らしい可憐なドレスとは違った。袖そでがオフショルダーになっていて胸むな元もとが広く開いている。全体的になかなか大だい胆たんなデザインだ。そんなふうに観察していたソナは、モールチェが後ろ向きになった瞬しゆん間かん、思わずぎょっとした。

　ドレスの背中には布地の切きり替かえが入っていた。光沢のある赤い布地は肩けん甲こう骨こつから腰こしのあたりまで大きく三角に切り取られ、かわりに黒いレース地があてられている。

　そのレースが、肌の色が透けるくらいに薄かったのだ。

　切り替え部分にはサテンのリボンが通されていて、レース地が薄いとはいってもそこまで目立つわけでもない。しかし一回意識してしまうと、レースで覆われた肌は発光しているかのように生白く浮き上がって見えた。

　それは、悪くすると直接肌を晒さらすよりも扇せん情じよう的てきだった。

（なんでこんな恰かつ好こうしてるんだよ……）

　ソナはたちまち赤くなり目を逸そらした。見てしまった肌の滑なめらかな白さが脳裏で点てん滅めつして、心臓がどきどきしている。今度は足元を見て彼女が正面に向き直ったのをしっかりと確認してから、ようやく視線を戻した。

　暗い赤と黒のレースの組み合わせは、十七歳のモールチェを随ずい分ぶんと大人っぽく見せていた。本人もそれを分かっているらしく、真しん珠じゆのネックレスや揚あげ羽は蝶ちようを模かたどった黒いイヤリングなどで更に大人びた装いを凝こらしている。髪はサイドテールではなく、丹たん念ねんに巻いて華やかな形に結ゆい上あげられていた。

　そして彼女を大人っぽくしているのは化粧の影えい響きようも大いにあった。睫毛は煙るように濃こく、眼まな差ざしがくっきりと強く見える。唇には濃い赤の口紅が引いてあった。

（いつもと随分違ちがう）

　落ち着かない思いでソナはモールチェを見つめていた。ぱっちりして丸いはずの眸は今日は見事な切れ長になっていて、その変身ぶりに脱だつ帽ぼうする。口角をすんなりと持ち上げる笑い方は匂いやかで、思わず唇の鮮あざやかな赤色に見入った。

「ソナ」

　艶えん然ぜんとした笑みをたたえながらモールチェは近づいてきた。肩にそっと手を置かれ、ソナはまた顔が赤くなってくるのを感じた。目を合わせることもできず視線を泳がせていると、モールチェが笑みを深めて言った。

「可憐なレモンイエローと清せい楚そなセルリアンブルー。どちらがお好み？」

「……えっ？」

（それは何の二択たくなんだ……っ？）

　意味が分からずに首を傾かしげたソナを見つめるモールチェの眸がきらっと不ふ穏おんに光った。肩にかけた手にがしりと力が入る。

（……あ、終わったな、僕）

　ソナはこの時すでに抵てい抗こうする気力を失っていた。こんな活いき活きしたモールチェに逆らえるはずもない。なにせあのマルコシアスでさえ逆らえなかったのだ。

　嫌な予感は見事に的中し、それから後は目くるめく大改造劇が待っていた。

　そして着き替がえと化粧という名の永遠かと思われた苦行の末、セルリアンブルーのドレスを着せられて今に至る。

「私たちはホワイトウィロー家の三姉妹っていうことにしてあるの。全然名前の知られてない都の弱小貴族って設定よ。ファーストネームは適当でいいわよね。えーと、じゃあ、マルティーがマリーで、ソナがソフィア。私が……メイベルでいいかしら」

　モールチェはご機き嫌げんな様子だった。

　こんな計画でうまくいくのだろうかというソナの不安をよそに、馬車はブーラン城へと山道を疾しつ走そうしていく。ソナの向かいで、マルコシアスは小道具としてココアブラウンのテディベアを持たされ、どこか悟さとりきったような無表情をしていた。

　役になり切って妖よう艶えんに笑うモールチェが口元に扇せん子すをかざして言う。

「美少女を攫さらったのだから、相手は絶対にハニートラップに引っかかるはずよ。今回は私があでやか担当、ソナが清楚担当、マルティーが可憐担当だから忘れないで頂戴。十四歳のニーナちゃんを誘ゆう拐かいするあたり相手はロリコンだから、マルティーに食いついてくるはずだと思うのだけれど……」

　視線を向けられたマルコシアスは相変わらず白けた表情をしていて、モールチェは渋しぶい顔になった。もっと無む邪じや気きな感じは出せないかしら、と言いながら扇子をたたむ。

「あいすいませんね。イノセント阿呆のふりはどうにも苦手なもので」

　可憐担当の美少女は鼻を鳴らして答えた。

　モールチェは額に手を当ててため息を吐いた。

「うん、まあしょうがないわね。心配したところで始まらないもの。――ベストを尽くしましょうね、ソナ、いいえ、妹のソフィアちゃん」

　気を取り直したように、ぐっとこぶしを握にぎってモールチェは言った。

「え、ソフィ……ッ？　あ、いえ、はい。が、頑がん張ばりましょう……」

　渦うず巻まく不安を無理やり抑おさえ込こみ、ソナがどうにか頷いたところで馬車はブーラン城へ到とう着ちやくした。

　――バーミリアの街を望む、ディアボルース山の頂上。

　青空を背景に、ブーラン城はその威い容ようを誇ほこっていた。石造りの堅けん牢ろうな外がい壁へきが、城じよう塞さいじみた風格を漂ただよわせている。翼を広げた鳥のように左右に張り出した本館は総赤レンガであり、足元を囲む木々の緑との対比が美しかった。

　しかし、その赤色は手放しに褒めるには少しばかり鮮やか過ぎた。塗り直したかのように照てり映はえる赤は、城主の禍まが々まがしさと相まって血塗りのようにも見えてくる。

　御ぎよ者しやの手を借りて馬車から降りたソナは、息を詰めて血塗りの城館を睨んだ。

（ついにここまで来た。……ディアボルースの青髭、ハンバート・ブーランの居城）

　瞬間、強い風が吹ふき、セルリアンブルーのスカートがぶわりと膨ふくらむ。胸がコルセットで締しめ上あげられて苦しい中、緊きん張ちようで心臓が高鳴り始めた。

「さあ、行くわよ」

　モールチェがソナの耳元でそっと囁ささやいて、淑しとやかに歩を進める。ココアブラウンのテディベアをぶら下げたマルコシアスがフリルを翻ひるがえし、後に続いた。

「なんちゃってハニートラップ」――ニーナを奪だつ還かんするためのふざけた名前の作戦がこうして幕を開けることとなった。
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　天てん井じようには豪ごう奢しやな金色のシャンデリア。広い窓辺には白いレースのカーテン、床にはペルシャ絨じゆう毯たん。フリルの垂れこめる天てん蓋がいつきベッドに、華奢なガラスのティーテーブル。真珠をあしらった金細工が眩しいドレッサーミラー。

　美しく飾かざり立たてられた部屋の中で、少女は今日も窓の近くに置かれたスツールに座すわり込こんでいた。相も変わらず不ふ機き嫌げんな顔をして押おし黙だまっている。

　背の高い男は、いつものようにそっとその傍そばに寄ると膝を折って、人を小こ馬ば鹿かにしたような彼女の眸を舐なめるように凝視した。切れ長の眸は、澄すんだ水に砕くだいた翡ひ翠すいをひとかけらだけ溶とかしたような、どこまでも淡いアイスグリーンだった。

「君を見ていると、震えがくるようだよ」

　感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらすようにして男は囁き、その手入れの行き届いた長い指で少女の波打つ栗くり色いろの髪を梳すいた。色素の薄い栗色はシャンデリアに照らされてわずかに金色の光こう沢たくを帯びる。その夢見るように繊せん細さいな色合いと、羽う毛もうよりも柔やわらかな触り心地に、男は陶とう然ぜんとなった。

「触らないで、気持ち悪い……っ！」

　少女は涼すずやかな造作を嫌けん悪おに歪ゆがめて、男の手を思い切り打うち払はらった。

　秀しゆう麗れいに白い眉み間けんに苦しげなしわを寄せ、花びらを据すえ置おいたように可憐な唇をきつく噛かみ締しめる。それは毛を逆立てて威い嚇かくしてくる子猫のような拒きよ絶ぜつの構えであった。

　その顔が一番美しい、と、払われざまに引ひっ掻かかれた手を撫でながら男は思う。冷たく、一分の隙すきもなく整った優やさ男おとこの顔は意図せずしてほころんでいた。

　――清楚にして高潔。美しいこの少女は、まさに聖少女セイントの名にふさわしい。

（あまりにも理想的で、愛めでるために捕つかまえたのかと錯覚しそうになるくらいだ……）

　きりきりと眉まゆをつり上げる少女の、その揺ゆらがない気位の高さに更さらに魅み了りようされながらも、もう一度引っ掻かれてはかなわないと男は立ち上がった。

　威い圧あつ的てきな長身にも動じることなく、なおも気き丈じように睨んでくる少女を見ていると、ぞくぞくと体に震えが走り、たまらない気持ちになる。

（確か、美人のしかめ顔を称えたのは東洋の故事であったか。やはり緩ゆるんだ笑え顔がおなどより、その清冽な表情の方がずっとそそる――）

　内なる興奮に、心臓が大きく脈打つのが分かる。優男の整った造作は今や完全に陶然と笑えみ崩くずれていた。

　美しいものを愛する男は、「少女」という未成熟の存在に偏へん執しつ的てきな愛情を抱いていた。そしてその入れ込み具合は嗜し好こうの域を一足飛びに踏ふみ越こえ、歪みながらも信しん仰こう・美学の領域まで達していた。

　清冽の少女に執しゆう着ちやくするそんな彼かれが、揺るがない理想としたのが「聖少女セイント」である。

　――生せい殺さつ与よ奪だつの権もその思想も精神も、すべてをこちらの手に委ゆだねているにもかかわらず、手に負えないほどに気位が高く、わがままで、呆あきれるほどに無垢な、稀け有うの美しさをたたえるファム・ファタル。

（少女の何もかもを手中に収めながら、そのつま先に許しを請こう口づけをしたい）

　美しいものだけしか存在しない世界――聖少女セイントだけを集めた自分だけの秘密のシークレツト花園・ガーデンを、作る。いつしかそれが彼の宿願となっていった。
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　意を通すためには、まず自らの手で世界を統べる必要があった。

　強大な魔術師であった男は、その力でもって道を切り開こうとした。進んで泥どろにまみれるように、禁術と言われるものは全すべて試ためし、禁きん忌きと言われればもれなく手を出した。あらゆる手を尽くして宿願を追い求めた今となっては、その身が人であるかさえ怪あやしい。

　そうして苦く心しん惨さん憺たんの末に、はるばるたどり着いたのがバーミリアである。

　宿願成じよう就じゆの要かなめ石いしがそこにあると知っていた男はしかし、それを何としても手に入れるべく何人もの少女を誘拐してそのたびにハズレを引かされた。

（何度ジャンクをつかまされたことか）

　眼鏡めがねの銀のフレームに触ふれながら男はため息を吐つく。思えば遠回りをしたものだ。

　役立たずのジャンクに煩わずらわされることほど腹立たしく空むなしいことはない。結局有効活用ができたからいいものの、そうではなかったら投げ出したくなっていただろう。

「要石君がこんなにも美しいと知っていれば迷いようもなかったというのに。なぜ、ぼくは気づかなかったのだろうか。この世に唯一の特別な存在が路ろ傍ぼうの石のように凡ぼん庸ような容姿でいるはずもない、と」

　薄うつすらと熱を帯びた口調で言うと男は身をかがめ、少女の頬をその指の背でそっと撫でた。冷ややかな白磁のように見えて、ほんのりと熱が息づくその頬の柔らかな感かん触しよくは、背徳感を痛いほど刺し激げきした。

「……いやだって言ってるじゃないっ！」

　眉をひそめた少女は、伸ばされた指を即そく座ざに叩たたき落おとした。一いつ瞬しゆんだけ泣きそうに目を細めるも、ふるふると首を振ふり、すぐに感情を締め出して軽けい蔑べつの表情を作る。

　そんな様子を見ていた男は思わず口角を上げた。そんなふうにいじらしさを見せつけられると、趣しゆ味みでもないのについささやかな加か虐ぎやく心しんを煽られてしまう。彼は琥こ珀はく色いろの眸を慇いん懃ぎんに細め、薄く形のよい唇くちびるでわざと優やさしげに言葉を紡いだ。

「これはこれは、手て強ごわいお姫ひめ様さまだ。でも、いくら嫌だと言おうともこの状じよう況きようでは意味をなさないと分かっているだろう？　その気になれば、ぼくはいくらでも君に無む理り強じいをすることができてしまう。――だから、そんな悲しいことをさせる前に早く君の秘密を晒してくれないか、ぼくの可愛い聖少女マイ・デイアレスト」

　柔らかではあっても有う無むを言わせない手つきで、男は少女の手を取るとその甲こうに口づける。目を見開いた少女が怯おびえて身をすくませる感触が楽しくてたまらなかった。このまま追おい詰つめてしまいたくなる衝しよう動どうをどうにか押しとどめて、少女の顔を見つめる。

　アイスグリーンの眸を潤うるませ、悔しげに唇を噛み締めて黙り込んでいた少女はしかし、やがてどうにか落ち着きを取とり戻もどすと、男を睨みつけて気丈に言った。

「一いつ介かいの魔術師ごときが、わたしに無理強いなどできると思ってるの？　言っておくけど、わたしには大いなる秘密データを守るための『消去のシステム』があるんだから。そのシステムは半自動式セミ・オートなの……言っていること分かるでしょう？」

　いつの間にか、少女の淡いアイスグリーンの眸ひとみは、煌きらめく焔ほのおのように鮮やかな赤に色を変えていた。美しい赤色は警告を与あたえるように、ゆっくりとその光を揺らめかせる。

　儚はかなげな美少女であるはずのその姿には「何か」が顕けん現げんしていた。飾り立てられた部屋の空気が、少女の怒いかりに呼応するようにして少しずつ冷えていく。

（……本領発揮だな）

　ようやくその力の片へん鱗りんを覗のぞかせた少女に、男はにんまりと笑えみを浮うかべた。煌こう々こうと赤く光る眸に動じることなく、口づけた少女の手をうやうやしく放して言う。

「つまりは、無理強いをされた瞬間に、君は自らの意志でその『消去のシステム』を使い、大事に抱かかえている秘密を消去してしまえるということだろう？　……それはなんとも恐ろしい機能だねえ。でも、こうは考えられないかい？　ぼくが君を自分から秘密を晒したい気持ちにさせればいいのだ、と。そういう無理強いの仕方だってあるんだよ、お姫様」

　少女はその言葉にまなじりをつり上げた。激しい怒りを表すかのように、赤い光が一ひと際きわ大きく揺らめいた。

「大いなる秘密データを守ることを、わたしはグランドマスターに誓ちかったの。そして、それこそがわたしの存在理由でもあるの。何をされたってこの気持ちを譲ゆずるはずなんかないんだからっ！」

　拒絶の意思を示す冷ややかに白い造作の中で、切れ長の赤い眸が光を放つ。人ならざる少女は、その本ほん性しようの通りに浮うき世よ離ばなれして美しかった。

　それを見た男は、手に入れたものの大きさを再さい確かく認にんして鳥とり肌はだが立つのを感じた。かねてからの宿願は、確実に成就に近づいている。

　やがて少女はその深しん紅くの眼差しを、不意に怒りから嘲ちよう笑しように転じて言った。

「――それに、たとえわたしが大いなる秘密データを晒してしまっても、あなたなんかじゃ、読み解けないわ」

　挑ちよう発はつするかのようなその言葉に、男は眉を上げた。

　彼は、魔術師としての自分の力に絶対の自信を持っていた。

　根こん拠きよのない自信ではない。事実、これまでの人生で男にできないことはなかったのである。禁術も禁忌も、破は滅めつをもたらしはしなかった。

　シャンデリアの光を受けて金色に透すけるふわふわとした栗色の髪。白磁の肌に、切れ長の、今は赤く輝く眸。花びらを据すえ置おいたかのような薄うす桃もも色いろの唇。

　飾り立てた部屋に閉じ込めた、淡いブルーのドレスをまとう美しい聖少女セイントを、男はじっと見つめた。鳥とり籠かごに捕とらえた小鳥は必ず手の中に落ちてくる。何しろ自分が統べるべきは世界なのだ。乾かわいた唇を湿し、挑ちよう戦せん的てきな少女の眸に向かってぞろりと手を伸ばす。

　その時、鍵かぎのかかったドアをノックする音がした。

「失礼致いたします、ご主人様。来客がございますが、いかがいたしますか」

　ドアの外から機械的で平板な声が響ひびく。声の主は男に仕える召めし使つかいであったが、その正体は人間ではなく、男が魔術マギアで造ったホムンクルス人造人間だった。

「――誰が、来たっていうんだい？　客など呼んでいないというのに」

　少女に伸ばしかけた手を止めて、男は言った。いいところで邪じや魔まに入られた苛いら立だちで、相手は感情のないホムンクルス人造人間だと分かっているのに声が尖る。

　しかし、続いた返答でその苛立ちは立ち消えになった。

「少女が三人来ております」

（もう、誘拐してこいとは言っていないはずだが。しかも、三人？）

　不思議に思いながらも、反射的に男の脳のう裏りには、不安そうな顔で見上げてくるつぼみのような三人の少女が描えがき出だされた。ともかく一目見ておいても悪くはない。

「……ふうん。通しておいておくれ。今から行く」

　未いまだ赤く眸を光らせている少女の手を取ると、勝負はお預けだというようにその甲に口づけをする。揺らめく赤は嫌悪感に瞬またたいたが、男は微び笑しよう一つでそれをいなすと部屋から立ち去って行った。ドアにガチャリと鍵がかけられる音が響く。

　後に残された少女は、誰もいなくなった部屋で小さく呟つぶやいた。

「絶対に、読み解けないんだから。……だって、わたしを読み解けるのは――読み解いていいのは、一人だけ……お兄ちゃんだけだもの」

　煌めく焔の赤から淡いアイスグリーンに戻ったその切れ長の眸には、今にもこぼれてしまいそうに透とう明めいな涙なみだの膜まくが張っていた。
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　――くせのある明るい金きん髪ぱつを短く切り、銀のフレームの眼鏡をかけた、三十代半ばの長身痩そう躯くの優男。深い紫むらさき色いろのウエストコートを着て、首元には白いアスコットタイ。貴族のような装束をこなれた風に着こなして、手には黒い革かわ手て袋ぶくろをはめている。

　琥珀色アンバーの眸を細めたその表情は一見柔にゆう和わだが、どうにも底が見えなかった。冷たく整った造作に浮かぶのは、不気味につかみどころのない微笑である。この顔で何人もの少女を誘拐してきたのだと考えれば、背筋が凍こおりつくような思いがする。

　そんな泣く子も黙るディアボルース山の青髭、魔術師ハンバート・ブーランの姿を前にして、ソナの耳元にモールチェはこっそりとこう囁いた。

「青いひげが生えているってわけじゃないのね」

（そりゃ、実際に青いひげが生えてたらびっくりだよ……）

　いきなり天然をぶちかますその言葉にソナは何とも言えない気持ちになり、脱だつ力りよくしかけた表情筋を慌あわてて引き締めた。大きなテーブルを挟はさんだ目の前には、宿敵ハンバート・ブーランがいるのである。おかしな素そ振ぶりをすれば怪しまれてしまう。

　今、ソナたちがいるのは食堂のような役割をしていると思われる大部屋だった。テーブルや椅い子すは当然のように飴あめ色いろの艶つやを帯びるマホガニーだった。

　魔ま王おう宮きゆう殿でんには劣おとるとはいえ、庶しよ民みんには縁のない絢けん爛らん豪ごう華かな設しつらえである。

　敵の本ほん陣じんにいるという思いと、その権力をほのめかすように豪奢な調度に囲まれているという意識のせいで、ソナは身がすくむのを感じた。

　しかし、平民のソナと違い、十七歳の公爵と十一歳の侯こう爵しやくには気おくれという概がい念ねんはないようだった。

　ぎこちなくマホガニーの椅子に腰かけるソナの横では、マルコシアスが出されたアイスクリームを一心に頬ほお張ばっていた。冷たさに唇をきゅっと引き締めた後で、声を漏らす。

「あまぁい」

　大きな橙だいだい色いろの眸をきらきらさせながらトップに飾られていたサクランボをつまみ上げると、あどけない仕草で抱きしめているテディベアの鼻先に近づける。

　マルコシアスは、馬車を降りた瞬間から希代のロリコンキラーに変身していた。桃色の可憐な唇からは、少女そのものの甘あまったれた高い声が放たれる。話し言葉も絶ぜつ妙みように幼く、憎まれ口を叩いていたあの姿からはとても想像できなかった。

　これでは、マルコシアスを少年だと思う人などいないだろう。生まれ変わったのかと疑いたくなるレベルの変身具合に、ソナは内心舌を巻いた。むしろこっちが本性なのではないかと薄うすら寒さむい気分になる。

　そしてマルコシアスに負けず、モールチェの演技も堂に入っていた。

「突とつ然ぜんの訪問というご無礼、どうぞお許しくださいませ。わたくし、メイベル・ホワイトウィローと申しますの。小さな家なのでご存じないかもしれませんが、都のレオナルド・ホワイトウィロー准じゆん男だん爵しやく家けの娘むすめでございます。こちらは妹のソフィアとマリーです。わけあって都を出てきたのですけれど、右も左も分からずに心細くなっていた時に立派なお城を見つけて、ついおすがりしてしまいました」

　レースの手て袋ぶくろを外して白い指先をスプーンに絡からめると、モールチェは上うわ目め遣づかいでハンバートを見た。准男爵、とさりげなく強調することも忘れない。うっとりと細められた眼差しはどことなく艶っぽかった。

「……これは、驚おどろいた。まさか貴族のお嬢じようさん方がこんな片かた田舎いなかにお越しとは。長旅でさぞ疲つかれたことでしょう。こんなものでよろしければ、どうぞどんどん召めし上あがってください」

　ド田舎のバーミリアに都の貴族が来ることなどはめったにない。本当に驚いたらしいハンバートは、目を丸くすると優ゆう雅がな所作で更にアイスクリームをすすめた。そしてベルを鳴らして召使を呼ぶと、追加のアイスクリームを持ってくるように命じた。

　モールチェはすかさず、まあなんてお優しい、と言って微笑ほほえんだ。マルコシアスは暇ひまを持て余したようにパタパタと無邪気に足を遊ばせていた。

（ノリノリじゃないか）

　ソナは思わず心の中で突っ込んだ。これが魔ま神じんの本気かと思うと空恐ろしくなる。

「しかし、都の貴族のお嬢さん方が、どうして供もつけずにこんな田舎にお越しになったんです？　危ないということは分かっているでしょう」

　少女たちがアイスクリームを楽しむ様子に目を細めながらも、ハンバートは至し極ごく当然の疑問を口にした。その口ぶりには何かを勘かんぐるような雰ふん囲い気きは全くなかったが、計画を見み透すかされたような気がしたソナは青くなった。

（ここで怪しまれたら終わりだ…………って、痛っ！）

　瞬間、隣でテディベアを抱きしめているマルコシアスに足を思い切り踏ふまれた。脳天を突つき抜ぬけるような痛みにソナは小さく呻うめいた。たまらず小さく背中を丸める。

　そして、それとタイミングを合わせるようにして、モールチェが椅子から身を乗り出した。

「まああ、聞いてくださいますぅ？　どなた様か優しくて頼りになるお方に聞いてほしいと思っていたのですわ。本当にそれはそれはひどいことなのですもの。もうわたくし悔くやしくて心細くて仕方がなくて」

　ハンバートを見つめると、モールチェは潤んだ瑠る璃り色いろの眸を強調するようにゆっくりと瞬きをしてみせた。その後、そっと視線を下げて恥はずかしそうな顔を作る。

「わたくしったら、とんだ失礼を」

　すとん、と椅子に座り直すと、モールチェはもう一度ハンバートの顔を見つめて、切なげに震ふるえる声ででっちあげの政略結けつ婚こん騒そう動どうについて語り始めた。

「実は都を出ることにしたのは、結婚させられそうになったからですの。お父様が一言の相談もなく、わたくしたちの結婚相手を決めてしまって。聞いてくださいませ。こんなに小さなマリーにまでもお父様は結婚を強要してくるのですわ。しかも、相手の男性は三十歳年上……！　わたくしの可愛い妹がこんな目にあっていいはずがありませんわ。かく言うわたくしとソフィアちゃんの相手もそれはもうひどくて……云うん々ぬん」

　おっとりとした淑やかさを失わずにマシンガンのごとく会話を展開するモールチェから、ハンバートは目を逸らせなくなっていた。どうも内容ではなく、嗚お咽えつをこらえるモールチェのほんのりと赤く染まったあでやかな表情に惹ひきつけられているようである。

　踏まれた理由も分からないまま、じんじんと痛む足を持て余しながら、ソナはモールチェに夢中になるハンバートを見遣ってその気持ち悪さにぞくりとした。

（やっぱりロリコン…………。ていうか、すごい演技力だなメイベル嬢）

　モールチェの女優ぶりに頭が下がる思いがした。こんな適当な理由でよくそれらしい雰囲気を出せるものである。その相手を惑まどわす高度な話術はどこで習得してきたのだろうか。それとも、それこそが上流階級のお家芸か。

　そんなふうに胸を撫なで下おろしていたソナは、不意にマルコシアスから声をかけられた。

「ソフィア姉さまあ、ちょっとロビン持ってて」

　それは無む邪じや気き極きわまる甘ったれた少女の声であった。思い切り足を踏んだことなどおくびにも出さない。全く崩れないロリコンキラーの演技に恐きよう怖ふを覚えながら、ソナは唐とう突とつに出てきた「ロビン」の意味を計りかねて首をひねった。

「ロビン！　持ってて」

　頬を膨らまして絶妙なあざとさで言いい募つのるマルコシアスは、戸と惑まどうソナにテディベアを押しつけた。そこでようやくソナは「ロビン」がテディベアのことであったと知る。

（テディベアに名前を付けるとか、幼女そのものだぞ……）

　モールチェの演技には感心するが、マルコシアスのそれに至ってはあまりにも完かん璧ぺき過ぎて最も早はや恐怖しか湧わいてこない。本当は幼女なのか。そうなのか。考え過ぎたソナは、一瞬、世界の深しん淵えんを覗き込んでいるような気分になった。

　しかし、そんなソナの深淵なる恐怖心になど頓とん着ちやくすることなく、マルコシアスは身を寄せてソナに持たせたテディベアの首のリボンを結び直し始めた。そして目を伏ふせたままでぼそりと呟く。

「……血ち抜ぬきされてシチューの具にでもなりたいんですか、あなた」

　ひそめられた声は紛まぎれもなく少年のものであった。ああ、やっぱり幼女じゃなかったのかと頭の片かた隅すみでソナは思う。しかしそんなことに感じ入っている場合ではないので、とりあえず小声で問い返した。

「……えっと、今、何て言いました？」

　ハンバートは相変わらずモールチェとの話に夢中になっていて、ソナとマルコシアスの方にまでは注意を向けていないようだった。これなら気づかれずに済みそうだと小さく息を吐く。

「あなた、自分が足踏まれた理由分かってます？　考えていることが顔に出てるんですよ。本当にいい加減にしてくださいよ。こんな恰好までさせておいて、次にドジでも踏もうものなら即そつ刻こくシチューの具にしてやりますから」

　まなじりをつりあげて恨うらめしげにマルコシアスは言った。

（シチューの具ってなんだよ。……ていうか、この恰好やっぱり嫌だったのか）

　考えてみれば、プライドの高さも青あお天てん井じようであろうマルコシアスが女装など喜んでするはずもなかった。主人の命に仕方なく従ったのだろう。見上げた忠誠心である。

　しかし、そんなふうに一瞬同情しかけたソナに、マルコシアスは突とつ然ぜん爆ばく弾だんを投下した。

「とりあえず、今からここ出ますから。今度は顔に出さないでくださいよ、大根」

　リボンを蝶ちよう々ちよう結びにし終えると、さっさとテディベアを抱だき直なおす。

　前まえ振ふりも何もないその言葉にソナは慌てた。

「ちょっ、待っ……」

「メイベル姉さまあ、難しいお話つまんない。マリー退たい屈くつしちゃった。お城探検にいきたあい」
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　聞く耳を持たず、そう言うが早いかマルコシアスは椅子から立ち上がった。モールチェのところまで駆かけて行って、その膝ひざの上にこてんと頭を預ける。

　膝にじゃれつかれたモールチェはこの上なくゆったりとした調子で、あらあら、と言った。ハンバートに、話を中断することを詫わびるような目配せをする。

「マリー、今はブーラン様と大事なお話の最中なのよ。いい子だから大人しくしてて頂ちよう戴だい」

　口調だけはマルコシアスに言い聞かせるように言うものの、表情は至って穏おだやかで本気で諭さとしているようには見えなかった。

「だってつまんないんだもん。お城のお部屋が見たいの。ねえ、いいでしょ？」

「あらぁ、困ったわねえ」

　スカートをぐいぐい引っ張ってせがんでくるマルコシアスの頭を撫でながら、おっとりとモールチェは言った。打ち合わせでもしていたのかというほど自然な対応であった。驚いた様子もなければ、ぎこちなさもない。

（これ、アドリブだよな。打ち合わせとかなかったし……）

　勝手に展開していく事態に、ソナは主従の恐おそろしさを知る。アシストが正確無比である。自分だけが置いて行かれているような焦あせりを覚えた。

「マリーちゃんはいくつだい？」

　ハンバートがアンバーの眸を細めて問うた。マルコシアスはモールチェの膝の上で猫ねこのように身じろぎをすると、ハンバートの視線を捉とらえていたずらっぽく笑う。そして薄桃色の唇を開くと、いささか舌足らずに言った。

「マリーはね、九歳よ！　お兄さん」

　巧こう妙みようにあざとさの毒をしこんだあどけない声こわ音ねで「お兄さん」と呼ぶ。橙色の猫目を瞬またたくと、ふふん、と可愛らしく得意げな顔をしてみせた。まるで一週間前に誕生日を迎むかえたばかりといった風ふ情ぜいである。

（……ごく自然に、サバ読んでやがる）

　ソナはぐっと表情筋を引き締めながら戦せん慄りつした。誰しもが持つ本能のいけない部分をくすぐってくるような仕草と声音である。正体を知っているはずの自分でさえ、「お兄さん」という呼び方に庇ひ護ご欲よくが煽あおられるのを感じた。

（……やばい。もう何も信じられない。自分さえも信じられない）

　内心顔を覆おおいたい気分になりながらハンバートの顔を盗ぬすみ見ると、案の定「お兄さん」にやられたらしく、その視線はモールチェの膝の上で頬を膨らますロリコンキラーに釘くぎ付づけになっていた。

　少女を見つめる冷たく整った造作の中で、柘榴ざくろのように赤い舌が薄い唇を湿しめす。

（うわ、気持ち悪過ぎる……！）

　舌舐めずりにしか見えないその仕草にソナはぞっとした。

　本物だ、と頭の中で警けい鐘しようが鳴なり響ひびく。ニーナと繋つなげて考えると恐きよう慌こうに陥おちいってしまうのは明らかだったので、必死に切きり離はなした。どうにか顔がこわばらないように苦心する。

「ほら、マリー。もうぐにゃぐにゃしないの。しっかり座って頂戴。姉さま、お膝が疲れてきちゃったわ」

　ハンバートを見るでもなく、モールチェは相変わらずのおっとりした声でマルコシアスを諭していた。手元に広がる波打つ銀ぎん髪ぱつを柔らかに梳く。その姿は本物の姉であるかのごとくに淑やかで優しく、幼い妹をあやす光景は一枚の絵のように様になっていた。

「えー、じゃあ、きちんと座ったらお城の中を探検してきてもいい？」

「ダメよお。困ったさんね、大人しくしてなさいな」

　眉尻を下げて困ったように言うモールチェを見て、マルコシアスはますますむくれた。

　どうにか身は起こしたものの、口を尖らせている。淡あわいピンクのリボンでツインテールにした銀髪が尻尾しつぽのようにしなやかに揺れた。

　その姿からは、言葉にならない強力なアピール光線が放出されていた。橙色の大きな猫目がその退屈を訴うつたえるように光っている。きまぐれとわがままを当然の特権と思わせてしまうような理り不ふ尽じん極きわまる愛らしさがそこにはあった。

　その理不尽な魅み力りよくが変態嗜好者ロリコンに絶大なる効果をもたらすであろうことは明白だった。ソナは最も早はやその姿を確認せずとも、さきほどの経験則でハンバートが陥かん落らくすることを知っていた。舌舐めずりは見たくないのでさりげなく目を逸らしておく。

　果たして、澄ました耳には強しいて興奮を抑えたのだろう声が聞こえてきた。

「……九歳のお姫様に我が慢まんをさせるのは酷こくというものだ。マリーちゃんのお気に召すかは分からないけれど、城の中を探検してみるかい？」

　こうして、ディアボルース山の青あお髭ひげの異名を持つ、百人の兵士をその魔術マギアで焼殺した魔ま術じゆつ師しは、可か憐れんなる九歳の少女マリー・ホワイトウィロー嬢の前にあっさりと居城探たん索さくの権利を投げ打ったのであった。


＊



　ハンバートはソナたち三人を連れて、自らの居城を案内した。

　――客間、書しよ斎さい、温室、大広間、展示室、衣い裳しよう部屋、回かい廊ろう、寝しん室しつ、ダンスホール。

　広大なる城館には、驚くほどの数の部屋があった。その上、城主が魔術師であるだけに、調度として飾られる品々は怪しげで珍ちん奇きな物が多かった。

　魔導書グリモアの記述を思い出していたソナは、そんな品を見るたびに声を上げそうになるのを何とかこらえていた。禁術に用いるような禁忌の品がそこかしこに平気で置いてあるのだからたまらない。まさに邪じや悪あくに染まる魔術師の館やかたそのものであった。

　しかしながら、栄光ハンド・オブの手・グローリーにもマンドラゴラにもゴーレムの目玉にも今は用はないのである。問題はいかにして目的を悟られることなく、ニーナの元までたどり着くかということであった。そして、そんな道行きでロリコンキラーのマリー嬢はその力をいかんなく発揮していた。

「つまんなあい、気持ち悪ぅい。だって、ぱさぱさに干ひからびた黒い手にも、呪のろいのサファイアにも、空を飛ぶかもしれない絨毯にも、マリーは興味ないんだもの。もっと綺き麗れいで可愛くてふわふわしてて楽しくなっちゃうような部屋に行きたいの」

　淡いピンクのドレスのフリルを翻し、マルコシアスは頑がん是ぜなく文句を言う。白銀のツインテールをゆらゆらと舞まい遊あそばせ、華きや奢しやな手足でダンスホールを軽かろやかに飛び回る様はまさに子こ猫ねこのようだった。

（綺麗で可愛くてふわふわしてて楽しくなっちゃうような部屋って……）

　横で聞いていたソナは、マルコシアスのざっくりとした指定に何とも心配な気持ちになった。果たして、そんな言い方でハンバートは自分たちをニーナがいる部屋に連れて行くだろうか。

（早く、一刻も早く、ニーナをこんなところから助け出してやらないと）

　――獲え物ものを前にした爬は虫ちゆう類るいのようなアンバーの眸に、舌舐めずりをする柘榴のように赤い舌。

　大魔術師ハンバート・ブーランは、本物の変態嗜好者ロリコンだった。冷たく整ったその造作に浮かぶのは歪みきった欲望であり、絡みつくようなその情念に鳥肌が立つ。それがニーナにも向けられていたことは確実だった。ぞっとするような男の元に、一人きりで捕われていてどんなに恐ろしい思いをしていることか。

　気持ちだけが急せいていく。ソナはそっと顔をそむけて唇を噛んだ。コルセットで締め上げられる胸が苦しくて仕方がなかった。どす黒い不安が立ち込めて前が見えなくなってしまう。ここまできたのに、と砂を噛むような思いになった。

「ここまできたのよ。だから大だい丈じよう夫ぶ」

　刹せつ那な、耳元に囁くような声がした。ソナは弾はじかれたように目を上げた。

　視線の先ではモールチェが、横顔だけで柔らかに笑っていた。マルコシアスに夢中になるハンバートから見えないように数歩だけ下がると、素知らぬ顔でソナの手をきゅっと握る。

　レースの手て袋ぶくろ越ごしのほのかな体温と、今日は化け粧しようで鮮やかに彩いろどられている瑠璃色の眸。それがじわじわと胸の内に沁しみ込こんで少しずつ不安を溶かし出した。

（この人は、なんでいつも気づくんだろう）

　ソナはぼんやりと不思議に思う。

　十七歳の少女魔神は、気持ちが弱った時に最適の言葉を、表情を、まるで気持ちが伝わっているかのように、至極自然に出してくる。その夕日の赤色をした髪かみのように温かな笑顔で、弱った気持ちにぴたりと添そって有無を言わさず不安を溶かしてしまうのだ。少し強ごう引いんですらあるその力にソナは簡単に屈くつ服ぷくしてしまう。

　握った手に少しだけ力を込めて、ソナの眸を見つめたモールチェはくすりと笑う。華はなやかに結ゆい上あげた巻まき髪がみがあでやかだった。つややかに赤い唇で言う。

「見ているといいわ。きっと今のマリーちゃんは無敵よ」

　無敵。その言葉を聞いて、ソナはマルコシアスを眺めた。

　自らの正当なる不満足を主張する、愛らしいロリコンキラーは、その大きな橙色の眸でじっとハンバートを見つめていた。あどけないその魔ま性しようは見る者ロリコンを勝手にとりこにしてしまう。

「……分かったよ。じゃあ、特別にとっておきの場所に連れて行ってあげよう」

　情欲に焦がされ、隠かくし切きれずに上ずる声音でハンバートは言った。絶大なる魔術マギアの力を持ち、風ふう采さいも優すぐれた男は、すでにして九歳の少女の下げ僕ぼくに成り下がっていた。

（……綺麗で可愛くてふわふわしてて楽しくなっちゃうような部屋）

　ソナは高鳴る鼓こ動どうを抑えて、城館の奥おくへと歩いていくハンバートの後を追った。マルコシアスの優ゆう秀しゆう過ぎる演技によって、その部屋への扉とびらがついに開かれたのであった。

　ハンバートに連れて行かれたのは、今まで回った部屋からは隔てられた場所にある、入口に鍵のかけられた回廊だった。初見の者ではたどり着けないであろう奥まったその佇たたずまいに、ソナとモールチェは思わずちらりと目を交わす。マルコシアスは、ハンバートの横で企たくらみを綺麗に押し隠して上じよう機き嫌げんにぴょんぴょんと跳ねまわっていた。

　入口の鍵を開き、深緑の絨毯が敷しかれた黒大理石の床ゆかを進んでいく。籠こもったオレンジ色の照明が灯るその内装は、単に豪奢に飾り立てられていただけの今までの部屋とは雰囲気を異にしていた。

　長い回廊を突きあたりまで進むと小さなドアが現れた。ハンバートはその鍵穴に凝った意い匠しようの黒い鍵を差し込む。

「――ぼくの可愛いお姫様、君に素敵なお客様を連れて来たよ」

　ぞっとするような猫なで声で紡つむがれたその言葉に、ソナはニーナがこの部屋の中にいることを確信した。緊張のあまり喉のどがからからに渇かわいてひりついた。こぶしを痛いほどに握りしめて、ハンバートが鍵を開けるのを見つめる。

　その時、突とつ如じよマルコシアスが本物の猫のごとくアグレッシブにハンバートに飛びついた。

「きゃあ」

　転んだふりだとでも言うつもりなのか申し訳程度に可愛らしく悲鳴を上げ、マルコシアスは全体重をかけてその肘ひじをハンバートの鳩尾みぞおちに思い切り押し込む。骨同士がぶつかるようなゴッという嫌いやな音が響いた。

「――――っ？」

　突然の出来事に呆あつ気けにとられるソナの脳裏で、瞬しゆん間かん的てきに裏うら拳けんで腹パンされたルシファーの姿がフラッシュバックした。内臓がこぶしの形にへこみそうなアレである。

（これ相当痛いやつだ）

　マルコシアスの下敷きになって床に倒れ込むハンバートを見て、圧あつ倒とうされたソナが思わず顔をしかめていると、モールチェが耳元で囁いた。

「行くわよ」

（え、何……？）

　応ずる間もなくモールチェに腕うでを取られ、苦しげに呻くハンバートを尻しり目めに開け放たれたドアの中に引きずり込まれる。部屋に入って素す早ばやく後ろ手にドアを閉めたモールチェを見て、訳が分からなかったソナはようやくこれもアドリブなのかという驚きが湧いてきた。

　ハンバートを振り切って、部屋の中に侵しん入にゆうする。

　力技でそれをやってのけた魔神二人のスペックに呆ぼう然ぜんとする。

　そして、展開の速さに追いつけずに放心しているソナを横目に、モールチェは、ふう、と息を吐いて一仕事を終えたかのように言った。

「ともかく第一関門は通過したわね。でも、こんな狭いところではとても戦えないから、あとで別の場所におびき出す計画を立てましょう。ほら、ソフィアちゃん――じゃなくて、ソナ、今なら少しの間はマルティーが優秀な手練手管で変態さんを押おさえてくれるから」

　モールチェの言葉にソナははっと我に返った。慌てて、部屋に目を走らせる。神経が高ぶって、心臓が壊れそうなほど脈打っていた。

　――金のシャンデリアにレースのカーテン、淡いピンクの天てん蓋がい付きベッド、凝った細工が豪ごう奢しやなドレッサーミラー。視界を華やかに彩る少女趣味の調度の片隅で、ニーナは驚きに目を見開いてこちらを見ていた。

「ニーナ」

　刹那、口からこぼれるように名前が漏れた。

（やっと…………！）

　湧き上がってくる思いを整理できず、ソナはただその姿を見つめることしかできなかった。名前を呼んだそのままの形に口を開いたまま、静かに息を震わせる。

　視線の先で、ミントのソーダのように淡い、澄すんだアイスグリーンの切れ長の眸が、その視界に捉えたものを確認するように何度も瞬きをする。

　次の瞬しゆん間かん、凍っているかのように涼やかに整い過ぎたその造作が、溶けるようにして緩んだ。花を据え置いたように可憐な唇が小さく震えながら、言葉を漏もらす。

「お兄ちゃん……っ」

　そのアルトの声を聞いた瞬間に、心の中で何かが決けつ壊かいした。

　ソナは、調度を蹴け散ちらすようにしてニーナの傍そばに走り寄ると、華奢なその体を思い切り抱きしめた。久しぶりの体温に痛いほどの心地ここちよさを覚えながら、噛み締めた歯列の間から声を漏らすようにして言う。

「ごめん」

　溢あふれる気持ちは、言葉にならずに熱となって喉のど元もとにせり上がる。ふわふわと柔やわらかいその髪を、震える細い肩かたを、精一杯掻かき抱いだいてソナは嗚咽を抑おさえつけた。怖かったのも、辛かったのも、心細かったのも、ニーナであって自分ではない。

「……お兄ちゃん、怖かったよ」

　切れ長のアイスグリーンの眸から、涙がほろほろとこぼれ落ちる。勝ち気で気丈なニーナのことだから、きっと涙も見せずにハンバートに対たい峙じしていたのだろう。一人きりでずっとそんな思いをしていたと考えると胸が締めつけられるような気がした。

（……もう二度と、こんな思いはさせない）

　ソナは唇を噛かみ締しめて、そう誓った。

　震える小さな背中に回した手にそっと力を込める。

　その後ニーナが泣きやむまで髪を撫で続けたソナは、モールチェに声をかけられた。

「そろそろ変態さんも入ってくるかもしれないから、ちょっとニーナちゃんに説明をさせてもらってもいいかしら」

　ソナに抱き着いているニーナを見て申し訳なさそうに言う。そこでモールチェに一部始終を見られていたことに気づき、ソナは赤面した。自分も泣きそうな顔していたのを見られていたのかと思うと、穴があったら入りたい気持ちになる。

（いや、泣いてないし。別に見られてもいいし……）

　額に手を当てて、声には出さず言い訳のように独りごちる。

　そんなソナには構わずモールチェはニーナの前にふわりと膝をつくと、目線を合わせて言った。

「ニーナちゃん、初めまして。私はモールチェ・グレイ。ソロモン七十二柱のグレモリーっていう魔神なの。ソナの――お兄ちゃんの仲間だから安心してね。あとはもう一人、十一歳の男の子……うん、今は女の子の格好をしているのだけれど、マルコシアスっていう子がもうすぐこの部屋に入ってくるわ。その子も味方だから驚かないで頂戴」

　瑠璃色の眸で微笑む魔神を前にして、ニーナは瞬きをした。しばらくモールチェの顔を見つめた後、確かめるように小さく呟く。

「……ソロモン」

　その声を聞いたソナは少しだけ不思議な気持ちになった。

　魔神であるという言葉の方にもう少し驚くかと思っていた。当然ながらニーナは魔術マギアについては何も知らないし、魔導書グリモアを読んだこともない。魔神の存在だって理解の外であるはずだ。

（でも、この土ど壇たん場ばだしな。いきなり言われてもピンと来ないよな）

　何も言わずにアイスグリーンの眸でモールチェを見つめているニーナに、とりあえず補足の説明をしようとソナは口を開いた。

　しかし、その瞬間、音高くノックが響く。

「変態さんが来るわね」

　モールチェの言葉に、ニーナがきゅっと表情を引き締めた。淡いブルーのドレスの裾すそで涙を拭ぬぐう。ソナはその判断の速さに驚いた。

　ソナを見つめるその顔は、頼たよりない妹というよりは聡そう明めいな美少女のそれであり、なぜかどきりとする。さっきまで腕の中で泣いていた少女と同じようには見えなかった。誰だれよりもよく知る妹だというのに、と少しばかり不思議な気分になる。

「お兄ちゃんと、モールチェさんの呼び名は何なの？」

　ドレスを着ているソナを眺ながめて冷静にそう尋たずねるニーナに、モールチェが驚いたように言った。

「ソナがソフィアで、私がメイベルよ。……ソナ、すごく頭のいい妹さんなのね」

　その言葉にソナがつい頷うなずいてしまったところで、バタンとドアが開いた。

「わあ、すごーい。可愛かわいいお部屋！」

　弾はじけるような声音と共に足取り軽いマリー嬢と、心なしかよろめきがちになっているハンバートが入ってくる。

　瞬しゆん時じにメイベルに成り代わるモールチェと、きゅっと唇くちびるを噛み締めるニーナの隣となりで、ソナはさっきのアグレッシブな鳩みぞ尾おち突つきを一体どうやって正当化したんだろうと考えずにはいられなかった。

（なんか、マリー嬢ロリコンキラーさん、表情が死んでるんだけど……）

　考えるうちに、また深淵に飛び込むような恐ろしい気分になってきたので思考を封ふう印いんする。この世には不思議がいっぱいであるとだけ思うことにした。

　こうして、あでやか、可憐、清せい楚そが競演する爛らん漫まんの花の宴えんにハンバートが酔いしれているうちに、ハニートラップは半ば成功を収めたのであった。







５、パジャマパーティー作戦会議とガーデンパーティー大作戦







　夜になり、ハンバートに案内された寝室は想像を裏切らず豪ごう華かなものだった。調度品は贅ぜいを尽つくしたものばかりで、三台並んだベッドは、一つ一つが大人が五人は楽々と寝転べる広さがあった。

　モールチェとソナとマルコシアスは揃そろって中央のベッドに正座していた。フリルのネグリジェを着て、額を突き合わせるように作戦会議を始める。

「でも、驚いたわあ。ニーナちゃんって本当に綺麗な子なのねえ。それに、とっても頭がいいのね。回転が速いっていうのかしら……」

　髪をおろしたモールチェはクッションを抱きながら言った。メイベルの化粧を落としたその顔は歳としより幼く見える。

「まあ、確かに誘ゆう拐かいされるだけの容姿ではありましたね」

　長い銀髪のウィッグを未だにかぶっているマルコシアスが、邪魔そうに髪を払はらって言った。出で立ちは変えていないのにマリーからマルコシアスに戻もどっているその姿に、ソナは首をひねった。考えても仕方ないとは知っていても、目まの当あたりにするとやはり不思議な気分になってしまう。

「……すごいわ、ソナ。マルティーが女の子の容姿を褒ほめるのは初めてよ」

　マルコシアスの言葉にモールチェが目を丸くして、ソナの袖そでを引っ張った。

　さっきのあの言葉は褒めていたのか、とソナはぼんやりと思う。口調が素っ気なさすぎてそんな雰囲気は全然しなかったのである。どうにもありがたみに欠ける。

　マルコシアスはモールチェの言葉に照れるでもなく、いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「単に今まで褒めるような対象に出会ってこなかっただけですよ。それより、ニーナを取り戻して戦せん闘とうに持ち込むまでの計画を立てますよ。あんな変態は野放しにしておいたら何をするか分かりませんからね」

　何気に失礼な発言をかますマルコシアスにモールチェは一いつ瞬しゆんむくれたが、変態のくだりは同意見だったらしく、すぐに思案顔で計画について考え始めた。瑠璃色の眸ひとみが真しん剣けんな色を宿す。

「仮にも百人を焼き殺す魔術師ですからね。あらかじめニーナをしっかりとこちらに確保してからでないと戦闘は危険です」

　マルコシアスの淡々とした声を聞きながら、ソナは一瞬ぞくりとした。

　大魔術師と魔神の対決――脳のう裏りに地じ獄ごく絵図が描えがき出だされて、慌てて首を振ふる。どうにか万全の守りを期して戦いに臨まなくてはならない、と眉まゆ根ねを寄せて考えた。

　その時、モールチェが思いついたというようにぽろりと言った。

「ガーデンパーティーっていうのは、どうかしら？」

「…………えっ？」

　薄うす桃もも色いろの唇から出てきたファンシーなその単語に、ソナは首を傾かしげた。

　ガーデンパーティーとは、バラなどが咲さき誇ほこる庭園で優雅に紅茶と料理を楽しむ野外の宴という解釈で正しいのだろうか。それでいけば地獄絵図になるかもしれない戦いの舞台が、ポットとティーカップとバラの花にほんわかと彩られているということになる。

　殺人的なまでのミスマッチ感に、ソナは思わずモールチェを見つめた。

　丸い瑠璃色の眸は曇くもりなく、特に冗じよう談だんを言っているふうでもない。モールチェは抱いていたクッションを置くと、さらりと言葉を続けた。

「大切なのはニーナちゃんを確保することだもの。ガーデンパーティーなら部屋から連れ出してくるでしょう。変態さんから引き離してしまえば、私が防ぼう御ぎよ壁へきを展開して守れるし」

　その言葉にソナは思わず目をみはった。長い髪を肩に垂らしたモールチェをじっと見てしまう。そして、その瑠璃色の眸を眺めるうちにようやく思い出した。

（……ああ、そうだ。この人も二十六の軍団を率いる地獄の公こう爵しやくだった）

　見た目が十七歳の少女であろうとも、その正体はソロモン七十二柱の魔神グレモリーである。魔神級の攻こう撃げきを防ぐことのできる防御を展開できても何の不思議もない。

　とはいえ、十一歳にして戦せん闘とう狂きようのマルコシアスとは違ちがい、いつものほほんと笑っているモールチェが戦いに参加しているというのはどうにも想像しにくかった。強大な魔神グレモリーなのだと知ってはいても、どうしても危なっかしい気がしてしまって、怖こわい。

（マカロンを片手に紅茶を楽しんでいる方がよっぽど似合ってる）

　そう思うソナを尻目に、マルコシアスが言う。

「いいかもしれないですね。それで考えますか」

　あっさりと了承したマルコシアスの言葉を聞いて、ソナはモールチェが実はかなりの戦闘能力を持っているのではないかと気づいた。その衝しよう撃げきの真相を確かめるべくモールチェの顔を見遣る。

　モールチェはそんな物問いたげなソナの視線を受けてにこりと笑って言った。

「グレモリーは、慈じ悲ひの女公爵だから専守防衛なの。でも学校アカデミーでは、私、『楯の女神ガーデイアナ』って言われていたのよ。盤ばん石じやくの守りで臨むから任せて頂戴ね」

（……学校アカデミーって、あの魔王妃リリスが同級生でルームメイトだったっていうやつか。高位魔神ばかり集めて一体何を教えてるんだろう）

　何となく遠い目になりながら、ソナはぼんやりとその勇ましい二つ名を呟つぶやいてみた。

「『楯の女神ガーデイアナ』……」

　何とも頼もしい慈悲の女公爵グレモリーもあったものである。可憐な笑え顔がおとのギャップが最も早はや清すが々すがしい。

「じゃあ、詳細を詰つめますよ」

　マルコシアスが飄ひよう々ひようと言った。最早払うのも面めん倒どうになったのか、長い髪をぐるぐるとねじって横に流している。露あらわになった華奢な首元には十一歳相応の幼さが見えた。そのままで大人びた口を利くので違い和わ感かんが漂う。

「私がハンバートの注意を逸そらすので、その間にニーナを確保して貴女あなたは防御壁を展開してください。あなたは、とりあえず防御壁内で一応の戦闘要員として備えていてください。さすがに攻撃要員がそちらの近くに一人も控ひかえていないという事態は避けたいので」

（なんか、簡略だな）

　了解、とモールチェがあっさりと応じる横で、ソナは多少不安になりながらも頷く。当然ながら、本番のみの一発勝負であるため詳細などは決められるはずもないのだ。今日のようにアドリブと機転で乗のり越こえていくしかない。

（……でも、役者は揃ってる）

　戦闘の魔ま神じんマルコシアスと、防御の魔神グレモリー。

　図らずも完璧になった自じ陣じんの構図に、ソナは驚かずにはいられなかった。これはひょっとすると最強の布陣ではないだろうか。アザゼルではなくグレモリーを召しよう喚かんできてしまったという幸運がこんなふうに作用するとは思わなかった。

（これなら、きっとニーナを助け出すことができる）

　そう実感すると、ずっと肩にのしかかっていた重みが消えたような気がした。ソナはほっと息を吐つき、ベッドのヘッドボードに寄りかかった。

「そういえば、あなた王宮図書室で借りた本は全部覚えたんですか？　最低限あれぐらいは覚えていてもらわないと戦力にならなくて困るんですけど」

　ネグリジェのフリルを迷惑そうに眺めていたマルコシアスが、ふと思い出したように言った。橙だいだい色いろの猫目は、マリーの時の愛あい想そは何だったんだと思ってしまうくらいに無愛想にソナを眺めていた。

「覚えましたよ、全部」

　ソナはついうんざりと答えた。呪じゆ文もんなどは寝言で言うんじゃないかというぐらいに脳裏に刻みつけてある。青髭の城に乗り込むのにできることは全すべてしたのだ。

「そうだわ。前から気になっていたのだけれど、ソナは私が初召喚よね。召喚術は誰に教わったの？」

　夕日の赤色をした髪をさらさらと揺ゆらして尋ねてきたモールチェに、ソナは応じた。

「教わったりはしてないんです。家の書斎にあった本を読んで学んだので。独学ですね」

　グラマー・スクールを卒業してからは、ソナには独学しか道が残っていなかった。

　父親が家にいれば違ったのだろうが、彼かれは糸の切れた風船のようにいつも所在不明で頼りようもなかった。それに他人に習うということは、どうしてもグラマー・スクールのあの視線を思い出させた。投げつけられる嫉しつ妬との毒は今でも骨の髄ずいに沁みついている気がする。

「えっ、うそ。独学？　独学で私を召喚したの？」

　モールチェは目を丸くして素すっ頓とん狂きような声を出した。驚おどろいた顔のままで身を乗り出して、ソナをじっと見つめる。前傾姿勢になり、長い赤色の髪が肩からするりと滑すべり落おちた。

（なんで、そんなに驚くんだ……？　っていうか、近い！）

　息がかかりそうな距きよ離りで瞬まばたきをするモールチェの瑠る璃り色いろの眸に、ソナは怯ひるんだ。

　あでやかだった化粧を落とした素す肌はだは柔らかそうな白さをたたえている。色々な意味で眩まぶしくて目を瞑つぶりたくなった。確か、初召喚の時もこうだったなあと感かん慨がい深ぶかい気持ちになる。癖くせだとしたら随ずい分ぶんと危なっかしい。無防備過ぎる楯の女神ガーデイアナもあったものである。

　モールチェはソナが赤くなって目を泳がせるのに構うことなく、更さらに距離を詰めながら興奮気味に言った。とうとう肩に手がかかる。

「ソナ、あなた何それって顔しているけれど、これはすごいことなのよ……？　召喚術って難しいのは分かるわよね？　難解な言語を理解する力と、煩はん雑ざつな儀式をこなす細やかさと、複雑な魔ま法ほう陣じんを正確無比に描びよう画がする技術が必要とされる高等魔術テウルギアだもの。一昔前までは、長い修練を積んだ老齢の魔術師しか成功させることができなかったそうよ。今は召喚師も随分若くなってきたけれど、熟練の召喚師に師事したり、魔術マギアの専門機関で学んできたりした人ばかりよ。しかも、私は高位魔神でしょう？　自じ慢まんじゃないけれど召喚難度はとびきりだもの。グレモリーを独学で召喚したなんて言ったら、それは……」

　その時モールチェの途と切ぎれた言葉を継ぐようにして、マルコシアスが横からつまらなそうな声で言った。

「天てん賦ぷの才、ですかね」

「そう、召喚術の天才――ソロモン王の天稟ギフトよ！」

　言いたかった言葉を見つけたらしいモールチェはそう言うと、瑠璃色の眸を輝かせてソナに抱き着きかけた。ベッドのスプリングがギイッと大きな音を立てる。

（ちょっと待て、それは……っ）

　しかし距離を詰められ過ぎて逃にげ損そこねたソナがモールチェに抱き着かれる前に、ソナの顔にクッションが命中した。伸のばされたモールチェの腕が空をかく。

「ぶはっ」

　まともに顔でクッションを受け止めたソナは軽く咳せき込こんだ。反動でヘッドボードにぶつけた後頭部をさすってどうにか落ち着きを取り戻した後で、容よう赦しやなく顔面を狙ねらった仇きゆう敵てきを恨みがましく睨にらみつける。

「危なっかしいんですよ、貴女は」

　ソナにクッションを投げつけた張本人であるマルコシアスは、悪びれもしないどころか、自分を睨むソナをさえさらりと無視してモールチェに言った。

（ああ、なるほど……）

　その言葉で、変なところで無防備なモールチェが痛い目も見ずにふんわりと無防備なままでいられたわけをソナは知った。優秀で獰どう猛もうな番犬ガードドツグならぬ番狼マルコシアスがずっと後ろに控え、不ふ埒らち者ものを蹴散らしてきたからである。

「マルティー、人の顔に向かって物を投げないの！　怪け我がしたら大変でしょう」

　ここに至ってさえピントのズレたことを言うモールチェに、マルコシアスは深いため息を吐いた。モールチェに自分の意図が伝わらないのはもう折り込み済みなのか、無む駄だな努力をすることもなく、さっさとソナに苛いら立だちをぶつけてくる。盛大な舌打ちを投げつけられたソナはどうにも理不尽な気持ちになった。

　ともあれこうして本作戦はガーデンパーティーに決まり、三人は各自のベッドに解散して消灯を迎えたのであった。


＊



　――作戦会議の二日後、ついに本作戦の日はやって来た。

　視界に広がるのは緑の芝生と、美しく剪せん定ていされた白いバラの茂み。

　風光明めい媚びな山の頂上の庭園。その中央には小さな白い噴ふん水すいがあり、そこから少しばかり離はなれた所に、色とりどりの菓か子しと料理が載のせられたガーデンテーブルと、人数分の椅い子すが置かれていた。ガーデンパーティーと聞いて誰もが思おもい浮うかべるような模範的で優ゆう雅がな風景である。

　快晴の空の下、モールチェは、テーブルの上のマカロンを品よくつまんでいた。

　その横では、フリルだらけのエプロンドレスを着せられたマルコシアスが、まだハンバートが来ていないために仏頂面のまま庭の広さを適当に確かく認にんしている。

　そこからは、これから戦いに臨むとは思えない余よ裕ゆうが感じられた。

　そんな魔神二人の余裕しゃくしゃくの佇まいを、ソナは感服するような思いで見ていた。足先をかすめるドレスの裾をどうにか踏ふまないように捌さばく。

「まさか、こんなところでマカロンを食べられるとは思わなかったわ」

　マカロンを片手にほんわかと幸せそうに笑うモールチェに、マルコシアスが片かた眉まゆを上げて言う。

「感謝してくださいよ。ついでに変態にねだっておいたんですから」

「ありがとう、マルティー。――ところで、変態さんは、ちゃんとニーナちゃんを連れてきてくれそうかしら？」

「私があれだけねだったんです。連れてこないはずがありませんよ」

　マルコシアスはまなじりをつり上げ、うんざりとした冷たい声で言った。

　ソナは、ニーナとガーデンパーティーがしたいとハンバートに可憐な上うわ目め遣づかいでねだり、見事にその開かい催さいを勝ち取ったマルコシアスの勇姿を思い出して、頭が下がる思いになった。素晴らしいを通り越して凄すさまじいロリコンキラーぶりである。

「……よく入りますね。朝食もそれなりに食べていたでしょうに」

　もぐもぐとマカロンを頬ほお張ばって至福の表情を浮かべるモールチェに、マルコシアスが呆あきれたように言った。ガラスの大皿の上に飾かざり物もののように並べられていたマカロンは、今やその三分の一ほどが消えてなくなっていた。消えゆく様を目の当たりにしていたソナも信じられない思いになる。

「だって、マカロンは別腹だもの。……あら、もうおやつの時間はおしまいみたいね」

　城の方にちらりと目を遣やったモールチェはそう言って優雅に口元を拭った。

　そびえたつ赤レンガの城から、深緑色のウエストコートをまとった長身の男と、桜色のドレスを着た栗くり色いろの髪の少女が出てきた。

　背の高いハンバートは小こ柄がらなニーナの歩調に合わせるようにしてゆっくりと近づいてくる。途と中ちゆうでニーナの手をさりげなく握にぎりかけ、手ひどく打ち払われていた。

　それを見ていたソナは思わず顔をしかめそうになった。

　どうしてこんなに気持ちが悪いのだろうと不思議にすらなってくる。そんな男がニーナに触れていると考えるだけで殺意が湧わいた。

「もれなく気持ち悪いですね、あの変態は」

　ソナと同感だったらしいマルコシアスはそう言いながらも、無愛想な仏頂面からあどけない笑えみに瞬間的に表情を変えた。行きますよ、とひとことだけ言うと、ロリコンキラーに成り代わって、徐じよ々じよに近づいてくるハンバートに向かってせがむように呼びかける。

「お兄さん、早く早く！　マリー、もう待ちくたびれちゃったあ」

　そんなマルコシアスを横目にモールチェがおっとりとした笑みを浮かべながら、ソナに言った。

「じゃあ、わたくしたちも変態さんからニーナちゃんを取り戻しに行きましょうね」

　作戦開始は、こうして至し極ごく優雅に宣告された。

　たたた、とハンバートに走り寄っていくマルコシアスの後ろから、モールチェとソナは令れい嬢じよう然ぜんとした足取りでゆったりと歩いて行った。

「ニーナちゃん、こんにちは。こっちで一いつ緒しよにバラを見ましょう」

　その胸に飛びつかんばかりにはしゃぐマルコシアスに真性の変態嗜好者ロリコンであるハンバートが釘くぎ付づけになっているのを見ながら、モールチェはニーナに声をかけた。連れ立っているソナもできる限りの令嬢然とした微笑ほほえみを浮かべながらそれに続く。

　三人でたわいない会話をしながら、ガーデンテーブルから離れた場所にある、大輪の白い花が咲き乱れるバラの茂みまで移動した。花を愛めでているかのような姿勢を取り続けながらタイミングを計る。

　見れば、相変わらずハンバートには思わせぶりな仕草で足元にまといつくマルコシアスしか見えていない。それを確かめると、アイスグリーンの眸で不安そうに二人を見上げるニーナに、モールチェは言った。

「今から、マルティーが変態さんに攻撃を仕掛けるわ。私が防御壁を展開するから近くにいて頂ちよう戴だいね。お兄ちゃんの手をしっかり握っていて」

　小さく頷うなずいて伸ばされたニーナの手を、ソナはしっかりと握った。わずかに震ふるえるその手を守り切ることを心に誓ちかう。

　その様子を見届けたモールチェは静かに頷くと、片手をすらりと前に伸ばした。その手の中に、ブロンズでできたアルパカの杖が現れる。

「――――《嫦娥のヴエイル・面紗オブ・ルナ》」

　力を発揮する時にタイムラグの発生しない、魔神の魔術マギア。

　発語と共に、モールチェが握りしめた杖の先から、淡あわく橙色を帯びた透とう明めいな球体が飛び出した。球体はシャボン玉の膜まくのように儚はかなげな風ふ情ぜいでありながらあっという間に危なげなく膨らみ上がり、その内部にソナとニーナ、そしてモールチェをも呑のみ込こんだ。

　呑み込まれる一瞬、ソナは温風に吹ふき上あげられるような感覚を覚えた。

　竜たつ巻まきに巻かれるような気分になり、思わず目を瞑る。手を握るニーナがぴくりと身じろぎするのが分かった。

　やがて風の凪ないだ感覚に目を開けると、淡い橙色の紗しやがかかったかのような光景が広がっていた。防御壁は、薄うす絹ぎぬのような質感でもって外界と内部を区別している。淡く色づけされている以外は正常に外界の様子も見えていた。

「これで後衛は大丈夫。あとはマルティーに頑がん張ばってもらいましょう」

　モールチェはそう言うと、きゅっと口元を引き結んで外界の様子を窺うかがった。華やかに結い上げられた赤い髪に彩られる、そのあでやかな横顔に緊きん張ちようの色が張りつめる。

　モールチェの視線を追うようにして、ニーナの手を握ったままソナは外界を眺めた。

「……あ、」

　無意識に開いた口から、不意に小さな声が漏れる。

　銀ぎん髪ぱつのツインテールをなびかせるマルコシアスがいつの間にかハンバートと対峙していた。華きや奢しやなその両手には、どこから出したのか二振りのグラディウスが握られていた。すらりと伸びた刀身が蒼あお白じろく帯電している。

「長かったですねえ。これでようやく叩たたき潰つぶすことができます」

　マリーの媚こびを引ひき剥はがした、淡々とした少年の声でマルコシアスは言う。エプロンドレスをまとう小さな背中にはぞくりとするような闘気が感じられた。

　向かい立つハンバートは刃は物ものを向けるマルコシアスに驚いたようにアンバーの眸を見開いたが、一瞬で状じよう況きようを理解したらしくその薄うすい唇を笑みの形に歪ゆがませた。

「……おやおや、これはおいたが過ぎるね、マリーちゃん。いいよ、おいで。ぼくがしつけてあげよう」

　聞く者をぞっとさせるようなその言葉にマルコシアスが最高にイラついたような舌打ちを返し、戦闘は始まった。

「《剪屠断骨の白炎ホワイト・スライ》」

　マルコシアスは発語と同時に、体の前に交差して構えたグラディウスを振りおろした。

　瞬間、蒼白く帯電した二本の刀身が描き出す軌き道どうに沿って炎が走る。空間を切り裂いてハンバートに肉にく薄はくしたその炎は、真昼の陽光を消し飛ばすような白さに光ひかり輝かがやいた。ひらひらと白熱の雪片のような火花を舞まい散ちらす。

　それは全てを焼き尽くす、絶ぜつ白ぱくの炎だった。

　二振りのグラディウスに生み出された白炎は、その神速であやまたずハンバートを捕とらえた。バチバチと爆はぜるような音を上げ、立ち尽くす魔ま術じゆつ師しの全身を覆おおい尽つくす。

（これで、終わりだ……）

　あまりにも圧あつ倒とう的てきな力を見せつけられて衝撃を受けた脳裏で、ソナはただそれだけを思った。魔ま王おう宮きゆう殿でんの闘とう技ぎ場じようで見た攻撃とは段違いの威い力りよくだった。その直ちよく撃げきを受けたものは塵ちりすらも残らないに違いない。白い残像が目の裏でチカチカと明滅する。

　ソナの手を握るニーナがこくりと小さく息を呑み、モールチェが安あん堵どの息を吐く。

　その時、荒れ果てた庭園に挑ちよう発はつするように浮うわついた声が響ひびいた。

「怖い怖い。危あやうく燃やされてしまうかと思ったよ」

　その言葉と共に、ハンバートを覆い尽くした白い炎がえぐれるように黒く翳かげった。水にインクを垂らしたかのように、白い炎に謎なぞの黒いもやが入り交じり始める。

　一体何が起こったのか、とソナは息をすることもできずにその黒いもやを見つめた。もやに向かい立つマルコシアスが警けい戒かいして素早く数歩後退する。

　突如、白炎を侵しん食しよくしざわざわとその密度を増していく黒いもやから浮き上がるようにして、青く光る魔法陣が現れた。辺りに鋼鉄の羽が奏かなでるような重低音が響き渡る。魔法陣の描びよう線せんははっきりと具現化し、威力を示すようにその円えん環かんはぐるぐると回っていた。

（この魔法陣は……！）

　ソナは見覚えのある紋もん様ように目を見開く。頭の中で魔導書グリモアのページがパラパラと繰られていった。優秀な記き憶おく力りよくは、こんな時でも求める対象を速すみやかに捜し出す。

　脳裏で開かれたのは、とある魔神を呼び出すための魔法陣が載せられたページだった。

　そこに同じく記してあった呪文を、塵と消えたはずのハンバートの低い声が忠実になぞる。

「《――――――古いにしえより伝わるこの術と召喚の契けい約やくにおいて命ずる。強大なる魔神よ、姿を現せ》」

（まさか、こんな……）

　ソナは、目の前で起こっている事態に戦せん慄りつした。全身にぶわりと鳥とり肌はだが立つ。握っていたニーナの手を反射的に引き寄せた。

「……うそ、」

　外界を前に立ち尽くすモールチェが呟いた瞬間に、ハンバートの展開する魔法陣から白はく煙えんが噴ふき上あがった。パンッと大きな破裂音が響く。

　立ち込めた煙が晴れ、無残に荒れ果てた庭園に圧巻の巨体が姿を現す。

　構えを取るマルコシアスの前で傲ごう然ぜんと仁王立ちするのは、天を穿うがつかという大男だった。異様な高身長に見合うほど肩幅も広く、その立ち姿は城じよう塞さいのようだ。

　年の頃ころは初老。灰色に染まった髪かみを威い圧あつ的てきなオールバックにして、将校帽を被かぶっている。長身には勲くん章しようが重ねづけされた褪あせたカーキの軍服を纏まとい、白しろ豹ひようの毛皮が裏地に縫いつけられた漆しつ黒こくのトレンチコートを前を開けて重ねていた。

　その容よう貌ぼうは引き締まっていかめしく、年ねん齢れいは老いではなく老練さとしてそこに存在していた。美び醜しゆうを批評する者を跳ねつけるように硬い線で構成されたニヒルな造作の中で、厚い唇だけが妙みように表情豊かに見える。

　ソナは、百戦錬れん磨まの軍人のようなその佇たたずまいに気け圧おされた。遠く離れた防ぼう御ぎよ壁へき越ごしに見てさえ、その威圧感に神経が麻ま痺ひしていくのが分かる。

　脳裏で開かれた魔導書グリモアのページが、その古典語クラシカの文字列を光らせる。ソナは声には出さず、わずかに震える唇でその魔神の名を呟いた。

　――ソロモン七十二柱が一人、地獄において六十六の軍団を率いる大公爵バアル。

　かつては嵐あらしを司つかさどりし神にして、ソロモンにアッピンの赤い本を託されし七十二柱の序列一番の魔神。東方を支配する王の名をさえ持つ、高位魔神の筆頭。

「ほう、まさかこんなところで会うことになるとは思わなんだ。奇遇だな、マルコシアス侯こう爵しやくよ」

　巌いわおを思わせる重低音でバアルが言った。城塞のごときその巨体は小柄なマルコシアスを圧倒するようにそびえていた。

「――これはこれは、奇遇ですね。バアル東王元げん帥すい」

　少し間を開け、マルコシアスが答えた。

　防御壁からは青いエプロンドレスの華奢な背中しか見えないが、その表情を見ずともソナにはマルコシアスが恐きよう怖ふを感じてはいないことは分かった。バアルの挨あい拶さつに応じたその声は、不敵に取り澄ましている。

　バアルはツインテールにドレスというマルコシアスの姿を一いち瞥べつすると、峻しゆん厳げんな眸を細めて口を開いた。生きてきた年月が積み重なったように渋しぶい重低音が辺りに響く。

「今日はまた、随分と変わった出で立ちだな。似合ってはいるが」

　声質の重さに似合わず軽口じみたその言葉に、マルコシアスは軽くため息を吐いた。肩に長く垂れる髪をうんざりと払ってから言う。

「こんな恰かつ好こうを褒められて喜ぶ趣しゆ味みは私にはないんですがね。――それよりも、バアル東王元帥はそこの変態の召喚に応じられたということで間ま違ちがいはないですか？」

　そびえ立つバアルの背中に隠かくれているらしいハンバートを忌いま々いましく見み遣やる。

　聞き慣れた舌打ちが音高く響いた。銀髪のツインテールが放出される蒼白い魔力エナジーでふわりと舞い上がる。家鳴りのような音を立てて空気が揺れ始めた。

「察しの通りだ。これが我わが召しよう喚かん契約者ということにはなっているな。……そんな顔をするな。どうやら嗜好異常のクズだとは分かっている。――あくまで、気になることがあったゆえの契約だ」

　若じやつ干かん、申し開きの色を帯びるバアルの言葉を切り捨てるように飄々とした声こわ音ねでマルコシアスは言った。

「まあこの際その辺りの事情はどうでもいいですけどね。しかし召喚契約が成立しているとなれば、我々は敵同士ということになります。こちらとしても主あるじがあの貧弱と契約を結んでいるので、そちらの変態クズを潰さないといけないんですよ」
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（それってつまり、バアルとも戦わないといけないっていう……）

　当然のようにマルコシアスに貧弱と呼ばれたソナはしかし、そんなことに構う余裕もなく、呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。バアルが敵方についている。突とつ如じよ舞まい込んだその事実が思考をわし掴づかみにして、視界がぐらぐら揺れる。冷ひや汗あせが背中を伝う感覚に、思わずモールチェの顔を見つめた。

　外界を見つめるモールチェの白い横顔にも不安の色がほのめいていた。つややかな唇が声には出さずに、マルティー、と呟くのが見える。

　召喚されたのは、地獄において魔王ルシフアーすらがその存在を恐おそれるという大公爵。

　目の前に傲然と立ちふさがるその姿は絶対的な存在感でもって見る者を委縮させる。マルコシアスとの体格差は残ざん酷こくなほどに歴然としていた。

　勝てるかどうか、それ以上に無事に帰ってこられるかすら、分からない。

　モールチェの不安が痛いほどに伝わってきたソナは、体の芯しんから這はい上あがってくる悪お寒かんを奥おく歯ばを噛んで抑おさえつけ、橙色の膜まく越ごしに外界を見つめた。

　主が契約を結んでいる、というマルコシアスの言葉にバアルは片眉を上げて言った。

「おお、久しいな。モールチェ嬢じようが来ているのか。では、貴公はモールチェ嬢グレモリー公爵の契約者を守っているということだな。さすがは姫君の狼マルコシアス――その名に違たがわぬ忠義ぶりだ。しかしながら、こちらも退くわけにはいかぬのだ。召喚契約を交わせば召喚師の所望を拒きよ否ひすることはできぬゆえ」

　バアルのその言葉に、ソナは魔導書グリモアに書かれた召喚術の鉄則を思い出した。

　――召喚契約は、召喚された魔神に対して拘こう束そく力りよくを持つ。

　一いつ旦たん契約を結べば等価交換の原則に則のつとり、魔神は召喚師の願いを叶かなえなくてはならない。どんなに力を持つ魔神であろうとも、その原則に逆らうことはできない。成立した召喚契約が破棄されるのは、契約者が滅びた場合のみ――つまりは魔神と召喚師のうちのどちらか一方、もしくは両方が滅びた時のみである。

　ゆえにハンバートが生きている限り、バアルはマルコシアスと戦わざるを得ない。

「一戦交えることになりそうですねえ。不本意ながら」

　マルコシアスが発したその声には、薄うつすらと興奮の色がにじんでいた。

　瞬しゆん間かん、小柄な体にまといつく蒼白い魔力エナジーが大きく波立った。銀色のツインテールがつややかに虚こ空くうに舞う。

「不本意ながら、な。――我が召喚師よ、そなたもそう望むのであろう」

　にやりと口角を持ち上げると、バアルは振り向きもせずにハンバートに言葉をかけた。

「そうだ。バアルよ、立ちはだかるものは何もかも打ち払え。ぼくの宿願を阻はばむものは何者であろうとも許しはしない……っ」

　バアルに向かって叫さけぶハンバートの声音は狂きよう気きじみていた。

「…………ダメ」

　怯おびえたニーナが小声で呟いてソナにしがみつく。どうやら狂気じみた声を聞いて捕われている時のことを思い出したようだった。安心させるようにその震える背中を撫なでながら、ソナは緊張に満ちた表情で外界を見み据すえていた。

　マルコシアスがバアルと戦うことになれば、ハンバートが野放しになる。モールチェは専守防衛である上、こちらには守らねばならないニーナがいる。

　――選ぶべき選せん択たく肢しは、初めから一つしかない。

　荒廃した景色の中でエプロンドレスの背中を向けたまま、マルコシアスが静かに言った。

「そういうことになりましたので、変態はあなたが倒してください。――ああ、敗北は絶対に許しませんから。グレモリーの契約者が変態に打倒されたなどとなれば、その矜きよう持じに取り返しのつかない傷がつきます。それから無論、我が主を危険に晒さらすことも許しません。重々頼みましたよ、ソナ・スタリーさん」

　初めて呼ばれた名前に、ソナは長い銀髪の舞う小さな背中を見つめた。素っ気なく聞こえるその言葉はそれでも紛まぎれもなくソナに向けられていた。

　託されたという思いに心臓が高鳴る。

　隣となりに立つモールチェが、心配を抑え込むようにすっと息を吸い込んで笑顔を作る。それは普ふ段だんのほんわかとした笑みではなく、可か憐れんでありながらに凛りんとした覚かく悟ごの笑みだった。

「マルティーもバアルおじさまも、男の子は暴れるのが好きで困っちゃうわ。――ソナ、後衛は任せて頂戴。楯の女神ガーデイアナの名にかけてニーナちゃんには傷一つつけさせないわ。前衛を頼むわね。あの変態さんを倒してきて」

　瑠璃色の眸をきらきらと光らせて、モールチェは言った。ソナの手を取ってきゅっと握る。肌に染みていくその温かな体温に、ソナは大きく頷うなずいて言った。

「必ず、ハンバートを倒してきます」


＊



　防御壁の中からは攻撃ができないため、ニーナをモールチェに任せてソナはハンバートと向かい合っていた。

　バアルとマルコシアスはディアボルース山の中腹を戦いの場所に定め、すでにそこへと飛び去っている。嵐の後のように荒れ果てた庭園に立つハンバートは、冷たく整った造作を狂気に歪ませて歌うように言った。

「それで、君は一体誰だれなんだい？　茶色い髪の可愛かわいいお嬢さん？」

　その言葉を聞いた瞬間、ソナは悪寒が走るのを感じた。名前を教えるのは嫌いやだったが、少女だと思われたままでいるよりはましだと思い、長い髪のウィッグと、普段着に重ねていたドレスを剥はぎ取とって、口を開いた。

「……お嬢さん、じゃない。ソナ・スタリー、だ」

　ハンバートは一瞬目を細めると、理解したというように口角を上げて言った。

「ああ、なるほど。聖少女セイントの『お兄ちゃん』か。一応は調べてあるんだよ。古典語クラシカの研究者ソナ・スタリーくん――引きこもりがちの軟なん弱じやく者ものにして、役立たずの蒼白きインテリだ」

（……こいつ）

　けらけらと嘲ちよう笑しようするハンバートの言葉に、ソナは頭に血が上るのを感じた。爪つめが食いこむほど強くこぶしを握り締め、憎悪を込めて口を開く。

「ニーナを気持ち悪い呼び方するな。……この、ロリコンッ」

　思わず吐き捨てるようにそう言うとハンバートが顔色を変えた。一番ダメージが大きい罵ば倒とうだと踏んだのだが、見事に当たりだったらしい。

「……君、今、なんて言ったんだい？」

　こめかみに血管を浮かせ、元々歪んでいた笑みを更に引きつらせてハンバートは言った。ソナはその表情に戦慄した。生理的な嫌けん悪お感かんがせり上がってくる。

「……ロリコンって言ったんだよ、こ、この変態」

　慣れない罵倒を重ねるとハンバートは目を剥むき、鼓こ膜まくが破れるような声で咆ほう哮こうした。

「ぼくはロリコンじゃない――――っ！」

　その猛烈極きわまる叫び声はビリビリと空気を震わせた。

　図星を撃ち抜く禁句に恐きよう慌こうをきたしたアンバーの眸はまなじりがつり上がり、焦点が飛んでギラギラと乱反射している。叫んだ形のまま閉じ切らない唇くちびるはわなわなと震えていた。短く切った明るい金きん髪ぱつは掻かきむしったように乱れ、眼鏡はずり落ちている。

　元が優やさ男おとこの整った容貌であるだけに、その崩くずれ方は凄せい惨さんを極めていた。まるで見た者を石にするメドゥーサの顔のごとき恐ろしさである。

（……………………………………………………うわぁ）

　震えがくるほどの気持ち悪さを覚えたソナは思わず数歩後ずさってしまった。胸の片かた隅すみにくすぶっていた恐怖が嫌悪に塗ぬり替かえられる。

　ニーナが憐あわれで仕方がなかった。こんな変態に捕われてどんなに苦痛だったかを考えると、後こう悔かいのあまり涙なみだが出そうになる。

　荒あらい息を吐いていたハンバートはどうにか平静を取とり戻もどすと、澄すました顔を取り繕ってアンバーの眸ひとみを細めて言った。

「ぼくのことを、ロ、…………そんなふう、に言えるということは、やはり君は何も分かってはいないんだねえ。嘆くべき愚かさだ。共に暮らしていながら聖少女セイントが特別な力を持っていることすら知らないとは」

「だから、その聖少女セイントって呼び方をやめろよ……っ」

　だからといってニーナと呼ばれたら嫌悪感で心臓が止まる気がした。

（とにかくこいつの口からニーナの話が出てくるのが我が慢まんならない）

　これ以上変態じみた御託を聞いていたらおかしくなりそうな気がしたソナは、脳裏に魔法陣を描き始めた。

　――二重の円と五芒星ペンタグラム、そしてその間を無む尽じんに走る古典語クラシカの帯。

　集中の精度が頂点に達した瞬間、掲げた手の先に、青く光る魔法陣が具現化する。途と端たん噴ふき上あがる風がソナの前まえ髪がみを舞い上げた。絶大な魔力エナジーが右手に集まってくる。

　ヴォン、と重苦しい音を放ち、円環は花開くように広がって回転をし始めた。青い燐りん光こうで描えがかれた紋様が輝きを放つ。

「《その高きに在ありて赫かく然ぜんと照らすもの、その底に在りて灼しやく爛らんと焦こがすもの。永えい劫ごう不ふ滅めつにして、定形なき無限の支配者――古いにしえの深しん紅くをまといし火炎の精霊サラマンドラよ。その力を以もつて、我に向かい立つ不ふ浄じようを灰かい塵じんとなせ》」

　唱えたのは、地じ獄ごくの闘技場で習得した火炎の精霊サラマンドラの呪文だった。

　瞬間、回転を止めた青い紋様が一層の光を放ち、その中央から紅ぐ蓮れんの炎を吐き出した。赤く焼けた炎えん熱ねつの蛇へびが膨らみ上がり、一直線にハンバートに襲い掛かる。

　青い空と緑の芝生――そんなのどかな色彩を蹂じゆう躙りんするように鮮せん烈れつな赤は、あやまたずハンバートを直撃し、その長身に巻きついた。

（向かい立つ不浄を灰塵となせ、か）

　まさに不浄の存在であるハンバートが灰塵となってくれることを切に祈りつつ、ソナは目前を睨んでいた。紅蓮の炎はハンバートを呑み込んだ形のままで燃え盛っている。

　しかし、次の瞬間、その炎はまるで卵の殻が剥がれるかのようにあっさりと崩れ落ちた。呆然とするソナの前で、自己陶とう酔すいと狂気に満ちた声が朗ろう々ろうと甲かん高だかく戯たわ言ごとを紡つむぎ出だす。

「ぼくの宿願を知りもせずに事を進めようとは性急すぎやしないかい？　不毛の闇やみたる憐れな君にぼくが光を投げかけてあげよう。まずは一つ目。ぼくの偉大なる宿願は聖少女セイントたち――美しいものだけを集めた秘密のシークレツト花園・ガーデンを作ることだ。そのためにぼくは神をねじ伏せこの手で世界を統べる！」

　紅蓮の炎に焼かれたはずのハンバートは、あろうことか無傷だった。

　その深緑のウエストコートには焼け焦げ一つ無く、ふざけた宿願とやらを口にしながら芝生に散った割れた食器をパリパリと踏み分けて、酷こく薄はくに薄い唇を笑みの形に歪ませる。

　ディアボルース山の青あお髭ひげ――狂気の大魔術師は、炎に焼かれて黒く焦げた地面を踏みしめてソナの前に立っている。

（何で効かないんだ……）

　ソナは息を呑んでハンバートを凝ぎよう視しした。炎はハンバートを確実に捕えていた。その紅蓮の灼熱は肌を焦がし、骨を焼いたはずだった。無事でいられるはずがない。

　理解不能の事態にソナは鳥肌が立つのを感じた。その身を襲う困惑と恐怖を無理やりに追い払い、唇を噛かみ締しめて、すぐにもう一度集中力をかき集める。

　掲げた指先に青く光る魔法陣が展開する。重苦しい音を立てて、魔力エナジーが集まってきた。

「《その息吹によりて万物の形を授け、また奪うばい去さる大いなる天空の翼つばさ。荒ぶり、凪ぎ、奪い、与う、真に永遠なる変転の司つかさ――澄み渡る白をまといし風の精霊シルフよ。その力を以て、我の前に渦うず巻まく汚お濁だくを吹き散らせ》」

　火炎の精霊サラマンドラと同じ世界を構成する四大元素の一つ「風の精霊シルフ」の呪文を早口に詠えい唱しようする。青い燐光が瞬き、魔法陣はその中央から凶暴に渦を巻く烈風を紡ぎ出した。

　透明な爪そう牙がを研とぎ澄すました一陣の乱風は、千本の矢を束ねて放はなったようなうなりを上げ、空間を不可視の速さで疾しつ駆くした。

　しかし、その爪牙はハンバートに触ふれた瞬間、シュウッと泡の弾はじけるような音を立てて空気に溶けるように消えてしまった。凪いだ空気の中、千切られた草葉が舞い落ち、吹きなぶられていた庭木がバサバサと枝を落とす。

「次は、宿願成じよう就じゆの方法論だ。手始めに、夜闇のごとく暗あん愚ぐな君に一番の光明をやろう！　いいかい？　ぼくの愛いとしい聖少女セイントは人ならぬ存在だ。彼かの女じよは地獄を統べる力を持った智慧の集積体の顕現なんだよ」

（――地獄を統べる力を持った智ち慧えの集積体の顕けん現げん？）

　その言葉にソナは一いつ瞬しゆん何かが引っ掛かるのを感じた。同じような話を聞いたことがあるような気がしたのだ。かすかな既き視し感かんに眉をひそめる。

（それだけで地獄を統べることができるかもしれない何か）

　なぜか思い出すことができないままソナはハンバートを視界に捉え、目を見開いた。すらりとした長身痩そう躯くのその体には未いまだかすり傷一つない。

　その姿はまるで魔術マギア攻こう撃げきの効かない人間であるかのようだった。

　しかし、そんなものが存在するはずがない。ソナは頭を振ふって雑念を払はらった。気を取り直してもう一度手を掲げ、今度は「水の精霊ウンデイーネ」の魔法陣を展開する。

　右手に集まった絶大な魔力エナジーが前髪を舞い上げた。

　ソナの指先でほとばしる青い燐光が紋様を描き出すのを見て、上じよう機き嫌げんで笑っていたハンバートはアンバーの眸をうっそりと細めた。薄い唇を歪ませて言う。

「君、さっきから少し煩うるさいね。ジタバタしないようにちょっとお灸きゆうをすえてあげようか」

　その言葉と共に、ハンバートの指先に魔法陣が展開した。

　溢れ出た青い燐光はソナの魔法陣の展開速度を軽く凌りよう駕がして、瞬またたく間まに巨きよ大だいな円環を描き出す。

「…………なっ」

　そのあまりの巨大さにソナは目を疑った。

　ハンバートの指先に展開した魔法陣は、人間が丸ごと収まりそうな大きさだった。幾重にも描線が重ねられた複雑な幾何学模様ジオメトリツクの円環が、荒れ果てた庭園で眩まばゆい青の光を放つ。

「さあ、舞い踊れ！《鋼鉄のアイゼルネ・常乙女ユングフラウ》」

　その攻撃は、呪文の詠唱抜きで出力した。

　尖せん端たんが鋭利に研がれた何本もの漆黒の刃が、巨大な魔法陣から撃ち出される。重なり合う風切り音が高らかに尾おを引いた。
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（うそ、だろ……）

　人間が魔術マギアを使うにはアナロジー魔法陣と言葉呪文が必要とされるはずである。そして魔法陣展開と呪じゆ文もん詠えい唱しようというタイムラグを省略し、発語だけで出力できるのは魔ま神じんのみだ。

　――では、魔法陣展開と発語のみで出力が可能なのは、何者なのか。

（人間じゃ、ない……？）

　導みちびかれる結論にソナは凍りついた。しかし、幸いなことに混乱して思考停止する意識とは裏腹に、反射的に呪文が口を衝ついて出た。ソナは「水の精霊ウンデイーネ」の魔法陣を別のものへと即そく座ざに切きり替かえる。

「《その額で無限の穹きゆう窿りゆうを支え、その腕かいなに幾いく多たの生命を抱いだくもの。血脈に七つの金属を通わせた、大いなる深遠と不動を司つかさどる常しえの守り人――黒き覇はを纏いし大地の精霊ノームよ。その力を以て、襲いくる災さい厄やくから我を守護せよ》」

　アイゼルネ・ユングフラウとは、内側に鋭するどい釘くぎのついた鉄の棺ひつぎである。

　そして、そんな聖母を模るアイゼルネ・拷問器具ユングフラウの名を冠かんしたその攻撃は、四方から乱みだれ撃うつ刃がうなりを上げて肉薄するものだった。

「大地の精霊ノーム」の魔ま法ほう陣じんによって、ソナの前に出現した青みを帯びる透明な楯たてが漆黒の刃を跳ね返す。

　しかし、しばらくすると圧倒的な刃の数に競せり負まけるように楯の表面にはじわじわとひびが入り始めた。どうにか楯を保ちながらソナはぐっと奥歯を噛み締めた。魔力エナジーの放出を支え続けるうちに、徐々に体力が削られていく。

　止めどなく続く連撃を指揮する合間に、ハンバートは陶とう然ぜんと笑みを浮かべて言葉を紡いでいた。野外のうららかな日光を受けて明るい金髪が鮮あざやかに照てり映はえる。

「愛しい聖少女セイントの存在と行方ゆくえを知るために、ぼくは対価として悪魔に魂の半分を差し出した。それだけでも君などよりずっと彼女にふさわしいと思わないかい？」

（悪魔に魂の半分を差し出した？　一体、何を言って……）

　ついに「大地の精霊ノーム」の楯の一部が消失し、ソナは飛んでくる漆黒の刃に頬ほおを裂さかれた。このままでは反撃どころか防御もままならない。どうにかしなければと焦しよう燥そう感かんに唇を噛む。

　そんなソナをかえりみることなく、ハンバートは歌うように言葉を続けた。

「悪魔に差し出して空いてしまった半分の魂を埋うめるためには随ずい分ぶんと材料が必要だったよ。全くもって難なん儀ぎなものさ。欠けた魂を満たすには魂を以てしなければならない。まあ、バーミリアで聖少女セイントを探し出す過程で何度もつかまされたジャンクが有効活用できたのは幸いだったけれど」

（なん、だと……？）

　ハンバートのその言葉に、ソナは展開させていた楯を霧散させてしまった。

　その刹せつ那な、右から飛んできた刃に手の甲こうをえぐられる。溢れ出た血が芝生にポタポタとかかった。鋭い痛みに一瞬視界が暗みかける。




　欠けた魂を満たすには魂を以てしなければならない。

　バーミリアで聖少女セイントを探し出す過程で何度もつかまされたジャンクを有効活用。




　バーミリアで聖少女セイントを探し出すという言い方からは、バーミリアにおける少女誘ゆう拐かいが、ニーナを得るための行こう為いであったことが分かる。そこからいけば、その過程で何度もつかまされた「ジャンク」とは過去に誘拐された他ほかの少女たちだ。

　ニーナの他に誘拐された少女をソナは城の中で一度も見ていない。

　誘拐された少女の人数は、片手では足りないというのに。

（まさか……）

　容よう赦しやなく襲いかかる刃に翻ほん弄ろうされるソナの脳のう裏りで、ハンバートの声が反はん芻すうされる。

　――欠けた魂を満たすには魂を以てしなけばならない。

　では、ハンバートは自分の魂の半分を満たすために何を使ったのか。息が詰まり、心臓が嫌な音を立てて軋きしむ。最も早はや注意が続かず、飛んできた刃に右みぎ肩かたを裂かれた。

（まさか、他の少女たちは……）

　――聖少女セイントを探し出す過程で何度もつかまされたジャンクを有効活用。

　有効活用。その言葉に喉のどを絞しめられたように吐はく息が震え、脳を揺さぶるような眩暈めまいがした。ぞっとするような吐き気が胃から上ってくる。

　青髭とは、連続殺人犯シリアル・キラーの代名詞でもある。――誘拐された少女たちは殺され、そして魂の半分を埋める禁術の犠ぎ牲せいになったのだ。

　無情にもたどりつく結論に、ソナはたまらず奥歯を噛み締めた。そして、きつく噛み締めた歯列から漏もらすように囁ささやく。

「…………この、外げ道どう」

　うなりを上げる刃に腕をしたたかに裂かれながら、ソナはハンバートを睨にらんだ。

（……何の罪もないニーナのような少女たちが、こんな男を生かすために）

　混じりけのない純じゆん粋すいな怒いかりが、脳裏を染め上げる。防御をしようという気は最早起こらなかった。意識を集中させ、血染めになった指先に魔法陣を展開させる。

　瞬く間に円環が広がり、五芒星ペンタグラムと古典語クラシカが光り出す。

　そこでようやくソナが反撃を試みているらしいことに気づいたハンバートは、眉まゆをひそめて面めん倒どうくさそうな顔をすると口を開いた。

「おやおや、またそれかい？　何度やったって無む駄だだよ。学習しない子は嫌きらいだなあ」

　呆れたような声と共に、乱れ飛ぶ漆黒の刃はその数を増した。礫つぶてのように向かってくる刃は、避よける間もなくソナの体を切り裂く。

「…………がっ」

　押おし殺ころしたはずの小さな呻きが口から吐き出されるように漏れた。

　刃が皮ひ膚ふを裂く感覚は、最早痛みではなく衝しよう撃げきとしてしか認にん識しきできなくなっていた。せっかく展開した水の精霊ウンデイーネの魔法陣が揺ゆらぎ始はじめる。

　血を流し過ぎて白み始めた意識で、ソナは思う。

（……魔術マギアの攻撃は、通じない。水の精霊ウンデイーネの魔法陣も攻撃を出力したところでハンバートに傷一つ負わせることができない）

　魔王宮殿の闘技場でマルコシアスは、人間の魔術マギアでは魔神を殺すどころか害することもできないと言っていた。つまり人間の魔術マギアが効かないのは魔ま的てきな存在だけなのである。

（何人もの少女の魂を喰くらって生きながらえるこの男は、すでに人ではなく魔物だ）

　魔法陣と発語だけで攻撃が出力できることも、魔術マギアが効かないことも、この男の身が魔道に堕おちている証あかしに他ならない。

　虚うつろになりかかる意識を必死にかき集め、ソナはハンバートを睨み続けた。悔くやしさで脳髄が焼かれるようだった。こんなにも許ゆるし難がたく思うのに、手も足も出ない。

（……必ず倒すと言ったのに）

　モールチェとの言葉を守ることも、ニーナを助け出してやることもできない。

　そして切れるほど唇を噛み締めたその時、薄うつすらと揺れる視界に、赤く光る何かが現れた。


＊



「……ソナ」

　モールチェは防ぼう御ぎよ壁へきを展開しながら、きつく唇を噛み締めていた。ハンバートにはなぜか魔術マギアが効かなかった。これではソナがどんなに攻撃を出力しても傷一つ負わせることができない。

（このままでは、ソナが……）

　想像して涙が出そうになったモールチェは、そんなことは考えまいと首を振った。ニーナに傷一つ付けさせないというソナとの約束を思い出す。

　移動しながらでは防御壁の強度は保てない。自分が今ソナを助けに行けば、ニーナが危険に晒されることになるのである。それだけは絶対に避さけなければいけなかった。しっかりと防御壁を張ってニーナを守護するのが専守防衛の魔神たる自分の役目である。

　そう思いながらモールチェは、ドレスにしがみついて身を震わせているニーナを何も言えずに見つめた。

　その涼すずやかな造作は血の気が引いて真っ白になっていた。気を失ってしまいそうなほど辛そうな表情をして、それでも兄が戦う姿から目を離さない。そんな気き丈じような姿に胸を痛むのを感じていたモールチェは、ふと微かすかな違い和わ感かんを覚えた。

　ニーナのアイスグリーンの切れ長の眸には何かを見定めているかのような色があった。兄を心配する感情と拮きつ抗こうするように、その眼まな差ざしには冷静とさえ見えるような光がほのめく。

（……気のせい、よね）

　痛々しいほど血の気が引いてしまっているニーナの顔を見てモールチェは思う。もう一度見れば、アイスグリーンの切れ長の眸には涙の膜が張っていた。懸けん命めいに涙をこらえるその眸に冷静さなどは残っていない。

　その時、ソナが展開していた「大地の精霊ノーム」の楯が消えた。ハンバートの乱れ撃つ漆黒の刃がソナの体を切り裂いて、赤い血が虚空に散る。

「ソナ……ッ！」

　思わず声を上げたモールチェの横で、ニーナが、静かにぽろりと涙をこぼした。

「……お兄ちゃん」

　震ふるえる声でそう言うと、モールチェのドレスから手を離して立ち上がる。きゅっと噛み締めた唇を開いて、決然とした口調でニーナは言った。

「――モールチェさん、力を貸して。お兄ちゃんを助けたいの」

　そう言ったニーナの姿を見つめたモールチェは、目を見開いた。

「ニーナちゃん……？」

　モールチェの横に佇んだニーナの姿は赤い光に縁ふちどられていた。呼吸するように揺れるその赤は煌きらめく焔ほのおの色だった。淡あわい橙だいだい色いろの光の中で、鮮烈に燃え上がる。

　その色を視界に捉とらえた瞬間にモールチェの心臓はどくりと高鳴った。

（……どうして？）

　赤い色を見ているうちになぜか胸の奥おくに切ないような、懐なつかしいような感覚が広がる。モールチェは理由も分からないまま、うずく胸をそっと押さえた。アイスグリーンから深紅に色を変えたニーナの眸をじっと見つめる。

「お兄ちゃんのところに連れっていって」

　その言葉にモールチェは頷いていた。赤い光は理り屈くつを越こえて、感覚に訴うつたえてきた。奇き妙みような既き視し感かんが決断を後押しする。ニーナの深紅の眸は、魔術師でも魔神でもない底知れない異能を感じさせた。

（ニーナちゃんなら、ハンバートを倒せるかもしれない）

　モールチェはぎゅっと奥歯を噛み締めると決意を固めた。

　――楯の女神ガーデイアナの名にかけて、ソナもニーナも守ってみせる。

　赤い光を揺らめかせるニーナの手を取って、モールチェは言った。

「分かったわ。二人でソナを助けましょう」


＊



「《雨降りインターヴアルの幕間・オブ・テイア》」

　視界に赤い光が差し込むのと同時にモールチェが叫ぶ声がした。淡い橙色が上空から幕を下ろすように垂れこめる。ソナは温風に吹ふき上あげられるような感覚を覚えた。

　その瞬間、ソナに肉薄していた漆黒の刃やいばは、一いつ斉せいに弾かれて地に落ちた。

（なん、だ……？）

　遠ざかりかけた意識をどうにか保ったソナは、息を弾はずませるモールチェがそばに飛び込んできたのを見て目を見開いた。とうとう幻げん覚かくでも見え始めたかと焦あせって瞬まばたきをする。

「……ソナ、良かったあ」

　モールチェが、震える声で息を吐く。

　ソナは驚おどろきで固まったままその姿を見つめた。夕日のように温かな赤色をした髪。瑠る璃り色いろの丸い眸。すぐそばで地面にへたり込みそうになっている華やかなドレスの少女は、紛れもなくモールチェだった。

（……本物、だ）

　しかし、言葉を交わす暇ひまもなく、姿勢を正したモールチェは杖を掲げて防御壁を増強し始めた。ソナが状じよう況きようを理解できずにいるうちに、表情を凛と引き締めて言う。

「ニーナちゃん急いで。嫦娥のヴエイル・面紗オブ・ルナと違ちがってこの技は強度が低いのよ。その代わり、内部で魔法陣を展開しても大だい丈じよう夫ぶだから」

　そして、その言葉と共に赤い光が視界に立ち込めた。

　視線の先で、清浄な焔の赤が一層の輝かがやきを放つ。

　長い髪をなびかせる小さなその姿に、ソナは体中で脈打つ痛みをこらえてあやふやなままに名前を呼んだ。

「ニーナ……？」

　ソナの目の前――モールチェの隣に佇たたずんでいる少女は、確かにニーナであった。

　そのふわふわした長い髪も、繊せん細さいに整った涼やかな造作も、頼たよりなく華きや奢しやな手足も、ソナが誰よりもよく知る妹のそれだ。

　しかし、見開いたソナの目に飛び込んできたのは紛れもない異容であった。

　ニーナの全身には、赤い光がまといついていた。頭から足先までが、その輪りん郭かくを余すことなく、魔神の魔力エナジーのような光に縁どられている。ソナを見上げる淡いアイスグリーンの眸はその色自体を、煌めく焔の赤に変えていた。

「お兄ちゃん」

　聞き慣れたアルトの声が、ソナを呼ぶ。訳も分からないまま、息づくように瞬くその赤にソナは目を奪われた。心臓が、絞しぼられるように脈打った。

「手を、出して」

　そう言って真しん剣けんな顔をしたニーナは差し出された手を取ると、未だ血の乾かないその甲にそっと口づけをした。押し当てられた柔やわらかい唇の感かん触しよくにソナは目を見開く。

「――――え、」

　予想外の行動に思わず声が上がった。

　しかし睫まつ毛げを伏ふせたその横顔は例えようもなく美しく、ソナは制止の言葉を呑のみ込こんでしまった。煌こう々こうと輝きながらも淡雪のように繊細な造作が、目の裏に焼きつく。

　温かな吐と息いきと、柔らかに垂れた髪かみが腕をくすぐる。何でこんなことをするのだろうと思い始めた刹那、ぴり、と沁しみる感覚にソナは身震いした。

　手の甲に口づけるニーナの温かい舌が傷口に触れていた。意図を持って据えられた舌は流れる血を拭ぬぐうように動く。

　やがてニーナはソナの手を放し、眉まゆ根ねを寄せるとその細い喉をこくりと動かした。けほ、と咳き込みながらもどうにかそれを飲み下す。

（血を、飲んだ……？）

　ソナが驚いた瞬間、凄すさまじい突風が吹き荒れた。防御壁を展開するモールチェが、その威い力りよくにどうにか耐たえようとするかのように唇を噛み締める。呼吸すら奪い取られるような烈風に目を瞑つぶったソナは、風が凪ないでからようやく目を開いた。

　そして、飛び込んできた光景に息を呑む。

　ニーナが、体の前に掲げた両手の先に魔法陣を展開していた。

　その破格の威い容ように、なぜそんなことができるのかという疑問すら奪い去られてしまう。

　その魔法陣の大きさは、巨大だったハンバートのそれをさえ遥はるかに凌しのいでいた。モールチェが展開する防御壁の中、小さなニーナの両手の先で家が一軒収まってしまいそうなほどに大きな円えん環かんがゆっくりと回転している。

　赤の光で描き出されたその魔法陣は、三重の円環と六芒星ヘクサグラム、そしてその間を無尽に走るソナにさえ読めない謎なぞの古典語クラシカで構成されていた。

　その謎の古典語クラシカを目にした瞬間に、ソナは脳裏に火花が閃ひらめいたのを感じた。

（――あの時の、文字だ）

　一度読んだものは二度と忘れない記き憶おく力りよくを持つソナは、幼い頃ころに読んだ赤い革張りの謎の本を思い出していた。切ってしまった指から血が垂れ、白紙のページに謎の文字が赤く浮うき上あがってきたという記き憶おくが明めい晰せきに蘇よみがえる。

　ニーナの展開した魔法陣に綴つづられる文字はその謎の文字に違いなかった。記憶の中にある革張りの赤い表紙の色が、ニーナの赤い眸の色とオーバーラップする。

　その時、ソナの脳裏に恍こう惚こつとしたハンバートの声が蘇った。

　――彼女は地獄を統べる力を持った智慧の集積体の顕現なんだよ。

「お兄ちゃん」

　魔法陣を展開するニーナが呼んでいた。ソナは混乱する思考から引き戻されて、その顔を見つめる。吹き荒れる風の中、ニーナは赤い眸でまっすぐにソナを見ていた。花を据すえ置おいたように可憐な唇が、意を決したように開かれる。

「大いなる秘密の守護者にして裁定者アツピンの赤い本たるわたしは、お兄ちゃんをマスターだと認めます。これはグランドマスターソロモンの血を引く正統なる後継者を守るための魔法陣。これを出力すれば、ハンバートも倒せるの。今からグランドマスターソロモンの魔術言語ロゴスを詠唱するから、お兄ちゃんマスターも後について詠唱して。これを出力できるのはグランドマスターの血を引く正統なる後継者だけ――つまり、お兄ちゃんだけなの」
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　紡ぎ出されたその言葉にソナは鳥とり肌はだが立った。

　地獄を統べる力を持った智慧の集積体の顕現、というハンバートの言葉。そして、幼い頃に見た赤い革張りの謎の本。

（――ニーナは、アッピンの赤い本である）

　その一言で謎の全すべてが腑ふに落ちる。ソナは目を見開いて赤く光るニーナを見つめた。

　――それは、あまりにも信じがたい事実だった。

　今まで見てきたものが姿を変え、信じてきたものが崩れ去るような感覚に恐きよう怖ふが湧わいてくる。

　その時、耳をつんざくような凄まじい咆哮が響ひびいた。

「やめろ、触れるな、そこから離はなれろ！　聖少女セイントは、ぼくの物だ――――っ！」

　防御壁の外に立つハンバートがアンバーの眸を血走らせて叫んでいた。

　乱れ撃つ刃の数が倍近くに膨れ上がる。

　刹那、空間にひしめいた漆黒の刃に、ソナは背筋が凍こおりつくのを感じた。視界は黒く覆おおい尽つくされていた。尖せん鋭えいにぎらつく刃の光こう沢たくに息が止まる。

　防御壁を展開するモールチェは、外部からの度重なる攻撃と、内部のニーナの巨大な魔法陣からの影えい響きようでぐったりとしていた。桜色の肌はだからは血の気が引いて今にも倒たおれそうに見えた。ふらつく足元を気力で律して立っているのが見て取れる。そして、そんなモールチェを打ち倒すかのように刃は重苦しい風切り音を立て、一斉に肉にく薄はくした。

（――無理だ。これ以上の攻撃にモールチェの防御壁は耐えられない！）

　瞬間、ソナは思わず目を瞑った。凄まじい金属の擦さつ過か音おんが鳴り響く。

　しかし、漆黒の刃は一本たりとも体に触れはしなかった。

　目を開けたソナの視界で、地面にへたり込みながらも防御壁を展開し続けたモールチェが可憐な造作を疲労で痛々しく歪めながら、それでもにこりと笑った。

「――大だい丈じよう夫ぶ。防御は任せて頂ちよう戴だい。私は強いもの。そう簡単に倒れたりしないわ。それよりソナは早くニーナちゃんを助けてあげて」

　こんな時でさえきらきらと光る瑠璃色の眸に、ソナは胸の奥が締めつけられるような気持ちになった。自分は何をしていたのだろうとあまりの情けなさに唇を噛む。

　ニーナちゃんを助けてあげて、とモールチェは言った。

　その言葉に自分はニーナを助けるためにここまで来たのだと、当然のことをようやく思い出す。地獄を統べる力の集積体の顕現だろうが、アッピンの赤い本だろうが、幼い頃に見た謎の本だろうが、そんなことは全く関係がなかった。

　顔を上げると、巨大な魔法陣を展開するニーナがふにゃりと今にも泣きそうに顔を歪ゆがめてソナを見ていた。目が合うと、ためらうように小さな声で言う。

「――お兄ちゃん、」

　そう泣きそうな顔で呟つぶやいたニーナは、煌めく焔の赤をまとう美少女ではなく、ソナのよく知る妹の顔をしていた。清せい楚そな外見をしているくせに勝ち気で明るい小さなニーナ。

　目の前で泣きそうになっている少女は、それ以外の何者でもなかった。

　ニーナを守るためならどんな犠牲を払っても構わないと自分は思ったのだ。そう誓ちかって命を懸けてモールチェを召しよう喚かんした。

　そして、あと少しでその願いは叶う。

　戸と惑まどう理由も、悩む理由もあるはずがなかった。

「――不安にして、ごめん。ニーナ、呪文を。早く家に帰ろう」

　ソナの言葉にニーナは頷いて、グランドマスターソロモンの魔術言語ロゴスを詠唱した。聞いたこともない言語で構成されるその呪文を、ソナは細心の注意を払って復唱する。

　ニーナの両手の先に赤い光で描き出された巨大な魔法陣が、大きな鈴を振るかのように玲れい瓏ろうたる音を上げ、空間全てを赤く染め上げる凄せい絶ぜつな魔力エナジーを集めた。




　顕現するそれは、黎れい明めいの赤。

　始まりの時代に一人の男ソロモンが開いた高雅なる原始の赤だった。




「――――今よ！」

　防御壁を解除したモールチェが叫さけぶ。その瞬しゆん間かん、圧あつ倒とう的てきな輝きで傲ごう然ぜんと存在を主張した魔法陣は、その中央の六芒星ヘクサグラムから地獄の業火ヘル・フアイアを吐き出した。

　火炎の精霊サラマンドラのそれよりも遥はるかに強きよう靭じんで、果てなく赫かく烈れつな、永えい劫ごうに並ぶものの存在しない至上の炎ほのお。罪人を焼き払う浄化の炎は、その巨大な翼で荒廃した空間を一ひと薙なぎする。

　漆黒の刃を出力し続けていたハンバートはなすすべなく、その深紅の大翼に打ち払われた。自らの牙が城じようを背に、諦あきらめきれない情欲に燃えるアンバーの眸が、業ごう火かの赤に眩む。

「ぼくの愛しい聖少女セイント――」

　まるで睦むつ言ごとのように温ぬるびた、背筋をそそけさせる断末魔を残して、ディアボルースの青髭ハンバート・ブーランは灰かい塵じんと化した。黒く千切れて爆風に舞う。

　しかし、業火の勢いはそこで止まりはしなかった。

（城が、崩れる……っ！）

　ソナは、いつの間にか嵐あらしの予感をはらむように灰色に煤すすけていた空を仰おあいで凍りついた。ハンバートの消え去った視界にそびえる、総赤レンガの城館。灼熱の叫びを上げる業火の大翼がその剛力で容赦なく城壁を打ち崩した。

　地面が引き裂かれたかのような轟ごう音おんに、聴覚が塗り潰つぶされる。

　刹那、疲労の色がにじむ柔らかな声こわ音ねが涸かれんばかりに全力を振り絞って叫ぶのが聞こえた。

「――――《嫦娥のヴエイル・面紗オブ・ルナ》ッ」

　灰色の空と赤レンガに眩くらむ視界に、淡い橙色が広がった。


＊



　――ディアボルース山の中腹。

　連なる常緑の木立をバアルが豪腕で薙ぎ倒して作った即席の闘とう技ぎ場じようで、二柱の魔神は戦せん闘とうを繰くり広ひろげていた。

　火ひ蓋ぶたが切られるや否いなや、華奢な両手に蒼あお白じろい魔力エナジーをまとった二振りのグラディウスを構えたマルコシアスは、その速さゆえに不可視の踏ふみ込こみで勢いを溜ため、空間を切り縮めたかのように一瞬でバアルに肉薄した。

　つややかな銀ぎん髪ぱつが残光を引き、鋭い斬ざん閃せんにそぐわぬ華やかさを醸かもす。

　手心を加える必要がないという事実に、橙色の猫ねこ目めは爛らん々らんと輝いていた。薄うすく上気する清せい冽れつの造作の中で、桃もも色いろの匂いやかな唇が笑えみを浮かべて発語する。

「《天狼のロドルフス星羅・アグメン》」

　発語の瞬間、バアルの体を神速の連撃が斬きり裂さいた。その撃数は天上に連なる星のごとくに限りを知らなかった。白はく刃じんの鋭利な反射光が蒼白い魔力エナジーと入り混じりながら幾いく筋すじもの軌き道どうを照らし出す。手首を返しざまに薙ぐその手つきは、超絶の演武のように滑なめらかで優ゆう雅がですらあった。

　――地獄でさえ比類なき、疾風の剣けん技ぎ。

「……相変わらずの速さだな、魔ま狼ろう侯こうよ」

　体中を裂かれたバアルは口から空気を吐き出してたたらを踏みかけ、それでもにやりと口角を上げると己の得物を振り上げた。マルコシアスの体たい躯くの二倍ほどもある漆黒の大おお太だ刀ち――烏装横刀ノクテイスが圧巻のうなりを上げる。

「《神殿都市ボルト・オブの霹靂・ウガリツト》」

　その豪腕に携えられた大太刀は、闇を吐き出すかのように黒い魔力エナジーをまとっていた。バアルは、神速で疾駆するマルコシアスに狙ねらいを定めるまでもなく、空間のすべてを横薙ぎにした。その軌道に沿って地面がえぐれ、木々が薙ぎ倒された。

　――撃げき砕ついの鉄てつ槌ついと呼び名される、地獄最強の剛勇。

　ディアボルース山それ自体を震しん撼かんさせたバアルの衝撃波は、消えるがごとくの神速で身を躱かわしたマルコシアスをも打ちのめした。

　瞬間、マルコシアスの軽い体は、地面に踏ふみ止とどまり損そこねてドレスのフリルに埋もれるようにして飛ばされた。斬撃の余波で総身に数えきれない切り傷を負う。勢いに圧おされ危あやうく木の幹に激突しかけたところで、どうにか体勢を立て直して言った。

「そちらこそ相変わらずの剛力ですね、東王元げん帥すい」

　言うや否や虚こ空くうでとんぼ返りをして、蒼白く帯電するグラディウスを交差させたまま肉薄する。神速の捌さばきで斬撃を繰り出すマルコシアスに対し、バアルは豪腕での撃砕で応戦した。

　そして一歩も引かぬ攻防を続け、互たがいに満まん身しん創そう痍いになった時だった。

　突とつ如じよ、灰色に煙けむっていたはずの空が凄絶なる赤に染まり、バアルのそれを凌駕するほどの轟ごう音おんと衝撃がディアボルース山を震撼させた。

　瞬しゆん間かん的てきに攻撃の手を止めたマルコシアスが、弾かれたように城を見み遣やる。

　視線の先にあるはずの赤レンガの城館は、幻のように姿を消していた。そこにいるはずの者たちの姿を脳裏に描き、マルコシアスはまなじりをつり上げて舌打ちをする。一時停戦の申し入れをするべく相手を見遣った時、烏装横刀ノクテイスの切っ先が下がった。渋じゆう面めんを作ったバアルがため息交じりに言う。

「……契けい約やくが破棄されたな」

　それはつまりハンバートが死んだということであった。

　召しよう喚かん契約の契約者は拘こう束そく力りよくの消滅を感覚的に知ることができる。

　戦う理由の消滅を知ったマルコシアスは、白熱の戦闘にわずかな未練を残しながらも、まず第一に主の無事を、そしてそのついでに主の召喚師の無事も確かめるためにすぐさま山頂へと飛んだ。自らに責任の一端ありと申し出たバアルがそれに伴ともなっていた。


＊



　一瞬前まではハンバート・ブーランの城があったディアボルース山の頂上で、ソナとニーナとモールチェは瓦が礫れきに囲まれながら座すわり込こんでいた。

「……間に合って、良かったわ」

　防御壁を解除して、舞まい上あがる土つち埃ぼこりに軽く咳き込みながらモールチェが言った。結い上げてあった赤い髪は半ばほどけて肩に落ち、華やかだったドレスも見る影かげもなく泥どろにまみれている。布地が裂けた部分から血が出ているところもあった。

　ソナはそのぼろぼろの姿に、今にもモールチェが倒れてしまうのではないかと心配になった。今はようやく血色も戻もどってはきてはいるが、防御壁を展開している時はその肌色は蒼そう白はくだったのだ。文字通りに体を張って守ってくれたのだと思うと胸が痛くなった。

（どうして、こんなに一生懸命になってくれるんだろう）

　それは、召喚契約を交かわした相手に誠実であろうとするグレモリーの矜きよう持じなのだろうか。

（きっと、それだけじゃない）

　瑠璃色の眸ひとみはいつもきらきらと輝いている。

　グレモリーである以上に、モールチェは、心しん配ぱい性しようで優やさしくて、どうしようもなく天然気質の十七歳さいの女の子なのだ。多分、そんなモールチェだからこそ一生懸命になってくれるのだろう。

（そう、モールチェだから、だ）

　そう思った瞬間、胸の奥にふわりと何かがきざした。最初は間ま違ちがえて呼び出してしまった十七歳のグレモリー。そんな偶ぐう然ぜんの産物のような関係から始まって、今モールチェが自分の中でこんなにも大切な存在になったことにソナは驚きを覚える。

（やっぱり僕ぼくは紛まぎれもなくラッキーだったんだなあ）

　初召喚時の記憶を感かん慨がい深ぶかく思い返すソナに向かって、その心中など知る由もないモールチェがにこっと笑って言った。

「手て強ごわい変態さんだったわね。でも、ニーナちゃんのおかげで助かったわあ」

　そう言いながら、はて、と首を傾かしげる。不思議そうな顔になってモールチェは言った。

「でも、なんでニーナちゃんが魔法陣を出せたのかしら。すごい威力だったわよね。あの変態さん、魔術マギアが効かなかったのに燃やせちゃったもの」

「えっ」

（あの一連の行動を知らないでやってたのか、この人……）

　ソナは信じられない思いになった。そうだとすれば凄まじい直感力である。つまり、今こうしていられるのはモールチェの直感のおかげであるということだ。何とも危うい幸運だったとソナは空そら恐おそろしい気持ちになる。

「――魔法陣を出せたのは、えっと……」

　ソナの横に座っていたニーナが説明の義務を感じたのか口を開いたが、途と中ちゆうでふわぁ、と欠伸あくびをして目を擦こすった。眠気を払うようにふるふると首を振ったものの効果はないらしく、結局ソナの肩にぽすんと寄りかかって目を閉じてしまった。

　そのうち、小さな寝息が聞こえてきた。肩かた口ぐちに感じるそのぬくもりにソナは安心した。寄りかかってくる華奢な体をそっと抱き寄せる。

「無理ないわね。あれだけの魔法陣を出したら体力なんて使い果たしちゃいそうだもの。それに変態さんに捕つかまってずっと緊きん張ちようを強いられていたでしょうから」

　モールチェは優しげに目を細めて、ニーナを見遣る。そして思い出したように言った。

「そういえば、ソナ、怪我は……」

　そこでソナの血みどろの出いで立たちをちらりと見遣ったモールチェは、血相を変えた。

「ソナ！　血！　血が出てるじゃない！」

「え？　あ、大丈夫です。大したことないですから、いや、本当に！」

　実のところ、体中が痛い上に、貧血気味になるくらいには血も足りなくなっていたのだが、ソナはあえてそれを言わないでおいた。言ったらモールチェがパニックになることは間違いなしである。もう遅い気もするが。

「うぅ、ソナが死んじゃう……っ」

　たちまち真っ青になってそう言うモールチェに、ソナは慌あわてて言葉を返す。

「いやいやいやいや、死にませんから……っ！」

　そして、押し問答のような謎の言い合いをしているところにマルコシアスとバアルが到とう着ちやくした。ぼろぼろになっているもののどうやら無事らしいモールチェを見て、マルコシアスが安あん堵どの息を吐く。

「あんまり無む茶ちやはしないでください、肝きもを冷やしましたよ」

　そう言ってマルコシアスが近寄った瞬間、モールチェがその十一歳の小こ柄がらな体に思い切り飛びついた。ぎゅっと眉根を寄せて、泣きそうに叫ぶ。

「マルティー、ソナが出血多量で死んじゃう……っ」

　ぐらりと傾いたマルコシアスは、眉をひそめてソナを見遣った。そして一応、じろじろと観察した後に例の労いたわりのない口調で言う。

「死にませんよ、こういう貧弱そうな人種は案外しぶといんですから。そもそも敗北は許さないとは言いましたが、城までぶち壊せとは言ってないんですがね。ああ、もう。はいはい、分かりましたよ。変身して運んで帰ってやりますから。それで満足でしょう」

　死んじゃう死んじゃうと言いながらだんだん涙なみだ声ごえになってくるモールチェに根負けしたマルコシアスは、仕方なくそう約束した。

　それで一応は落ち着いたらしいモールチェを見てため息を吐く。臣下もなかなか大変だなとソナは思った。しかし、そんなことを思っているうちに眩暈がしてきたので、口をつぐんで大人しく十一歳の恩情を待った。

　こうして、マルコシアスが翼つばさを持つ白銀の狼の姿に変身して、バアルを除く全員をソナの家まで送り届けることになったのであった。







エピローグ







　窓の外で小鳥の囀さえずる、日差しの柔らかな昼下がり。円テーブルには白いクロス。湯気を上げるアールグレイ。メインは苺いちごのミルクレープ。

「ソナはお茶淹いれるのが上手うまいわよね。マルティーに準ずるレベルだわ」

　アールグレイの香かおり立たつ湯気に目を細めながらモールチェが言った。

　カップを置くと今度はナイフとフォークを手に取り、至福の表情で幾重にも生地の折り重なったミルクレープに切り込みを入れる。添そえてあったミントを端はしに避よけ、トップの艶つややかに赤い苺を半分に切ってぱたりと倒し、一口の大きさに切った生地の上に載のせて速すみやかに口に運んだ。

「……はああ、美味おいしーい。幸せだなあ」

　もぐもぐと口を動かしながら、周囲に光を舞い散らすような笑えみを浮かべるモールチェを、ソナは向かいの席からぼんやりと眺ながめていた。

　円テーブルにはソナ、ニーナ、モールチェ、マルコシアスの四人が座っていた。

　ソナの隣となりでは、ニーナも年相応に目を輝かせてミルクレープを食べている。甘あまさにきゅっと目を細めるその様子は微笑ほほえましく、やっぱり女の子って甘い物が好きなんだなあ、とソナは思った。自分の皿に載っている苺をニーナに分けてやる。

「それ何個目なんですか。いい加減にしないと太りますよ」

　すいすいと気持ち良いほどにモールチェの皿から姿を消していくミルクレープを見て、マルコシアスが声まで無表情に言い放った。釘くぎは刺さしても本気で止めようという気がないのがいかにも彼かれらしい。

「なんちゃってハニートラップ」という名のニーナ救出作戦終しゆう了りようから五日目にして、今回の一連の召喚と等価の品を要求されるはずのこの日、第一回目の召喚から続いている緊張感のなさは相も変わらず全開だった。

　よく考えてみれば、そもそもこれでは成功報ほう酬しゆうである。召喚契約って最初に等価を決めておくんじゃなかったかなとソナは今いま更さらながらに遠い目をする。

　目の前でせっせとミルクレープを口に運ぶモールチェは淡いピンク色のドレスを着ていた。たっぷりとしたドレープがふわりとしたシルエットを作る。白いレースが可か憐れんに縁ふちどる襟元に、夕日色のサイドテールがくるんと垂れている様子は文句なく可愛らしかった。

　どう見ても、些いささか食い意地の張った育ちの良いお嬢じようさんである。

（……平和過ぎる）

　ソナはついついその姿に見入りながらも、胸の内で突っ込みを入れる。

　本来なら、召喚師に平伏でも土下座でもさせ、召喚の等価として伝説の秘宝でも希代の妙みよう薬やくでもオーソドックスに魂たましいでも生いけ贄にえでもはたまた一生涯分の労働でも捧ささげさせるような尊大さと恐おそろしさを醸し出して然しかるべきなのだ。緊張感の満ち満ちる駆かけ引ひきの場であり、諦てい念ねんと絶望の渦うず巻まく最後の審判の場であるはずが、昼下がりのお茶会になっているのは最も早はやさすがとしか言いようがなかった。

「そろそろ話を始めたらどうです。おやつを食べに来たわけじゃないんですから」

　マルコシアスが横からなげやりに急せかした。こっちは紺こん青じようの四角い襟に赤いスカーフという恰かつ好こうであった。セーラー服を着ているのはモールチェの趣しゆ味みだろうが、見ているとどうにも気が抜ぬける。良家のご子息のようだった。

「おっと、そうね。つい和なごんじゃったわ」

　その言葉を聞いたモールチェは最後に一口とミルクレープを頬ほお張ばり、ペーパーナプキンで忙せわしなく口を拭う。紅茶を飲んで喉のどを湿しめすとようやく口火を切った。

「じゃあ、話を始めましょうね。まずは今回の一連の事情をはっきりさせましょう。私まだ色々分からないままなのよ」

　ニーナの救出から五日。ソナが包帯やら消毒液やらの世話になっていたせいで、様々な謎はそのまま据すえ置おきになっている。

「とりあえず、私はバアルおじさまと話してきたの。おじさまほどの人があんな変態さんと召喚契約を結んだのだから、よっぽどの等価を提示されたのだと思って。話している途中でリリィちゃんに捕まってしまったのだけれど」

　モールチェはサイドテールを柔らかに撫なでつけながら言った。

「魔ま王おう宮きゆう殿でんで話してたのが迂う闊かつでしたね」

　マルコシアスの言葉に、ソナは魔王妃リリスの姿を思い浮かべた。ルシファーを輝く笑顔で尻に敷く魔ま性しようの美少女の姿が鮮あざやかに脳のう裏りに描えがき出だされる。

　リリィちゃんって誰だれ、と訊くニーナに、魔王妃リリスのことだと教えてやる。皿にフォークを置いたニーナが桃色の唇くちびるで、リリス、と確かめるように呟く。

「でも、リリィちゃんに問とい詰つめられたから、おじさまも等価についてあっさり答えてくれたのよ。召喚契約に関する事柄――特に等価についてなんて、普ふ通つうは他人に漏もらしたりしないものだもの。結果オーライね」

（待て、雲を突くような偉い丈じよう夫ふだぞ……）

　バアルの堂々とした威い圧あつ的てきな姿を思い出したソナは信じられない思いになった。

　どうやら魔性の美少女は自らの後見人にも容よう赦しやをしないらしい。地じ獄ごく最強とは彼かの女じよのことなのではないかとなかなか空恐ろしい気持ちになる。

　と、そんなことを考えているうちにモールチェがぽろりと重要なことを言った。

「おじさまが言うには、変態さんとの契約の等価は『アッピンの赤い本』についての情報だったのですって。随ずい分ぶんと昔のことが出てきたからびっくりしちゃったわ」

　アッピンの赤い本。出てきたその言葉に、ニーナがぴくりと身じろぎして顔を上げる。ソナも思わずモールチェの顔を見た。

「初代バアルはソロモン王にアッピンの赤い本を託されたでしょう。だから歴代バアルは失われてしまったアッピンの赤い本を取とり戻すという使命をおびているのですって」

　瑠璃色の丸い眸を瞬き、少しだけ首を傾げながらモールチェは先を続けた。

「話を聞いて私が一番驚いたのはね、アッピンの赤い本は本以外の形を取ることがあるということなの。――そう、おじさまが言うには、女の子の姿を取るって」

　そう言ったモールチェは、問いかけるように瑠璃色の眸をニーナに向けていた。

　――アッピンの赤い本とハンバート、そして、少女。それはにわかには信じがたく、しかし一笑に付すにはあまりにも宿命的な符ふ合ごうだった。

　そこから導みちびかれる結論は、一つしかない。

　ニーナを見遣るモールチェのその眸は、悠ゆう久きゆう太たい古この深しん淵えんを望むがごとく緊張した色を宿していた。大いなる神秘を前に揺ゆれる瑠璃色に、高鳴るその鼓こ動どうが伝わってくる気さえしてソナまで息が詰まりそうになる。

　呑のん気きな茶会の空気から一転、張りつめたような静寂に空間が支配される。

　神経が抜けているんじゃないかというくらいに平素は冷静沈着なマルコシアスも、今ばかりは橙色の眸を見開いて事の成り行きを見守っていた。

「……そう、わたしが大いなる秘密の守護者にして裁定者アツピンの赤い本」

　自らを作りしグランドマスターソロモン――その盟友七十二柱の末まつ裔えいたる魔ま神じんたちをまっすぐに見据えて、ニーナは答えた。その切れ長のアイスグリーンの眸は、重大な告白をするという覚かく悟ごにわずかな懐かい旧きゆうの気持ちを交ぜたような色をしていた。

（盟めい友ゆう、だものな）

　ニーナの中にあるのは、グランドマスターソロモンが集めたモールチェたちの初代の真名だ。その末裔を目にしての感慨深い懐旧の思いなのかもしれない。

　ソナはそう思いながらも、複雑な心境になった。

　その繊細な造作が作る神秘的な表情には未いまだに慣れない。

　そんなことはありえないと分かってはいても、共に積み重ねてきた年月が揺らぐような気がするのだ。知っているはずのニーナが遠ざかって行ってしまう。ティーカップの紅茶に目を落とし、浮き上がってきてしまうそんな気持ちを心の中で黙殺した。

　やがて、どうにか驚きも治まってきたらしいモールチェが、若草色のワンピースをまとうニーナの繊細な造作をじっと見つめてしみじみと言った。

「……アッピンの赤い本って、こんなに可愛かわいい女の子の姿をしているのね」

　薄うす桃もも色いろの唇からやがて出てきたその言葉はまたどうにも深刻さに欠けるものだった。マルコシアスが自らの主の顔を見て、何とも言い難い渋しぶい顔をする。注目すべきはそこじゃないだろうと呆れているのは明らかだった。

　ニーナもそんな感想は予期していなかったのか、瞬きをして口をつぐんだ後、少し困ったように、ありがとう、と言う。おずおずとしたその言葉を聞いて、モールチェがにこりと笑った。花はな咲さくようなその笑みにつられて、ニーナもつい涼やかで清楚な笑みを返す。

　静寂の降りていた空間に再びほんわかと和んだ空気が流れた。

（いや、おかしいからな。アッピンの赤い本だぞ。普通もっと深刻に驚いてしかるべきだろ）

　どうしてこうなるのだろうとアールグレイを飲みながらソナは首を傾げた。さすがの天然である。色々と計り知れない。何だか自分の深刻さがバカみたいに思えてくる。

「でも、何のために少女の姿を取っているんです？」

　空気になど流されないマルコシアスがしっかりと尋たずねた。押おさえるところは押さえる。十一歳でありながら、いつもながらにその物もの腰ごしは大人顔負けだった。

　ニーナは考えを整理するようにしばし考え込むと、おもむろに言った。

「グランドマスターは、わたしアツピンの赤い本を自らの血を引く正統なる後継者に残したかったの。だからまずは封ふう印いんをかけて中身を白紙にしたの。それが、正統なる血がページに触れるまで解けないという第一の封印。そして、第二の封印が、わたし。本の姿のままでは、開こうとしている人が正統なる血を悪用しているだけの他人であっても分からない。だから、開くにふさわしい人物であると判断するために、この姿のわたしを創り出したの。わたしが正統なる後継者であると認めない限りは、大切な盟友たちソロモン七十二柱の真名は隠されたままになるから」

　改めて聞いたニーナの話に、ソナは様々な記憶が腑に落ちるのを感じた。

　幼い頃、手にしたあの赤い本は、やはりニーナの本体だったのだ。そして思えばニーナが家にやって来たのは、ソナが本に血を垂らしたあの事件があって以降のことである。

「大いなる秘密の守護者にして裁定者というのはそういうことなんですね。対象者が自分を開くにふさわしいかを裁定するのだと。随分と念入りに封をかけたものですね」

　マルコシアスが了解したというように橙だいだい色いろの眸を細めて言った。隣でティーカップを持ち上げたモールチェがそのままの姿勢で固まって、驚おどろいたように尋ねる。

「前にソナから、本に血を垂らしたら赤い文字が浮かび上がったって話を聞いたけれど。それじゃあ、もしかしてソナがソロモン王の血を引く正統なる後継者なの……？」

　その言葉に、ニーナはこくりと頷うなずいた。

「そう。お兄ちゃんはグランドマスターソロモンの末裔。グランドマスターソロモンと離れて以来わたしが初めて出会ったマスター後継者」

　――マスター後継者。

　聞き慣れないその言葉は仰ぎよう々ぎようしくて、どこか他人行儀だった。

　自らの先祖にソロモンがいたことなど知る由よしもなかったソナは、何となく居い心地ごこちが悪くなる。五日前に初めて明らかになった事実は大きすぎて実感など湧かなかった。ニーナは大切な可愛い妹で、それ以外の関係など望みもしないのにとぼんやり思う。

　そんなどうにもならない思いにソナがつい表情を暗くしたその時、ニーナが言った。

「グランドマスターソロモンは、現れるであろうマスター後継者に正統性を求めていたの。そして、それは血についてもそうだけど、その思想についてもそうだったの。だって、正統な血を引いていてもハンバートみたいな人だったら大変だから。そんな人の手にわたしが読み解かれたら世界が滅んじゃう」

　そう言う、切れ長のアイスグリーンの眸はソナをまっすぐに見つめていた。

　それは、悠久の過去にたゆたうような大いなる秘密の守護者にして裁定者アツピンの赤い本の顔ではなかった。ソナが隠かくし損そこねた暗い表情を見抜き、言いい募つのるのはただのニーナだった。

「……お兄ちゃんは、古典語クラシカの才能はあったけど、色々と不器用だし引きこもりがちだし頼たよりないしどうしようかと思ったんだよ。正直、ダメかなあって思ってた。だって、お兄ちゃんのことがいくら好きでも、それとグランドマスターソロモンとの誓いとは別だし」

（不器用だし引きこもりがちだし頼りないし……）

　勝ち気な妹の、歯に衣きぬ着せぬその言葉は、結構な威力でソナの図星をえぐった。思い出される自分のどうしようもなさに、穴があったら入りたい気持ちになる。

　羅ら列れつされる情けない欠点を、向かいからマルコシアスが鼻で笑う。それを横からモールチェが、マルティー、とやんわりたしなめる。

　そして、耳が痛いソナに、ニーナは言った。

「でも、お兄ちゃんはわたしを助けに来てくれた。絶対勝てないような相手に挑むために魔神の召喚までして。命がけでハンバートと戦って死にそうになって。だから、決めたの。お兄ちゃんだからマスター後継者に選んだの。わたしが選んだのよ！」

　それは、意地を張る小さな子供のような口調だった。

　怒おこったように眉まゆをつり上げ、頬を紅潮させてニーナはソナに言う。

「分かるでしょうっ！　血じゃないの！」

　華きや奢しやなその手が痛いほどにぎゅっとソナの手を握にぎる。

　その熱い体温に、胸の奥おくにわだかまった思いが溶とけていくようだった。若草色のワンピースを着てソナの隣にいるのは、ニーナ以外の何者でもなかった。どんなにその仰々しい名前が付いてしまっても、ニーナは変わらない。

　ソナは何も言えないままにニーナの手を握り返した。この手を守るのだと誓った記憶が蘇る。守り切れて本当に良かったと思った。

（あ、やばい……）

　途と端たん、喉の奥がじわりと熱くなりかけ、慌てて唇を噛かむ。

「ニーナちゃん……！」

　麗うるわしい兄きよう妹だい愛あいを見せつけられたモールチェが感極まったように言うのを横目に、ダージリンをスプーンで掻かき混まぜるマルコシアスが冷めた声で言った。

「そろそろ最終交こう渉しように入りますよ」


＊



　こうしてついに、召喚契約の集大成である審判の瞬間はやって来た。

　マルコシアスが足元の鞄かばんから一冊の本を取り出し、モールチェに手て渡わたした。

　それは革張りの白い表紙にエンブレムが箔はく押おしされた分厚い本だった。どうやらそこにソナの契けい約やく書しよも入っているらしい。モールチェはページを繰ると、挟まっていた水色の栞しおりを抜き、開いてテーブルに置いた。

「まず確かく認にんを取るわ。えーと、ソナ。契約内容は、ニーナちゃんの奪だつ還かんで間違いないかしら？」

　開いたページに書いてある文章を指先でなぞりながら言う。

「はい、間違いありません」

「今回の召喚で契約内容は完全に満たされた？」

「はい、……あの、本当に、ありがとうございます」

「いえいえ」

　姿勢を正して一礼するソナに、モールチェは本から顔を上げてにこりと微笑ほほえんだ。小首を傾げた拍子に、温かな赤色のサイドテールがくるんと揺れる。

「召喚それ自体に衣装類の提供をプラスして等価を請求するわ。今回はそこにバアルおじさまとの遭そう遇ぐうも入るわね。戦闘になってしまったし」

　そう言うと、青い万年筆の端をこめかみに当ててすこぶる難しい顔を作った。

「我ながら、ちょっと、高くつくのよねえ」

　高くつくというその言葉にソナはぞくりとした。どれだけ気合の入った等価を要求されるのかと背筋が寒くなる。ニーナが横から心配そうに様子を窺うかがっていた。

「――高く、ですか……？」

「そう。高ーく」

　不安を隠せないソナに追い打ちをかけるようにモールチェは言い募る。

（ついに秘宝か妙薬か、魂か労働かはたまた金か）

　ソナは固かた唾ずを呑のんでモールチェの言葉を待った。

「とりあえず、」

「とりあえず？」

「私との無期限長期契約ね」

「え？」

　要求は、秘宝でも妙薬でも魂でも労働でも金でもなかった。ソナは意味を判じかねて首を傾げる。

（それはまた契約を結ぶということなのだろうか）

　――契約の等価が、契約。

　それは、一体どういうことなのだろうか。

「これはニーナちゃんのことにも関わってくる話なのだけれど。私、一つ疑問があるの」

　やんわりと切り出したモールチェはしかし、真しん剣けんな顔をしていた。ほんわかと柔やわらかな顔立ちがきりりと引ひき締しまっている。それを見てソナは、その疑問がとても重要なものであることを知った。

　果たして薄桃色の唇は、ソナの盲点を突くような疑問を紡つむぎ出だした。

「変態さんは、どうやってニーナちゃんがアッピンの赤い本だと知ったのかしら」

　マルコシアスが橙色の猫目をすっと細めて言う。

「それは確かに気になるところですね」

（……確か、何か言っていたような気がする）

　ソナは、ハンバートとの戦闘時のことを思い出していた。ハンバートはその変態嗜し好こうと狂きよう気きがにじみ出る言葉で確かに色々なことを語っていた。その中にニーナのことを知った理由もあった気がする。

　その時、頭の中にふとその気持ち悪すぎる言葉が降りてきた。

　――愛しい聖少女セイントの存在と行方ゆくえを知るために、ぼくは対価として悪魔に魂の半分を差し出した。

　ソナは目を見開き、モールチェに言った。

「魂の半分を対価に悪魔に聞いたと言ってました」

　それを聞いたモールチェは唇を引き結ぶと、マルコシアスと顔を見合わせた。

「アッピンの赤い本が女の子の姿を取ることさえ歴代バアルしか知らないというのに、ニーナちゃんがアッピンの赤い本だと知っていた――何者なのかしらね、その悪魔とやらは」

　マルコシアスが眉をひそめ、十一歳らしからぬ顔で言う。

「キナ臭いですね。これは下手をすると高位魔神の存亡に関わります」

　アッピンの赤い本は地獄最強の禁書である。門外漢のソナにさえこれが由々しき事態だということが分かった。そもそもアッピンの赤い本とはニーナのことなので、その点においてソナにも直接的な関係がある。

（そんな悪魔が野放しになっていたらニーナも危ない）

　不安げな顔で話の行方を見守っているニーナを見て、ソナは奥おく歯ばを噛み締めた。

　やがて、くるんと赤いサイドテールを揺らしてソナに向き直ったモールチェは言った。

「ソナには無期限長期契約で私に力を貸してほしいの。私たちは地獄の安あん寧ねいのためにその悪魔を突つきとめて倒たおさなくてはならないし、もちろん、アッピンの赤い本たるニーナちゃんを守らなくてはならないの。これが今回の召しよう喚かんの等価になるわ」

　瑠る璃り色いろの眸は、召喚契約を結んだ時と同じ誠実な色を宿していた。宝石のようにきらきらと光るその眸にソナは思わず見入ってしまう。しかし、ずっと変わらないその誠実さに応えるべくソナが頷こうとした時、マルコシアスがすげなく言った。

「まあ、そもそもあなたに拒きよ否ひ権けんはないんですよ。等価を要求するのはこちらの正当なる権利なので」

「マルティー、そんな身も蓋もない言い方しないの。敬意を忘れたらダメよ」

　モールチェが眉尻を下げて困ったように言う。そこできりりとした凛り々りしい顔は、すぐにほんわかとしたものに戻ってしまった。

「あいすみませんねえ。あまりにも時間がかかるもんですから」

（もしかして、これは牽けん制せいだろうか）

　挑ちよう戦せん的てきにこちらを見てくるその端たん整せいな顔にどうしようもないイラつきを覚えながら、ソナは召喚契約書にサインをすることになったのであった。




「これからは週に一回、私を呼んでお茶、……ごほん、週例集会を開いて頂ちよう戴だい。地獄と人間界の近況の情報交換をしましょう。あ、お菓か子し代だいはこちらで持つから大だい丈じよう夫ぶよ」

　テーブルをどかした部屋の中央で、ソナが展開する魔ま法ほう陣じんの中で指を振ふりつつ、モールチェは言った。優雅な手つきでドレスの裾すそを整える。

（せっかくお茶会を週例集会に言い換えたのに、お菓子代って言っちゃったよ）

　何とも気の抜ける要請に、ソナは苦笑した。結局、マカロンをお茶請けにしたお茶会はこの先も続くことになりそうである。紅茶を補充しておかないとなと思う。アールグレイの減りが著しい。

「モールチェさん、ありがとう。あと、マルティーくんもまた来て」

　名残惜しそうな顔をしたニーナが握手を求める。

（マルティーくんって……）

　なんともフランクな呼び方に吹ふき出だしかけ、ソナは危うく魔法陣を消しそうになった。すかさずマルコシアスに盛大な舌打ちを食らう。

　そこからしばしソナとマルコシアスの視線での攻防戦が続いた。

「ああ、もう可愛い。マルティーもこんなふうだったらいいのに」

　睨にらみ合あう二人を余よ所そにモールチェはニーナしか目に入ってないようで、抱だきしめんばかりの勢いでニーナと握手をしていた。握手をし終わったニーナはその後背伸びをして、モールチェの耳元に何か囁ささやく。

「……まあ、」

　聞き終えたモールチェが瑠璃色の眸を丸くする。ニーナはきゅっと口角を上げた何やら意味深な笑えみを浮うかべていた。繊せん細さいな造作に浮かぶ、愛らしいというよりは美しいという形容詞の似合いそうなその笑みに、ソナは首を傾げる。

　そして握手を拒むほど狭きよう量りようではなかったらしいマルコシアスがニーナと絵本のワンシーンのような可愛らしい別れを交わした後、モールチェがにっこり笑ってソナを見つめた。

「ソナ、ちょっといいかしら」

　肩かたにぽんぽんと手を置いて、屈かがんでと頼む。魔法陣を展開しながら屈むのはかなり骨が折れたが、瑠璃色の眸を煌きらめかせる姫ひめ君ぎみ直々のご用命にソナはどうにかやってのけた。一体、これに何の意味があるのかと首を傾げながらモールチェを見つめる。

「ちょっと失礼」

　言うが早いかモールチェは、屈んで丁度の高さになったソナの額にさらりと口づけをした。

その間三秒。反応する間もなかったマルコシアスが魔法陣の中で額に青筋を立てる。

（え、何だこれ）

　モールチェは、何が起こったか分からずに固まっているソナを見てころころと笑った。夕日の色をした赤いサイドテールと、ラピスラズリの青い眸。淡あわいピンクのドレスをまとう十七歳のグレモリーは、つぼみがほころぶように可憐な笑みを深めてソナを見ていた。

「これは、尊敬のキスよ」

　いたずらっぽくそう言うと、ほら魔法陣消えちゃうわよ、と急かす。我に返ったソナは慌てて魔法陣を展開し直した。すぐに青い紋もん様ようが輝かがやきを放ち、立ち上る白はく煙えんがマルコシアスとモールチェの姿を霞かすませる。

「ニーナちゃん、私は週一回しか来られないけれど、この件に関しては手加減しないわよ。じゃあ、二人ともごきげんよう、また一週間後ね」

「……今の、覚えといてくださいよ」

　なにやら意味深に笑うモールチェの隣で、猛烈に殺気立つマルコシアスの言葉がいやに耳に残った。橙色の眸の凄せい絶ぜつなる輝きに、ソナは半ば本気で命の危機を覚える。

　やがて白煙はその色を濃こくし、煙えん幕まくのように空間を覆おおい尽つくす。召喚解除の呪じゆ文もんを詠えい唱しようし終わると、ポンッとクラッカーを鳴らしたような音と共に爽さわやかな薄はつ荷かの香りが鼻先をくすぐった。

　こうして二柱の魔神は、居間から姿を消した。後に残されたのはお茶会仕様の食器のみである。そこそこ残っていたはずのミルクレープは姿が見えない。

　ソナは訳が分からないままに椅い子すに座すわり込こむ。

　隣に座ったニーナがなぜかぷうっとふくれた顔でそっぽを向いていた。口の中でぶつぶつと「負けないもん。わたしの方が一いつ緒しよにいる時間はずっと長いんだから」などと呟つぶやいている。アイスグリーンの眸は謎なぞの戦意にきらきらと輝いていた。

（一体、何だったんだ、あれ……）

　そんなニーナの宣戦布告に気づくこともなく、椅子にへたりこんだソナは呆ぼう然ぜんとしたまま、さっきの出来事を回想していた。額に残るふんわりとした唇の感かん触しよく。身を寄せられた時の柔らかなドレスの布地と淡い人ひと肌はだの温かさ、ほのかに立ち上った甘い香り。

　そこで、ようやく赤くなる。

「あーーー…………」

　遅れて襲ってきた恥ずかしさやらこそばゆさやらでソナは顔を覆った。たまらず閉じた目の裏に、可憐なる十七歳の女じよ公こう爵しやくが鮮やかに描き出された。いたずらっぽいその笑顔に一週間後が待ち遠しい、とソナは無意識に思い始めていた。

（ああ、でもあの十一歳の番狼ガードウルフに殺されないようにしないと）

　脳裏でさえ、ほんわかと笑うモールチェの前には、眩まばゆいばかりの銀ぎん髪ぱつに端整な顔をした、凶暴極きわまるマルコシアスが立ちはだかっている。週一のお茶会もとい週例集会にも、彼が付いてくるに違ちがいなかった。
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「……次は貧弱とは言わせないからな」

　ぼそり、と決意表明をしてソナは鍛錬を心に誓ちかったのだった。







あとがき







　はじめまして、百もも瀬せヨルカです。

　今まで生きてきて、よもや自分がライトノベルのあとがきを書けることになるとは思いもよりませんでした。まさかの事態に、一体何を書いてよいやら見当もつかない有様です。乱文、どうぞご容赦くださいませ。

　本作を書き始めたきっかけは、インターネットで偶然、「ソロモン七十二柱の魔ま神じんグレモリー」を知ったことにありました。

　――黒いベルベットの上着をまとい、頭には金の公こう爵しやく冠かん。駱らく駝だにまたがってやって来る美び貌ぼうの女公爵。そんな何とも魅力的な佇たたずまいの魔神に惹ひかれて、どうにか文章化したいなあと思いつつ毎日何となくパソコンをいじっていました。

　すると、しゃなりしゃなりとしていた魔神様がなぜかどんどん勝手に軟なん化かしていき、モールチェの誕たん生じようと相成りました。これも魔神様のお導きでしょうか。不思議なことです。執筆中は、魔神やら魔術やらを調べるために、図書館の地下へもぐって探し出した、周囲から二度見されそうな題名の本を電車で読みふけりました。

　乗り合わせた電車に、怪しげな分厚いオカルト本を夢中で読んでいる輩やからを見たという方がいらっしゃいましたら、それは私かもしれません。でも、誓ちかって黒魔術も使いませんし、呪のろいもかけたりしないのでどうか許してください。あと、とりあえず今のところは魔神も召しよう喚かんしたりしないです。悪しからず。

　突飛な妄もう想そうとして終わるかもしれなかった本作が、一冊の本として世に出ることになったと考えると、まるで奇跡のような気がします。

　そんな奇跡を起こしてくださった沢たく山さんの方々には感謝をしてもしきれないほどです。

　本作を銀賞に選んでくださったＨＪ文庫編集部の皆様。本当にありがとうございます。お与えくださった機会を無駄にしないよう、精いっぱい頑張りたいと思います。

　美しく可か憐れんなイラストを描いてくださった空そら維い深しん夜や様。どのキャラクターもあまりにも可愛くてハンバートばりにニヤニヤしました。

　担当のＫ様。お世話になっております。この先もご迷惑おかけします。手がかかって申し訳ないです。せめてもう少し執筆のスピードを上げられるよう頑張ります。

　そして一番目の読者にして一番身近な相談相手になってくれた妹、忙しい時期に作品を読んで適切なアドバイスまでくれた友人のＭちゃん。どうぞお好みの恩返しをお申し付けください。

　最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に限りない感謝を。またお目にかかる日を楽しみに待っております。





百瀬ヨルカ
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




百瀬ヨルカ先生／空維深夜先生









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/p199.jpg





item/image/p151.jpg
\

\ = ‘&
) N L
fa '@’
| /’o/"/
to

/

7N
caoeta SSS
{/ — —
RN
AQINNT
wme——— Jd





item/image/p187.jpg





item/image/p103.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		１、地獄の姫君、十七歳



		２、姫君の狼



		３、地獄ワンダーランド



		４、三人の令嬢と「なんちゃってハニートラップ」



		５、パジャマパーティーとガーデンパーティー



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p055.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/p137.jpg





item/image/k001.jpg
-\ 4
‘\':\ » y
€

"
A

\ \
- " \\\
W\ . )r S
\ Al /] ‘H =
) 1 \






item/image/p213.jpg





item/image/k004.jpg
£ Bl






item/image/k003.jpg





item/image/ok.jpg
—PROFILE
Eﬁa WH covszn

[B7EHIXEAE] REZESL. AMEDTE1—FEBD,

Eﬁﬁ& ZHULAR

MelERE! B2/ \ULA] (Devil-seal). [BEA4YU ] (Lunasoft) RE
1Bty

J_E] HJX &

2
Terry

ANVT Y U AL T 0 7 WAl

20134E8 T 1H  #INFEAT

FH— HWIANV A
HIN—=4 T A b —— ZEMERK T — hnbE—

RATHE—HT R
RATH—HRR A A — Y X8 T151:0053 HEHERSA KA« K2-158

& ©2013 Yoruka Momose J






item/image/p252.jpg





item/image/p003.jpg
NOH—N
DRI
— FESCEH + VI

PRIMNK

~ B H
o FEANR—NN
RSO
1< QLRI [55-2a0 8 0L 1 — o INAN |
e B o« # K & @
5\ﬂﬁ/%?ﬂ];/%l]cﬁl\:/w/ﬂl;/dl

Houp—A

R0 R A

249 227 167 126 088 030 011 005





item/image/p002.jpg
IS - DN £ PR





item/image/p001.jpg
\\

ALTUVERE
TH OB mER

BHEIANLA

HUXE

N

g






item/image/p247.jpg





item/image/p009.jpg





